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ごあいさつ

夢みなみ農業協同組合
代表理事組合長

佐々木 一成

　日 より、当 の事業 に たり、 理 と をいた いておりますこと より

し上げます。

　 て、 業 をめ る は、 ス の 期 による外 業の

により、 は みに しました。 に の な は、 合 の営 に

な を としております。２年 か月が経 しても未 に が収 を見 予 を ない

状況にあります。

　 による 的な 滞な に加 、 の ク により、

資 の高 な により ス が増加の 、 に ス 高が ない

状況が続いております。

　このよ な 、当 は、 の そ が た です を合 に し 年が経

しました。令和３年度は、 ２ 期３ヵ年経営計 の 年度として 業 高の

の 上 業 の を に取り とともに、 による い を

し、 見 を ま 、 業 に めてまいりました。

　営 に いては 月の 、 月の な により、 に な

を りましたが、 かに 本部を し、 と連 し、 を行い から

の 期 に 、支援を してまいりました。 に たに３ ク を で る

が で たことは、 の に期 が てます。

　 高は計 に しま でしたが、事業利益及び当期剰余金は計 を上 る を計上す

ることがで 、 続 な経営 の に めることがで ました。

　 、 、 （ 続 な 目 ）な の 経済 の な 、 らに

の事業 経営 が する で、 期 度 の な 、 続 の が残

ています。

　また、本年３月１ 日に した で を た にお見 いを しあげますとと

もに、建 済加 者に する な 済金の支払いに めているとこ です。 日も い

をお りいたします。　

　 年度は ３ 期３ヵ年経営計 と ３ 業 計 の 年度にあたります。

１ で決 た の 業 経営

り を 本に 業 高 の 上 業 の

を の とし、 を み合 た 合経営 の により、

高１ 円の を目 します。

　不 の に取り み、 と を とする、 に した 合事業の に

より る 続 る を目 してまいります。

　 となり、 事業 営に取り で りますので、 合 の のより

の 理 と 支援を りますよ お い し上げます。

　結びに 合 の の益 の と をお り し上げ、 といたします。

写 真
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1 本 経営理

本

経営理

　 本理

して ら る り を 本とします。

の となり、 ある りをすすめ、 る をめ します。

業を未 な となります。

　

に し、ともに 合い、 で かな らし りに します。

な を かした と ある もの りを することにより、 た

　な 業を し、 から る をめ します。

ス リ （ ）及び （ ）を し、 業 の増 による

　 の 上に します。

と と を り続 、この かな を な となります。

　 の

の そ が た です

　 ス により、 の経済は先行 が不 な状況となっており、

らに、 減少 日本 行の ス金利 により の経営 は、か てない しい状況が

続いております。

　 業を取り は、 業者の高 継者不 、 放棄 の増加が するな 、

　また、 業 計 期経営計 の を て 不 の に取り みます。

ス の により、 らなる経営の の を目 します。

から る りを となって め、 部管理 の高度 と

　 らに、 合 との結び を し、 に した取り みにより 合

の の営業 利 により外 業の が し、 の 込み

業 の が でいる にあり、 らに、 ス による

業の と かで らし すい の を目 します。

事業 業務 の 的経営 を に し、 続 な経営 の 立により、

リ を かした事業 と業務の を めるとともに、 と の に するため、

業 経営 り の の を し、ス

　こ した 、令和 年度は みなみ ３ 期３ヵ年経営計 の 年度となり、

相 の不 な状況 、 業を取り は として しい状況に か ています。

-2-
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事業

1  営 事業 事業

2  事業 連事業
　　 の の上 を 、令和 年の においては な 上げとなっておりま

3  事業
　　 事業の 本となる 業 クとして、 する 合 利 者 の に す
　るため、 の 合事業を かした金 を し、 業 らし の において

　　また、 を 、 合 利 者 の目 に立った の により、
　から る を目 します。

4  済事業

　 者との な を いてまいります。

5  部
　 部
　　 合にお る経営 の に たる管理 営の 度および業務の 行状況に いて、 部
　管理 の と有 の から を行い、その結 に の および
　 合理 の を て 合 の および経営 の 上を図り、事業の か
　 継続的 の に することを目的として 部 を します。

6  務 部

　る を目 してまいります。

　事業 を継続的に するとともに、 続 な収益 に たる を す
　　この な 、 ３ 期３ヵ年経営計 の 事 の により、 定的か 高 の
　 ス金利 ス が の事業 に な を ています。
　　 業 を取り は、 減少と 業者の高 による 合 の減少、日 による

　合 に で る の に取り み、こ まで以上に 合 の 度を 上し
　　 らに を し、 合 としての資 と 的 務 を し、 する
　 る りに します。
　　また、 業 らし 事業のあら る から に取り み、 かで して ら
　す。
　る高度な経営管理に取り み、 による金 期 度 に しま

　 と での 合事業の を目 し、 の 、 かな りに す
　　このよ な状況の 、 の と 目の による 合 の 業 の増
　す。

　　また、 たな りに を て との を め、 合 利
　者の利 に を します。
　　 に の 状と１ 年 の目 す を見 、 続 な 経営 の 立に 利
　 ）を て、 合 利 者 とりに り った と の に めます。

　　 済事業の理 である 相 を の とし、 合 利 者に り い、 的な
　 を 、 業 とより より がってい ことを目 すため、３ （ 況

　　また、 合 の する に し、 な に で る事業 を図ります。
　業の に してまいります。
　る に 事業にお る出 に いて、 部 との連 による事業 を図り、

　相 を し、 続 な経営 を してまいります。

　　 ス による の が続 の ではありますが、 年度も

　 み、 業 に めてまいります。
　　また、 行 の と を 有し、連 して から を積 的に取り
　 を継続して取り み、 支援を行ってまいります。
　 部、 営 、 支 が連 し い を とした での の
　はもとより と 、 に する 続 な 業 の取り みを いたします。 らに、営
　 と みなみ の らなる を目 し、 業 の増 の

- -
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2 経営管理

　  経営 行

　　当 は 業者により た 合であり、 合 の 者で る

　の決定事 を ま 、 において 出 た理事により る 理事 が業務 行を

　行っています。また、 で た 事が理事 の決定 理事の業務 行 の を行

　っています。

　　 合の業務 行を行 理事には、 合 の の を行 ため、 部な から理事の

　 を行っています。また、 事業に いては 当の 理事を とともに、 業

　 合 ３ 条に 定する 事及び 外 事を し、 管理の を図っています。

- -
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3 事業の 況（令和３年度）
　令和 年 ２月２ 日

事業

   令和3年度は、 ス金利の 期 に加 て ス 、 しい によ
り収支にも な がありました。
　そのよ な金 の 、 業の に するため、 業 ク の に め、

クにおいても、 に 事業 の を図り、 合
の に して利 いた る クを目 して取り みました。
　 金の に いては、 を て 定的な 金残高の増 に めた結 、年度
末 金残高２ １ ３ 円、計 １ ３ ２ の となりました。
　貸出金に いては、 業資金の取り い の による、 連の ク
及び の 遅 がありましたが、 資金 の積 的な に めた結 、年
度末貸出金残高で、 １ ２ 円、計 １ ２ の となりました。
　また、不 債権の管理 収を め 務の に めました。

（単位：千円）

207,137,042
142,087,101

54,127,893
4,451,660
3,027,600

919,460
504,600

76,141,574
118,125,837

済事業

   令和３年度は、 年から続 スの ク 及により、収 の しもありまし
たが、 ク の もあり の 事 が 令 るな 、予 を ない年であり
ました。また、２月１３日に した により当管 においても、 な が し

に た年でもありました。
　このよ な の 、 済事業の理 とする 相 を事業 の とし、３ を

して と い るまの 合 の により、 と 度の 上、 合 利 者 の
かな りに め、 かで して らすことので る りに してまいりまし

た。
　事業 は 合 が２ 、計 １ ２ 、 有 約高に い
ては ３ 円、計 １ ２ ３ となりました。
　 済金の支払いに ましては、 期 済金として 円、 期 済の支払 済金として
１２ 円の支払いとなり、この 済金の支払いにより、 合 利 者の 、 を る を

たすことがで ました。

（単位：件 千円）
件　　
115,047 754,395,388

11,777 66,087,521
66,746 -

期 16,630 12,028,274
期 2,934 915,047

金　　額

貸 出 金
有

債
債

済 金 の 支 払

期 済 約 件

期 済 有 高
期 済 約 高

取 高

区　　　　分

区　　　　　分 金　　　　　額
金
金

債

- -
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事業

事業
　　 の は 期に合 た 、 月の 、 月の
　の に する資 及び、 期に た 未 と の 支援を して
　 りました。
　　 ス の に ては、 取 の 行による 、 リ
　 の による を し、予約 の リ と高 分 の取り み の
　 の も図りました。
　　また、年 となっている としての も継続して してまい
　りました。
　　 連では の で 部の はで ま でしたが、 リ
   の 及 、 区の取り みによる の に配 した 、 の取り い
　の と を図って りました。
　　 の は、 資 で計 １ ２ 、 資 で計 で、
　 では計 １ ２ となりました。

事業
　　 事業は （ ）の 不 が続 、利 者 、事業 に計
　 年 を上 る事が出 ました。
　　 支援事業の に ましては、 に利 者を増 す事がで 、 においても計
　 １１ ２ 、 年 １１ の となり事業 に しました。
　　 貸 事業の としては、計 には及びま でしたが、利 者 は増加となり、
　に て ております。 事業に いても、計 を上 る事が出 ました。
　　 事業は、 年 は上 りましたが、計 の未 となっております。
　　 事業 では、計 １ 、 年 １ １ ３ の事業 となりました。

　　取 高（計 ）
　　 事業 　　１ ３ 千円（１ ３ １ ）
　　 支援事業 　　　 ２ 千円（１１ ２ ）
　　 貸 事業　　　　　 ３ ２ 千円（１ ２ ）
　　 事業 　　　 １千円（　 ）

事業
　　 事業は で に相 で る りとして事 相 の定期 、
　 を 相 の を てまいりました。
　　 行にお ましては、 合 の に ら る スの に めて りました。
　　事業 はしらか 、 区の て２ 件の 行件 で 年
　 １ となりました。

　　 行件 　　２ 件（ 年 １ ）　
　　　　　　　　しらか 　　　１ 件（ 年 １ ）
　　　　　　　　 　　　　　１ ３件（ 年 １１１ ）

（単位：千円）

1,207,179
667,253
685,619

資 2,023
1,077,769
1,100,225
4,740,070

222,784
35,611
66,369
21,030

資 109,363
134,789

44,298
634,247

5,374,318

日

そ の 他

　　　　　 　　 　　高

そ の 他

業

計

計
合 計
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事業

営
　　 業 を図るため、 者 者 の支援として、 事業（
　 ） 、 行 及び による を し、 に 月の 月の
　 １２月の 高 を て 経営支援 事業 事業
　 高 支援事業 の 事業を 営 との連 により、
　 区にお る から経営支援 事業を して りました。
　　 の として、 日 の と 収による出 目の 残
　 による を し、 及び 者に する を図って りました。また、 者
　 取 者 の な に取り で りました。
　　 支援として、 事業 と との連 により、 不 の
　 の として、 を図って りました。
　　また、 営 に、 の経営支援の相 をで るよ
　 を図るため、収 度 の を して りました。

事業

　　令和３年度 事業を取り は しいものでありました。
　 から見ましても 月の２度に たる らには 月１２日 １ 日の による不 、
　その も で経 した 、 の による減収が 部 で見 ら ました。
　　他 、 に いては 的な 減少に加 、 による業務 の により令和３
　年 は管 で約 の の 減が となり、 の を しまし
　た。結 、 から見ますと が の３ を め、 積 算で１ ２
　を る の 減に しました。
　　 に いては、 目 に して１ ２ の , の となり合 以 、
　 の となりました。
　　しかし、 の は しました。こ は 減少を とする 減少が 本的な
　 ではありますが、２年連続の は 業 の減収に な を及 しました。
　　 としても として１ 千 円の 加払いを しましたが、合 しい

　　令和３年度は に見 、 月の により に 、 月には
　 に 、 に 月の 、また 月 から 月上 の高 、 月 からの
　 により が な を た年となりました。
　　 の状況としては、 り リ は 月 まで、出 金額
　とも 年 みで しましたが、 りは 月 以 も の な と の出
　 により が 、 らに 以 、 り なす は
　 的に に ま 出 が なり、 に りは、 剰により 単 の
　期が 月上 まで続 ました。 は 月１ 日より出 が まり、 を
　 するために、 と 合 を し、 者の 取り に めました。
　の は、 先との により、 期と 外 期に合 た出 を し、有利
　 に結び ました。
　　 の 、 ス は で 、 との にて
　により、 を図ってまいりました。
　　 事業 の は、 の により、 金額計 ３ と しい
　となりました。

　　令和３年度の 、 相 に の もな な相 でス しましたが、
　 に いては、 月 から の により 相 が がり めました。
　　 月の においては、和 の 単 が３月 で１ 当り ス３３ 円
　の２ ２ 円 まで相 を げましたが、 から年末年 の 期に て した事により
　年間を しては 年 で１ 当たり１ 千円高で１ １１ 千円の１１ で 出 まし
　た。
　　和 相 は 月 リで な は 、その の と配合 の
　高 により の 減額により、１２月から年度末にか 年 月 の 単 を
　 げましたが、年間では 年 で１ 当たり 千円高の １千円の でした。
　　 事業 では計 １ と計 を しました。

　 でした。
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（単位：千円）

215,899
4,549,270

36,838
416,941
151,739

2,432,285
37,722

7,840,697

取 （単位：千円）

5,353,277
22,165

5,375,443

 業

(1) 業者 の経営支援に する取

　  事業による 業 の

　  による い の支援

　  業者 の を 、金 を とする スの

　  者 取 による みなみ の

　  （ ）の による みなみ の

　  予約 を とした による 業 ス の増加 、 リ （ ス ）

　　 の による ス 減

(2) 業者 の経営支援に する

　  部 と営 部 との連 による 業者 の経営支援 の

　  する 業者の金 に るため、 資 当者の の

(3) 業者 の支援

　  業者 の 度の 上

　  業金 に する

　  業者の営 計 を ま た資金 の的 な

　  ク利 の 的な

　  業資金残高 ：3,327 円、 資  ： 289件

(4) 継続した取り み

　  の と の

　  及び い の支援と

　  事 による の継続した

　  合 度の 区 による 合 リ の

　　　　　  事業利 により が まります。

　　　　　  の 合 になることで まる が に

　　　　　　 増 ます。

　　　　　  まった は 、

　　　　　 　での い で ます

　　　　　

合 計

取　　 　　高

　　　　　 　　 　　高

合 計
加
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　当 合は 、 、 、 、 、 、 、 区、
、 、 、 、 を事業区 として、 業者を とした

の が 合 となって相 （お いに 合い、お いに してい こと）を
の理 として 営 る であり、 業の に資する 金 です。
　当 合の資金は、その が 合 の まな からお かりした、 な である

金 を としております。当 合では資金を とする 合 の ま 、
な にも 利 いた いております。

　当 合は、 の として、 業の と で かな の に て、事業
を しております。

　また、 の 合事業を て 金 ス を する でな 、 の
合として、 業 合いを た に めております。

1 からの資金 の状況
(1) 金 積金残高 207,137,042千円
(2) 金

ス リ 、 ク 、及び ク ク
を しており、 いお に をいた いております。

2 の資金 の状況
(1) 貸出金残高 54,127,893千円

（ 　 合 48,874,785千円）
（ 　 3,449,199千円）
（ 　その他 1,803,909千円）

(2) 度資金取 い状況
　 業経営 と 業の を図る資金として 業 資金 を取り って
おります。（令和 年２月末  239,556千円）

(3) 資
　 金利での

を しました。
　また、 業者に する資金として 業経営 資金（ス 資金）

リ 資金 の取 いと当 の 援資金 の取 いを
しております。

3 的 的 に する事
(1) 的 的 に する事

　年金 予定者 を とした年金相 の をしております。
　 業 連 、 の 援をしております。

(2) 利 者 ク の取り み
　 合 の を とした ま り を しております。
　年金 の を とした を して
おります。

(3) 
　 月、 合 より を 行しております。

(4) 
　 、 の を い。

4 （ 的 ）
(1) の取り み
(2) の
(3) を とした の取り み
(4) ス 書 ク の
(5) ス の （ 、 な ）
(6) 
(7) 業 連の 及び （ ま りな ）
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 リスク管理の状況

 リスク管理
リスク管理 本

　　 合 利 者の まに して を 利 いた ためには、より の高い経営を
　 し、 を高めてい ことが です。
　　このため、有 な 部管理 を し、 する なリスクに に す リスク管
　理 を し、 す リスクの 管理 と みな 、リスク管理の 本的な
　を しています。
　　また、この 本 に 、収益とリスクの な管理、 な資 定の な を
　 てリスク管理 の に めています。

 リスク管理
　　 リスクとは、 先の 務状況の により、資 （ スを 。）の
　 が減少ないし し、金 が を るリスクのことです。当 は、 の 件
　又は 件に いては理事 において を決定しています。また、 の貸出取 に
　いては、本 に 資 部 を し 支 と連 を図りながら、 を行っています。
　 にあたっては、取 先の な により の を行 とともに、
　 な な を て、 定を行っています。貸出取 において資 の
　 の 上を図るため、資 の 定を に行っています。不 債権に いては管理
　 収 を し、資 の に取り でいます。また、資 定の結 、貸
　 当金に いては 債権の 却 当 に 額を計上し、資 及び 務の に
　 めています。

 リスク管理
　　 リスクとは、金利、 、 の な のリスク ク の により、資
　 債（ スを 。）の が し、 を るリスク、資 債から み出
　 る収益が し を るリスクのことです。 に金利リスク、 リスクな をいい
　ます。金利リスクとは、金利 に い を るリスクで、資 と 債の金利又は期間の ス
　 が している で金利が することにより、利益が ないし を るリスクをい
　います。また、 リスクとは、有 の の に って資 が減少するリス
　クのことです。
　　当 では、金利リスク、 リスクな の リスクを的 に すること
　により、収益 及び 務の 定 を図っています。このため、 務の と収益 と
　の スを した を 本に、資 債の金利 度分 な を し、金 の
　 に に で る な 務 の に めています。
　　とり 、有 に いては、 経済見 しな の 資 分 及び当 の
　 有有 リ の状況 な を し、理事 において を定めると
　ともに、経営 で する を定期的に して、日 的な 及び 決定を
　行っています。 部 は理事 で決定した 及び で決定 た な に
　 、有 の リスク を行っています。 部 が行った取 に いてはリス
　ク管理部 が な 行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営
　に しています。

 リスク管理
　　 リスクとは、 と の ス 予期 資金の 出により、 な資金 が
　 になる、又は よりも し 高い金利での資金 を余 な ることにより を
　るリスク（資金 りリスク）及び の により において取 がで ないため、 よ
　りも し 不利な での取 を余 な ることにより を るリスク（ リス
　ク）のことです。
　　当 では、資金 りリスクに いては、 に いて月 の資金計 を し、 定
　的な の に めています。また、 リスクに いては、 資 を行 上での
　 な と位 、 とに なる （ 金 ）を した で、 な の
　 定の に を行っています。

 リスク管理
　　 リスクとは、業務の 、 の もし は、 ス が不 であ
　ること又は外 的な事 による を るリスクのことです。
  　 当 では、収益 を 図し 的な により する リスク リスク及び
　 リスク以外のリスクで、 的に する事務、 ス 、 務な に いて事務 理 業務
　 営の において、 を るリスクと定 しています。事務リスク、 ス リスクな に
　 いて、事務 続を し、定期 を するとともに、事 事務 スが した 合は
　 かに状況を する を して、リスク の 及び が に がで
　 るよ めています。

 事務リスク管理
　　事務リスクとは、 が な事務を る、あるいは事 不 を こすことにより金
　 が を るリスクのことです。当 では、業務の 事務 の増加に して、
　 な事務 理を行 ため事務 続を するとともに、 を し事務リスクの 減に
　めています。
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　　また、事 事務 スが した 合には、 状況を し を図るとともに、 部
　により 的な クを行い、再 を しています。

 ス リスク管理
　　 ス リスクとは、 ス の 又は 、 ス の不 に い
　金 が を るリスク、 らに が不 に ることにより金 が
　 を るリスクのことです。当 では、 ス の 定 のため、 か
　 円 な に めるとともに、 ス の の に ております。

 令
ス 本

　　 みなみは、相 の理 に 、 な の 定的な としての
　 、金 としての な 、 合 として 合 に と る事業
　を て、その の 上 の に するとい 本的 的 を って
　います。
　　 みなみが、この 本的 的 の に て、以 の ス 本
　 に 事業を してい ます。

ス 営
　　 ス にかかる を行 ため、 理事 合 を とする
　 ス を するとともに、 スの を行 ため、本 部
　 支 に ス 当者を しています。
　　 本 及び す 事 を した 書 ス を 定し、
  を行い に しています。
　　 年度、 ス を 定し、 ある に めるとともに、 部
　を し、その 管理を行っています。
　　また、 合 利 者の まの を にとら 、 に事業に するため、 相
　 の を しています。

金 度 の
 理 の

　　当 では、 理 として、業務 営 部 を の 、その を
　 で するとともに、 ク相 済連とも連 し、 か な
　 に め、 の 決を図ります。
　　当 の
　　（ ：0248-94-2317 2312（月 金　 9 6 ））

 決 の
　　当 では、 決 として、 の外部 を利 しています。
　 事業
　　 弁  （  ： 024-534-2334 ）
　　 の または ク相  （  ： 03-6837-1359 ）にお し出
　　 い。
　　なお、 決をお し立ていた ことも です。
　 済事業
　　( )日本 済  済相  （ ：03-5368-5757 ）

　　( ) 済 理
-

　　( )日弁連 事 相
-

　　( ) 事 理

      日本弁 連合 　弁
　 　　
　　 の連 先( )に ましては、上 を いたた か、
　の にお い合 い。

　　　 と い を って、日 の業務を 行します。
　　　に る事業を し、 の を 立するため、当 合の が、高い 理
　　 　当 合は、 の 本的 的 を たし、 合 利 者の な

　　　の を します。
　　 　 の に を る 的 に しては、 たる をもって、
　　　を図るとともに、 の高い を し、 の 立を図ります。
　　 　経営 の積 的か な をは め、 との の
　　　営を 行します。
　　 　当 合は、 連する 令 を に し、 的 に 、 か な業務
　　　より、 の に します。
　　 　当 合は、 と を かした の高い スと、 合 の目 に立った事業 に
　　 　当 合は、 者に で る の に めます。
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 部
部 本

　　当 では、 部 部 を 部 から 立して し、経営 に たる管理及び 部
　 の業務の 行状況を、 部管理 の と有 の から し、 事 の
　 な を て業務 営の の に めています。
　　また、 部 は、 の本 支 、 のす てを とし、 期及び年度の 部
　 計 に しています。 結 は 理事 合 及び 事に したの 部
　に 、定期的に 部 の 取り み状況を しています。また、
　結 の を定期的に理事 に することとしていますが、 に な事 に いては に
　理事 、 理事 合 、 事に し、 かに な を ています。

リスク管理

  

債
権

管
理

金利リスク リスク リスク リスク 他事業 リスク その他のリスク

 余 金 にかかるリスク管理 続  に 管理す リスク 

金利リスク 金利の により資 債または期間収益が するリスク

リスク 取 先、債 行 の債務不 行により 金、有 貸出金 の元利金 収がで な なるリスク

リスク 金利 有 の 、 相 の ま まな のリスク の により、 有する資

が するリスク

リスク の ス 予期 資金 出 により な資金を で な なること 、 の

により し 不利な金利 での取 を余 な るリスク　　　　　　　　　

他事業 リスク は収支リスクに るもの。他事業 による期間収益（収益 ）の リスク（部 間

にお る および部 収支の スの ）　　　　　　

その他リスク 事務リスク、 ス リスク、 務リスク他

（ 務 金 済 営 経済 ）

リスク管理 図

理 事  事 
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ス 図

　　 、

、 　　　 連

　　　連 、相 、 　　　

　　　連 、相 、 　　　

連

　　　　　　 、連 、相

　　　連 、相 、 　　　

支 事務

（ 業務の 管部 ）

営 支

ス 当者：本 営
営 支

　　　　　

部 者： 部 ( )

 0248-94-2312

ス 管部

ス 者：部( )

( 部 ス )

部

ス

理事

、 事

( 事 )

ス

： 合

ス 管理者

管理者： 当 理事

( ス 当理事)

ス 部

当部
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7 貸出 営の

　当 は、 合 をは め 業の の のため、利 者 に合った 資
をいたしております。

　 業および のための 度資金を とした資金、 を とした 資
金 にも積 的に しております。
　また、 金 としての い のため、 業 連 業を とした資金 に

るため 的な貸出 を行っております。

8 金 の

　当 は、金 の に り、 金 定期積金、 済その他の金 の
の にあたっては、 の事 を し、 合 利 者の まの立 に立った に め
るとともに、より の をいた るよ めてまいります。
 1  合 利 者の まの 利 目的ならびに 、経 、 の状況および を
　 の 、 な金 の と の を行ないます。
 2  合 利 者の まに し、 当該 のリスク な な事 を 分
　に理 していた よ めます。
 3  不 な事 に いて 定的な を したり、事 でない を したりするな 、
　 合 利 者の まの を よ な は行ないま 。
 4  お約 のある 合を 、 合 利 者の まにとって不 合と る 間 での
　 による は行ないま 。
 5  合 利 者の まに し、 な が行 るよ の の に めます。

9 

　 みなみ 業 合（以 当 合 といいます。）は、 合 利 者 の の
を し 取 ことが当 合の事業 の 本であり 的 務であることを し、以

の を することを 約します。
１ 連 令 の
 　  当 合は、 を に取 ために、 の に する （以
　 といいます。）その他、 に する 令および をは
　め 務 の に定めら た 務を に します。
　　 とは、 ２条 １ 、 ２ に 定する、 する に する で、
　 定の を で るものをいい、以 も とします。
　　また、当 合は、 定 を に取 ために、 行 続にお る 定の を
　 するための の利 に する （以 利 といいます。）その他、
　 定 の な取 いに する 令および に定めら た 務を
　 に します。
　　 定 とは、 利 ２条 に 定する、 をその に
　 をいい、以 も とします。
２ 利 目的
 　  当 合は、 の取 いにおいて、利 目的をで る り 定した 、あらか め
　 本 の を た 合および 令により 外として る 合を 、その利 目
　的の に な でのみ を利 します。
　　 本 とは、 によって る 定の をいい、以 も とします。
　　利 目的は、 令により 外として る 合を 、あらか め するか、取
　 かに 本 に し、または します。た し、 本 から 書 で取 する
　 合には、あらか め します。
３ 取
　　当 合は、 を取 する 、 か な で取 いたします。

管理
　　当 合は、取 および 定 を利 目的の で の
　に よ め、また 管理のために な を 業者および 先を
　に します。
　　なお、 とは、 １ 条 ３ が 定する、 ス （
　 １ 条 １ ）を する をいい、以 とします。

加 および 加 の取 い　　
　　当 合は、 加 （ ２条 ）および 加 （ ２条
　 ）の取 いに しては、 に して、 管理に する か
　 な を ます。
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者 の
　　当 合は、 令により 外として る 合を 、あらか め 本 の を
　ることな 、 を 者に しま 。
　　また、当 合は、 利 １ 条 により 外として る 合を 、
　本 の の有 に ら 、 定 を 者に しま 。

（ ） の取り い
　　当 合は、 本 の （ ） （ 配 びに 合 の加 、
　 、本 、 に する ）に いては、 令 に 合 業務 行上
　 な において 本 の をいた いた 合 を 、取 利 者 はいた
　しま 。

利
　　当 合は、 有 に 、 令に 本 からの 、 、利 に
　 ます。
　　 有 とは、 １ 条 に 定する をいいます。

　　当 合は、 に 、 本 からの に し か に取り み、そ
　のための 部 の に めます。
１ 継続的
　　当 合は、 に いて、 な 部 を するな して、本 の継続的
　な に めます。

10 資本の状況

　　  資本 の状況
　　　　当 では、 するリスクに するとともに、 合 利 者の に る
　　　ため、 務 の を経営の として取り でいます。 部 に めるとと
　　　もに、不 債権 理及び業務の に取り 結 、令和 年２月末にお る
　　　資本 は、１２ となりました。
　　  経営の の と 資本の
　　　　当 の 資本は、 合 の 出資によっています。

　　  出資による資本 額

行 みなみ 業 合
資本 の 出資

円
（ 年度 ３ 円）

　　　　当 は、 資本 算出 を 定し、 な スにより な 資本
　　　 を算出して、当 が る リスク リスクの管理及びこ
　　　らのリスクに した 分な 資本の を図るとともに、 部 の積み増しにより
　　　 資本の に めています。
　　　　また、１ 年度から、 リスク、 リスク、金利リスクな の
　　　リスクを の で 的または 的に し、リスクを 的に 、 資本と
　　　 し、 資本 度を することにより、経営の を図っており
　　　ます。

資本に る 目
に算 した額

　　目 　　
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11 な事業の

(1) な事業の

事業
　 事業は、 金、貸出、 な い る 行業務を行っています。この 事業は、

金とい ２ の が有 的に結び 、 ク として な
を しています。

金業務
　 合 の はも 、 の ま 事業 の まからの 金をお かりして
います。 金、当 金、定期 金、定期積金、 合 な の 金を目的 期
間 金額にあ て 利 いた いています。
　また、 金、 、 、 金のお支払い、年金のお 取り、

込 も 利 いた ます。

　 合
　　出し 由の 金とお利息の有利な定期 金を１ の に 。不 の出
　 には 資。 める 支払 りる が１ の で出 る 利いっ い
　の です。

　 金
　　い でも 由に出し で 、 にも 利 で ます。お が りにま
　た、 計 が りにお い い。

　 金 利息 （決済 ）
　　 利息ですが、 金 度により 額 ます。

　 金
　　 いみ の決まらないお金を て増 しながら、い でも る 金です。

　 金
　　 日以上の余 があり、まとまった資金の を行 に 利な 金です。お 出
　しの 合は、２日以 にお ら い。

　 定期積金
　　 結 資金、 外 行な 取額を予め決めて積立てる目 定期積金。
　 済年払な の支払に 月 定額を積立てる定額 定期積金。 める しみ、見る
　しみ、 しみ とい にすて な がある の （ 定期積
　金） 、 に積み立て、 をかな て い。

　 ス 定期
　　お 期間は１ヶ月から。３年以上のお であ 年 との 利計算で
　 有利。 定利 りの 定期。期間い い 、ますます 利です。

　 期日 定定期
　　お 金額は３ 円未 まで。お クな１年 との 利計算で ま
　す。１年 部でも払い しがで ます。

　 金
　　お スからの による 由金利の 金です。

　 年金 金
　　積立 は年金 でお 取りいた る 由金利の です。 金と合
　算して元利合計 円まで です。

　 金
　　 取 に の 由金利の です。 年金 金と合算して元利合
　計 円まで です。
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貸出業務
　 業 金 として、 業の を図るための 業 連資金はもとより、 合 の

まの を かにするための 資金 を 資しています。
　また、 金 の として、 の まの らしに な資金 、

、 業 連 業 元 業 、 業以外の事業 も な資金を貸し出し、 業の
はもとより、 の のために しています。

　 らに、 日本 金 をは めとする 金 の 理貸 、
も取り っています。

　
　　 るまのことなら でも 。 済 金、 のお支払にもお いいた
　 ます。（ 高１ 円まで）

　
　　 金 業 はも 、 な お の 資金に 高
　１ 円まで 利 いた ます。

　
  　 りのお い。 の 増 、 、 に 高
　１ 円まで 利 いた ます。

　 リ
 　 の増 資金として１ 円まで 利 いた る
　 です。

　
　　 な に １ で 円まで。い でもス にお に立 ます。

は み合 により 利 いた る額に 度が います。

　 日本 金 ( 事業)
　　 資金 業経営 資金として、 利 いた ます。

　 日本 金 ( 事業)
　　お の 資金として、 利 いた ます。

　 金 支援
　　 の 資金に 利 い。

業務
　 の 連 金の を め、 の 行 金 な の と

で結び、当 の を して の この金 でも 込 金
の取立が にで ます。

その他の業務及び ス
　当 では、 ス を利 して、 取、
支払 事業 のみな まのための 込 ス、 金 スな を取り って
います。　
　また、 債（ 債、 債）の の取り い、 の での 金
の出し 行、 金 、 ス ス な でも 金 出しので る

スな 、い い な スに めています。
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込
３ 円未 件に 110 円
３ 円以上 件に 330 円
３ 円未 件に 220 円

　 ３ 円以上 件に 440 円
利　 ３ 円未 件に 550 円

３ 円以上 件に 770 円
３ 円未 件に 440 円
３ 円以上 件に 660 円
３ 円未 件に 0 円
３ 円以上 件に 0 円
３ 円未 件に 110 円

利　 ３ 円以上 件に 330 円
３ 円未 件に 440 円
３ 円以上 件に 660 円
３ 円未 件に 110 円
３ 円以上 件に 220 円

利　 ３ 円未 件に 330 円
３ 円以上 件に 440 円

(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

金
件に 440 円

他金 て（ い） 件に 880 円
(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

金取立
件に 440 円

い 件に 880 円
い 件に 660 円

(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

0 円
110 円
220 円
330 円
660 円
330 円

(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

その他の
件に 660 円

に 660 円
に 660 円
に 660 円

(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

り

１ 1,320 円
(注) 上 金額には、 （10 ）が ま ています。

て

て

他金 てのもの

外 て

他金
て

当 本支 て
（ 外 を ）

当 本支 て
（ 外 を ）

不 返却

当 本支 て

い

書 い

他金 て

当 本支 外

取立 掲 を する 合はその ）

他金 て

金 込の
（た し660円を る取立取立

         501 1,000

以 1,000 と加算金額

         101   300

      1,001 2,000

　　　 　　　金（年　間）　
　　　債

             1   100

         301   500
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済事業
　 済は、 が行 の 合事業の として、 合 利 者の の

を相 により に しています。 と
の を しており、 の日 に リスクに して、 しておりま

す。
　 済は、 と い るまの 合 の を して、 合 利 者 の

日の らしを ク しています。

期 済の （ 済期間が 年以上の 約）
　 済
　　 に たって １ 状 度 状 の をする 済です。
　 約を 加することにより を 由に 計することもで ます。
　 本

　 済
　　 定期間の のと の と、 の資金 りを 立 た と
　の の を た 済です。
　 本 　

　 定期 済
　　 定期間の のと を する です。 な 済 金で １
　 度 状 を する 済です。 た い 経営者の の と
　 金な の資金 に る もあります。

　 が 済
　　 に たって に した 合、その を する
　 済です。が 再 期 のと は 金をお支払いします。 に合
　 て先 を加 るな が を ることもで ます。

　 済　
　　日 り からまとまった 金が 取 るので、 の はも 、そ
　の の な にも で る の です。 らに定期 約
　 約な を 加することで、 に た を で ます。

　 済
　　 で 状 になって な なるリスクに る です。 者
　 に定める1 4 の 状 に該当し、 者 の を た 合に継
　続的に 取 る定期年金 、まとまったお金で 取 る 金 の があります。

　 定 度 済
　　 な のリスクに る です。 の 区分 が 管
　 管 その他 とに、そ １ を まで 金
　 済金が 取 るので、経済的 に ら る です。

　 済
　　高 において、 に たる 状 となったと の資金 のための
　 です。 的 度に定める ２ に 定 たと 、また、 定の
　度 状 （ ）になら たと に ます。

　 済
　　 の により、 は にとっても なリスクであり、
　 と、経済的 も なることから はも 度 （
　 ）まで する です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 こ も 済
　　お まの 資金 資金の に な です。 約者( )が の は、
　 済 金が免 になります。( 済 金払込免 不 を 加する 合を 。)
　また、 資金 は、 期に合 た 高 から で ます。
　 金 　 資金
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　 予定利 年金 済
　　 の 資金 のための です。 の なしの 単な 続 で 加 で
　 ます。また、 予定利 が 定 ているので です。
　 年金 　 定期年金

　 建 済
　　 はも 、 な の も します。また、 期 済金
　は、建 の 増 の 資金として いた ます。
　 て の により、 済金額まで の額が ます。
　 建 　 　 営業 　 定建

期 済の （ 済期間が 年未 の 約）
　 済
　　相 の をは め、 な の （ 、
　 ）、 な 、 の 事 を

　 済
　　 です ての に加 が 務 ら ている、 事 の 者 の
　を します。

　 済
　　日 の ま まな による のと を します。

　 済
　　 まいの を します。

　 業者 済
　　 業に する （ 管 収）を します。

　 済
　　日 業務 に た 務を します。

済事業の
　 済事業においては、 と 済連が で 済者となり 済 約者との間で

済 約を 結しています。 と 済連がそ を い、 合 利 者の
に した 合 を行っています。

　　 済 約

　　　 ： 済の です。
済連： 済事業の 資金 業務 支払 済にかかる 金の積み

　　　　　　立てな を行っています。

営 事業
　 をは め 、 な の の 及び 事業を営 合 のために、

を高めるための 、 の な を行っております。また、 な
経営 のための相 も行っております。 年部 は、管 と の
もの を するな 、 い 及び の を行っています。

事業
　 合 の と の増 を図り かな を するために、 部な の の

を て な を行っています。

事業
　 業 に な資 と かな をお る 資を し、 合 および

の に する事業です。
　 、 、 な の 業資 から 、 、 、 、

まであら る を取 っています。 業資 では資 があり、 のみな
まに 利 いた いております。

　 らに、 事業、 事業、 事業、 配の 事業を行い、利 者の に
あった取り みをしています。

合 利 者の 済連
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行事業
では、 合 の をは め の の 行のお いをしております。

　 行、 外 行、 行、 行、 でも 相 に ます。またこ ら以外
の も行っています。

事業
　 合 が した を で する事業です。 な 目は のとおりです。

、 り、 、 リ 、 、その他 、 、 、 、
、加 な 。

利 事業
　 で を り、 でその を利 する事業です。 な 業 には の
ものがあります。
　 、 ス 、 、 、 、予

な 。

(2) （ 金者 の取 み）

　　当 の 金は、 ク の 度である 破綻未 ス と 的 度で

　ある 金 度（ 業 合 金 度） との２ の で

　 ら ています。

ク ス の み

　　 合 利 者から 利 る 事業を 立するために、 再

　（ 金 及び 定 業 合 による 事業の再 及び に する

　） に り、 ク （ 連 金） のもと ク 本

　 に 、 連 金が 的に取り みを ク ス

　といいます。

　　 ク ス は、 クの を する 破綻未 ス

　と、ス リ と め かい を かした金 スの の

　を目 す 的事業 営 の２ の で り立っています。

破綻未 ス の

　　 破綻未 ス は、 クの を し、 の経営破綻を未

　に するための ク の 度です。 的には、（１） の の経営状

　況に いて ク（ リ ）を行い、 を 期に 見、（２）経営破綻に

　らないよ 、 め めに経営 を 、（３） の クが 出した

　 ク支援 金 を し、 の の経営 のために な資本注 な

　の支援を行います。

　 2020年3月末にお る残高は1,659 円となっています。

的な事業 営 の

　　 で高度な金 スを するため、 クとして の

　 、 営 ス の利 、 の ク の 立 の 的な事業

　営の取り みをしています。

金 度

　　 金 度とは、 業 合が 金な の払い しがで な なった 合な

　に、 金者を し、また資金決済の を図ることによって、 の に資する

　ことを目的とする 度で、 行、 金、 、 金な が加 する 金 度 と

　 な 度です。
　　なお、この 度を 営する 金 （ 業 合 金 ）の
　金残高は、2020年3月末 で4,417 円となっています。
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経営資

 決算の状況

1 貸 （単位：千円）

1 事業資 197,051,944 204,617,744
(1) 金 2,627,935 2,699,431
(2) 金 138,077,158 142,087,101
         金 137,862,252 141,929,700
         外 金 214,905 157,401
(3) 有 3,609,890 4,451,660
         債 2,176,790 3,027,600
      　 債 925,950 919,460
      　 債 507,150 504,600
(4) 貸出金 51,309,118 54,127,893
(5) その他の 事業資 942,221 858,164
         未収収益 863,080 816,966
         その他の資 79,140 41,198
(6) 債務 見返 669,692 542,182
(7) 貸 当金 △ 184,071 △ 148,690

2 済事業資 9,823 10,448
(1) 済貸 金 430 -
(2) 済未収利息 10 -
(3) その他の 済事業資 9,383 10,448

3 経済事業資 6,701,747 5,515,033
(1) 経済事業未収金 1,399,457 1,358,398
(2) 経済 債権 204,164 204,120
(3) 資 4,878,622 3,730,636
　　　 738,864 743,108
　　　 4,123,154 2,972,944
　　　加 2,031 1,708
　　　その他の 資 14,572 12,875
(4) その他の経済事業資 224,904 227,946
(5) 貸 当金 △ 5,403 △ 6,068

4 資 723,424 642,913
5 定資 8,584,994 8,814,745

(1) 有 定資 8,566,938 8,799,287
　　  建 9,892,690 10,131,375
　　  1,227,499 1,501,651
     　 4,964,222 4,916,594
     　リ ス資 11,286 9,023
     　建 定 84 24
     　その他の有 定資 1,520,273 1,534,708
     　減 却 計額 △ 9,049,118 △ 9,294,089
(2) 定資 18,056 15,457
　　　その他の 定資 18,056 15,457

6 外部出資 9,170,076 9,185,066
(1) 外部出資 9,171,935 9,186,925
　　  出資 8,789,500 8,789,500
     　 外出資 252,835 267,825
     　 出資 129,600 129,600
(2) 外部出資 当金 △ 1,858 △ 1,858

7 払年金 29,415 29,119
8 延 金資 270,352 266,831

222,541,778 229,081,903

令和 年2月末日

（　資　 　の　部　）

資 の部合計

科　　　目
令和３年2月末日

令和３年度令和２年度
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（単位：千円）

1 事業 債 204,973,791 211,008,846
(1) 金 201,577,725 207,137,042
(2) 金 1,743,922 1,707,018
(3) その他の 事業 債 982,451 1,622,603
　　　未払 28,517 20,803
　　　その他の 債 953,933 1,601,800
(4) 債務 669,692 542,182

2 済事業 債 1,159,374 1,027,127
(1) 済資金 698,790 558,674
(2) 未経 済 加収 455,757 462,050
(3) 済未払 4,544 6,290
(4) その他 済事業 債 281 111

3 経済事業 債 549,877 733,616
(1) 経済事業未払金 277,694 282,778
(2) 経済 債務 162,024 327,229
(3) その他の経済事業 債 110,157 123,608

4 金 15,200 340,000
5 債 711,732 657,541

(1) 未払 72,096 103,097
(2) リ ス債務 2,570 731
(3) 資 債務 13,258 13,300
(4) その他 債 623,807 540,411

6 当金 1,056,454 971,771
(1) 当金 63,647 60,728
(2) 当金 872,521 792,199
(3) 当金 78,029 86,632
(4) 当金 42,254 32,210

7 再 に る 延 金 債 887,814 877,296
209,354,246 215,616,200

1 合 資本 10,820,360 11,160,895
(1) 出資金 5,083,016 5,077,467
(2) 資本 金 8,852 8,852
(3) 利益剰余金 5,752,278 6,100,749
　　　　利益 金 2,363,979 2,448,979
　　　　その他利益剰余金 3,388,299 3,651,770
　　　　　  金 事業 積立金 587,009 581,009
　　　　　  金積立金 70,000 70,000
　　　　　 合 積立金 66,000 80,000
　　　　　　　 連 業 積立金 55,000 55,000
　　　　　 積立金 416,469 522,578
　　　　　経営 定 積立金 1,282,547 1,440,847
　　　　　 業 積立金 51,700 80,000
　　　　　 金積立金 50,000 50,000
　　　　　当期未 分剰余金 809,574 772,336
　　　　　（ 当期剰余金） (407,313) (370,817)
(4) 分未済 分 △ 23,787 △ 26,174

2 算 額 2,367,172 2,304,808
(1) その他有 額金 144,042 109,858
(2) 再 額金 2,223,129 2,194,949

13,187,532 13,465,703

222,541,778 229,081,903債 資 の部合計

科　　　目
令和３年2月末日 令和 年2月末日

（　 　債　の　部　）

債の部合計

令和２年度

資 の部合計

令和３年度

（　 　資　 　の　部　）
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2 益計算書
（単位：千円）

 令和２年3月 1日  令和３年３月１日
 令和３年2月末日  令和 年２月末日

1 事業 利益 4,745,951 4,627,116
事業収益 16,454,056 16,111,516
事業 11,708,104 11,484,400
  (1) 事業収益 1,460,427 1,531,713
　　　　資金 収益 1,353,116 1,419,175

（ 金利息） (703,597) (678,308)
（ 有 利息） (31,923) (35,032)
（ 貸出金利息） (586,662) (606,533)
（ その他 利息） (30,933) (99,301)

　　　 務取 収益 77,866 85,417
　　　その他経 収益 29,444 27,120
  (2) 事業 213,692 201,491
　　　資金 49,533 24,161

（ 金利息） (45,472) (20,373)
（ 金 ） (3,597) (3,478)
（ 金利息） (464) (309)

　　　 務取 - 29,204
　　　その他経 164,158 148,125

（ 貸 当金 益） (△ 49,350) (△ 35,381)
（ 貸出金 却） (514) -
（ 貸出金 却 ） (525) (42)

事業 利益 1,246,735 1,330,221
  (3) 済事業収益 1,668,779 1,715,969
　　　 済 加収 1,566,045 1,588,162
　　　 済 金 59,109 53,733
　　　 済配当金 30,411 48,980
　　　その他の収益 13,213 25,093
  (4) 済事業 114,761 117,643
　　　 済 94,730 93,478
　　　 済 8,644 9,366
　　　その他の 11,386 14,798

済事業 利益 1,554,017 1,598,325
  (5) 事業収益 5,705,614 5,395,022
　　　 高 5,685,219 5,374,318
　　　その他の収益 20,395 20,704
  (6) 事業 4,958,900 4,703,974
　　　 4,835,856 4,579,292
　　　 22,197 23,546
　　　その他の 100,846 101,135

（ 貸 当金 益） (△ 6,232) -
（ 貸 当金 額） - (658)

事業 利益 746,714 691,048
  (7) 事業収益 6,275,152 6,020,250
　　　 高 5,471,097 5,375,443
　　　 231,818 203,207
　　　 収益 115,758 5,742
　　　その他の収益 456,477 435,856
  (8) 事業 5,421,704 5,440,042
　　　 4,851,110 4,846,904
　　　 200,235 247,428
　　　 98 -
　　　その他の 370,260 345,709

（ 貸 当金 益） (△ 32) -
（ 貸 当金 額） - (7)

事業 利益 853,447 580,207
  (9) 管事業収益 5,360 5,215
(10) 管事業 6,596 5,323

管事業 利益 △ 1,236 △ 108
(11) 加 事業収益 32,705 9,516
(12) 加 事業 21,130 6,367
加 事業 利益 11,575 3,149
(13) 事業収益 297,169 331,592
(14) 事業 175,599 185,569

事業 利益 121,570 146,022
(15) 事業収益 483,928 526,464
(16) 事業 353,221 315,968

事業 利益 130,706 210,496
(17) 事業収益 330,946 335,429
(18) 事業 271,219 271,038

事業 利益 59,727 64,390

令和２年度 令和３年度
科　　目
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（単位：千円）

 令和２年3月 1日  令和３年３月１日

 令和３年2月末日  令和 年２月末日

(19) 行事業収益 27 -
(20) 行事業 △ 236 -

行事業 利益 264 -
(21) 利 事業収益 27,837 25,752
(22) 利 事業 27,177 24,740

利 事業 利益 659 1,011
(23) その他事業収益 198,000 218,600
(24) その他事業 169,422 189,006
その他事業 利益 28,578 29,593
(25) 事業収 67,181 59,830
(26) 事業支出 73,990 87,072

事業収支 額 △ 6,808 △ 27,241
2 事業管理 4,416,894 4,402,137

  (1) 件 3,040,891 2,962,153
  (2) 業務 470,691 458,549
  (3) 金 146,293 148,130
  (4) 742,113 814,072
  (5) その他事業管理 16,904 19,229
事業利益 329,057 224,979

3 事業外収益 513,538 450,558
  (1) 取 利息 4,685 4,956
  (2) 取出資配当金 160,140 143,806
  (3) 貸 34,138 26,661
  (4) 貸 当金 益 30 -
  (5) 却債権取立益 666 408
  (6) 連収益 179,373 166,695
  (7) 連収益 70,521 -
  (8) 収 63,981 108,028

4 事業外 197,451 202,019
  (1) 支払 利息 2,073 2,418
  (2) 金 7,018 2,419
  (3) 連 68,565 112,979
  (4) 連 45,859 -
  (5) 73,934 84,201

（ 貸 当金 額） - (7)
経 利益 645,144 473,518

5 利益 145,113 515,564
  (1) 定資 分益 8,431 24,388
  (2) 定資 益 0 837
  (3) 金 108,508 419,659
  (4) 取 金 26,506 70,680
  (5) その他の 利益 1,666 -

6 256,526 480,040
  (1) 定資 分 45,973 15,006
  (2) 定資 108,449 419,659
  (3) 減 2,968 41,778
  (4) 連 4,299 3,596
  (5) その他の 94,835 -

当期利益 533,732 509,042
、 及び事業 104,797 132,462

額 21,620 5,761
合計 126,418 138,224

当期剰余金 407,313 370,817
当期首 剰余金 200,101 201,747

再 額金取崩額 △ 2,472 28,180
金 事業 積立金取崩額 23,700 16,000

合 積立金取崩額 14,000 -
積立金取崩額 121,832 93,891

経営 定 積立金取崩額 - 41,700
業 積立金取崩額 45,100 20,000

当期未 分剰余金 809,574 772,336
（注） 業 合 行 の に い、 事業の収益及び を合算し、事業相 間の 部
　　 益を した 事業収益 、 事業 を しています。

科　　目
令和２年度 令和３年度
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3 注

令和２年度 注

な 計 に る事 に する注
　1　資 の 及び
　（１）有 （ の外部出資を ）の 及び

　 ： による
　 その他有
　　 　 のあるもの：期末日の に （ 額は 部 資 により 理
　　　　　　　　　　　　し、 却 は により算定）
　　 　 のないもの： による
　　なお、取 額と債 金額との 額の 金利 と めら る部分に いては 却 による取
　 額の を行っています。

　（２） 資 の 及び
　 な による （収益 の による げの ）
　 （ ） による （収益 の による げの ）

　２　 定資 の減 却の
　（１）有 定資 （リ ス資 を ）

　定 を しております。た し、 １ 年 月１日以 に取 した建 （建 は ）
びに ２ 年 月１日以 に取 した建 及び に いては、定額 を しており

ます。

　（２） 定資
　　定額 によっています。
　　なお、 合利 の に いては、当 合にお る利 期間に 定額 により
　理しています。

　（３）リ ス資
　 有権 ス リ ス取 に るリ ス資
　　　 有の 定資 に する減 却 と の により 理しています。
　 有権 外 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　リ ス期間を 年 とし、残 額を とする定額 により 理しています。

　３　 当金の計上
　（１）貸 当金

　　貸 当金は、あらか め定めている資 定 、経理 及び資 の 却 当 に り、
　のとおり計上しています。
　　破 、 算 的に経営破綻の事 が している債務者（破綻先）に る債権及びそ と
　の状況にある債務者（ 破綻先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び
　による 収 見込額を し、その残額を計上しています。
　　また、 は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に る が いと めら る債務者（破
　綻 先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び による 収が と め
　ら る額を し、その残額の 、債務者の支払 を 合的に して と めら る額を計上
　しています。
　　破綻 先に する債権の 債権の元本の 収に る を合理的に見積ることが
　で る債権に いては、当該 と債権の 額から の 分 見込額及び
　による 収 見込額を した残額との 額を 当てています。
　　上 以外の債権に いては、 の予 額を見込 で算出して計上しており、予 額は、
　 の 定期間にお る貸 の に を め、 の 見込みにかか る
　 な を加 て算定しております。
　　す ての債権は、資 定 に 、資 定部 が資 定を し、当該部 から 立した
　 定 部 が 定結 を しており、その 定結 に いて上 の 当を行っています。

　（２） 当金
　　 に して支 する の支出に てるため、支 見込額の 当事業年度 分を計上していま
　す。
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令和３年度 注

な 計 に る事 に する注
　1　資 の 及び
　（１）有 （ の外部出資を ）の 及び

　 ： による
　 その他有
　　 　 のあるもの：期末日の に （ 額は 部 資 により 理
　　　　　　　　　　　　し、 却 は により算定）
　　 　 のないもの： による
　　なお、取 額と債 金額との 額の 金利 と めら る部分に いては 却 による取
　 額の を行っています。

　（２） 資 の 及び
　 （ ） による （収益 の による げの ）
　 （ ） による （収益 の による げの ）

　２　 定資 の減 却の
　（１）有 定資 （リ ス資 を ）

　定 を しております。た し、 １ 年 月１日以 に取 した建 （建 は ）
びに ２ 年 月１日以 に取 した建 及び に いては、定額 を しており

ます。

　（２） 定資
　　定額 によっています。
　　なお、 合利 の に いては、当 合にお る利 期間に 定額 により
　理しています。

　（３）リ ス資
　 有権 ス リ ス取 に るリ ス資
　　　 有の 定資 に する減 却 と の により 理しています。
　 有権 外 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　リ ス期間を 年 とし、残 額を とする定額 により 理しています。

　３　 当金の計上
　（１）貸 当金

　　貸 当金は、あらか め定めている資 定 、経理 及び資 の 却 当 に り、
　のとおり計上しています。
　　破 、 算 的に経営破綻の事 が している債務者（破綻先）に る債権及びそ と
　の状況にある債務者（ 破綻先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び
　による 収 見込額を し、その残額を計上しています。
　　また、 は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に る が いと めら る債務者（破
　綻 先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び による 収が と め
　ら る額を し、その残額の 、債務者の支払 を 合的に して と めら る額を計上
　しています。
　　破綻 先に する債権の 債権の元本の 収に る を合理的に見積ることが
　で る債権に いては、当該 と債権の 額から の 分 見込額及び
　による 収 見込額を した残額との 額を 当てています。
　　上 以外の債権に いては、貸出金 の 残 期間の予 額を見込 で計上しており、予
　 額は、貸出金 を 定の とに した の貸 に を め、算定し
　ております。
　　す ての債権は、資 定 に 、資 定部 が資 定を し、当該部 から 立した
　 定 部 が 定結 を しております。

　（２） 当金
　　 に して支 する の支出に てるため、支 見込額の 当事業年度 分を計上していま
　す。
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令和２年度 注

　（３） 当金
　　 の に るため、当事業年度末にお る 債務及び年金資 の見込額に 、
　当事業年度に していると めら る額を計上しています。なお、 当金及び
　 の計算に いては、 区分により を しております。

　 　 　 が
　　　 に る期末 合 支 額を 債務とする を しております。
　 　 　
　　 見込額の期間
　　　　 債務の算定にあたり、 見込額を当事業年度までの期間に る に い
　　　ては、期間定額 によっています。
　　 理計算上の 及び 務 の 理
　　　　 ２ 年度以 に する 理計算上の に いては、 事業年度の にお る の
　　　 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定 により、そ の翌事業年度か
　　　ら 理することとしています。
　　　　 務 はその の の 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定額
　　　により 理をしています。

　（ ） 当金
　　 の 金の支 に て、 金支 に 期末 支 額を計上しています。

　（ ）外部出資 当金
　　当 合の外部出資先 の出資に る に るため、出資 が のものに いては有 の
　 と の により、 以外のものに いては貸出債権と の により、 と めら る
　額を計上しております。

　（ ） 当金
　　事業利 の を目的とする 合 度に 合 利 者に した の に　
　よる に るため、当事業年度末において ると見込ま る額を計上しています。

　 　 及び の 計 理の
　　 及び の 計 理は、 によっています。

　 　計算書 に した金額の 理の
　　 金額は、千円未 を り てて しており、金額千円未 の科目に いては で して
　おります。

　 　その他計算書 の のための 本的な 事
　（１）事業 収益 事業 の 部取 の 理

　　当 合は、事業 の収益及び に いて、事業間取 の相 を行っておりま 。よって、事
　業 の収益及び に いては、事業間の 部取 も めて しています。
　　た し、 益計算書の事業収益、事業 に いては、 業 合 行 にしたがい、 事業
　間の 部 益を した額を しています。
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令和３年度 注

　（３） 当金
　　 の に るため、当事業年度末にお る 債務及び年金資 の見込額に
　計上しています。なお、 当金及び の計算に いては、 区分により
　 を しております。

　 　 　 が
　　　 に る期末 合 支 額を 債務とする を しております。
　 　 　
　　 見込額の期間
　　　　 債務の算定にあたり、 見込額を当事業年度までの期間に る に い
　　　ては、期間定額 によっています。
　　 理計算上の 及び 務 の 理
　　　　 ２ 年度以 に する 理計算上の に いては、 事業年度の にお る の
　　　 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定 により、そ の翌事業年度か
　　　ら 理することとしています。
　　　　 務 はその の の 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定額
　　　により 理をしています。

　（ ） 当金
　　 の 金の支 に て、 金支 に 期末 支 額を計上しています。

　（ ）外部出資 当金
　　当 合の外部出資先 の出資に る に るため、出資 が のものに いては有 の
　 と の により、 以外のものに いては貸出債権と の により、 と めら る
　額を計上しております。

　（ ） 当金
　　事業利 の を目的とする 合 度に 合 利 者に した の に　
　よる に るため、当事業年度末において ると見込ま る額を計上しています。

　 　 及び の 計 理の
　　 及び の 計 理は、 によっています。た し、 定資 に る 外　　　　　
　 は 資 に計上し、5年間で 却を行っています。

　 　計算書 に した金額の 理の
　　 金額は、千円未 を り てて しており、金額千円未 の科目に いては で して
　おります。

　 　その他計算書 の のための 本となる な事
　（１）事業 収益 事業 の 部取 の 理

　　当 合は、事業 の収益及び に いて、事業間取 の相 を行っておりま 。よって、事
　業 の収益及び に いては、事業間の 部取 も めて しています。
　　た し、 益計算書の事業収益、事業 に いては、 業 合 行 にしたがい、 事業
　間の 部 益を した額を しています。

　（２） 計算
　　当 合は、 者が した を 条件 により を行い、 金と に する経
　 を 計算することで 者に支払いをする 計算を行っております。
　　その 、 （ ）に いては を当 合が再 した 業 合連合 本部が
　行い、 で 計算を行 計算 を行っております。
　　この 合、経済 債務に、 の 金（ 払い金を ）を計上しております。
　　 計算にかかる収 （ 金 ）と支出（ 算金、 、 管 、 ）の計算
　を行い、当 合が 取る を した残額を 算金として 者に支払った において、
　経済 債権及び経済 債務の相 の経済 債務残高を減少する 計 理を行っております。

　（３） の 理
　　当 合は、 事業を しており、 合 が している の 相当額に いては、
　当 合から当該 合 の債権を、貸 の経済事業資 　その他の経済事業資 に計上しており
　ます。なお、当該 の 有権は のため当 合に しております。
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令和３年度 注

　　当 合は、当該債権に いて 定の金利を 取り、利息相当額は 益計算書の事業外収益　 取
　利息に計上しております。
　　また、 の 高に いては、 益計算書の 高に、 の 高に いては、
　 高に計上しております。

　（ 加 ）
　　　 計 の 、 計上の 及び の に する 計 （ 業 計 ２ 　２ ２
　　年３月３１日）を当事業年度より し、 計算及び に する事 をその他計算書 の
　　のための 本となる な事 に しております。

の に する注
　１　 計上の見積りに する注

　 計上の見積りの に する 計 （ 業 計 ３１ ２ ２ 年３月３１日）を当事業
年度より し、 計上の見積りに する注 に しています。

　２　 済 金および 済配当金の
　 業 合 行 の を に 務 の を見 した結 、本業収益としての の

を高める から、当事業年度より以 の 定科目の を しております。
　 事業年度において 済事業収益 の その他の収益 に めていた 済 金 （ 事業年度
59,109千円）と 済配当金 （ 事業年度　30,411千円）は、他の 定科目と合算で その他の収
益 として するよりも、 に する が、より に した な となるため、当事業年度

より区分掲 しています。なお、この による事業利益、経 利益、 当期利益 の はありま

。

計上の見積りに する注

　１　 延 金資 の 収

　（１）当事業年度の計算書 に計上した金額　 延 金資 　315,863千円（ 延 金 債との相 ）

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　 延 金資 の計上は、 年度以 において 減算 を利 な の見積り額を

　度として行っています。

　　 年度以 の の見積りに いては、令和 年２月に した 期経営計 を として、当

　 合が な の 期および金額を合理的に見積っております。しかし、こ らの見積

　りは の不 な経営 及び 合の経営状況の を ます。よって、 に が た

　 期及び金額が見積りと なった 合には、翌事業年度以 の計算書 において する 延 金資

　の金額に な を る があります。

　２　 定資 の減

　（１） 当事業年度の計算書 に計上した金額　減 　41,778千円

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　資 に減 の が する 合には、当該資 の

　と 額を することにより、当該資 に いての減 の の 定を しております。

　　減 の に る 定単位である 単位に いては、他の資 または資

　 の から 立した を るものとして

　 る資 の 単位としております。

　　 定資 の減 の 、 定において、 に いては、令和 年２月に

　 した 期経営計 を として算出しており、 期計 以 の 、

　に いては、 定の 定を 定して算出しております。

　　こ らの 定は の不 な経営 及び 合の経営状況の を 、翌事業年度以 の計算書

　 に な を る があります。

　３　貸 当金

　（１）当事業年度の計算書 に計上した金額　貸 当金　154,769千円

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　　　　貸 当金の算定 は、 　 な 計 に る事 に する注 の ３　 当金の計上

　 の （１）貸 当金 に しております。
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令和２年度 注

貸 に する注

　１ 　有 定資 に る 額

　　 金 の により、有 定資 の取 額から している 額は1,286,758

　千円であり、その は のとおりです。

　　　　建　　 　　660,568千円　　     　　　19,698千円　　 　　530,774千円

　　　　 　　15,705千円　　 　　36,861千円　　リ ス資  　   23,149千円

　２　 に している資

　　 に している資 は以 のとおりです。

　　 に している資 に る債務

　 　　　　　 額　　　　　　 権の 　　　　　　　　

 定期 金 13,500千円　 　 権（ 定金 ） 金　 　　　　　 　 　 　千円

 定期 金　　 3,700千円　 　 権（ 事業） 事業 計　 　　　　  　千円

 定期 金　 1,760,000千円　 　 権 書 金　　 　1,630,000千円

定期 金　 100千円　 　 権（収 理金 ）

（注）上 の か、 決済 の取 の として定期 金10,150,000千円を し ています。

　３　 に する金 債権及び金 債務

　（１） に する金 債権の 額 千円

　（２） に する金 債務の 額 千円

　 　 との間の取 による に する金 債権

　（１）理事に する金 債権の 額 2,550 千円

　 　貸出金の リスク管理債権の合計額及びその

　　貸出金の 、破綻先債権額は55,286千円、延滞債権額は298,309千円です。

　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により
　元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸 却
　を行った部分を 。以 未収利息不計上貸出金 とい 。）の 、 行令（ 和 年

　 令 ） 条 １ ３ の から までに掲げる事由又は に 定する事由が

　 ている貸出金です。

　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を

　図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。

　　貸出金の 、３ 月以上延滞債権額はありま 。

　　なお、３ 月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上遅延してい

　る貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものです。

　　貸出金の 、貸出条件緩和債権額はありま 。

　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利

　息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻

　先債権、延滞債権及び３ 月以上延滞債権に該当しないものです。

　　破綻先債権額、延滞債権額、３ 月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は353,596千

　円です。

　　なお、上 に掲げた債権額は、貸 当金 の金額です。

　　　　期末残高

209,560

361,333
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令和３年度 注

　　 な 定は、 債務者区分の 定にお る貸出先の の業 見 し であります。 債務者区分
　の 定にお る貸出先の の業 見 し は、 債務者の収益 を に し、 定してお
　ります。 
　　 貸出先の業 により、当 の見積りに いた 定が した 合は、翌事業年度に る計

　算書 にお る貸 当金に な を及 す があります。

貸 に する注

　１ 　有 定資 に る 額

　　 金 の により、有 定資 の取 額から している 額は1,689,271

　千円であり、その は のとおりです。

　　　　建　　 　　712,819千円　　     　　　19,698千円　　 　　892,424千円

　　　　 　　15,705千円　　 　　36,133千円　　リ ス資  　  12,489千円

　２　 に している資

　　 に している資 は以 のとおりです。

 定期 金 13,500千円　 権（ 定金 ） 金

 定期 金 3,700千円　 事業 計

 定期 金 1,760,000千円　 書 金

定期 金 100千円　 権（収 理金 ） 金

（注）上 の か、 決済 の取 の として定期 金10,150,000千円を し ています。

　３　 に する金 債権及び金 債務

　（１） に する金 債権の 額 千円

　（２） に する金 債務の 額 千円

　 　 との間の取 による に する金 債権

　（１）理事に する金 債権の 額 26,114 千円

　 　貸出金の リスク管理債権の合計額及びその

　　貸出金の 、破綻先債権額は52,351千円、延滞債権額は255,240千円です。

　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により
　元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸 却
　を行った部分を 。以 未収利息不計上貸出金 とい 。）の 、 行令（ 和 年

　 令 ） 条 １ ３ の から までに掲げる事由又は に 定する事由が

　 ている貸出金です。

　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を

　図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。

　　貸出金の 、３ 月以上延滞債権額はありま 。

　　なお、３ 月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上遅延してい

　る貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものです。

　　貸出金の 、貸出条件緩和債権額はありま 。

　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利

　息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻

　先債権、延滞債権及び３ 月以上延滞債権に該当しないものです。

　　破綻先債権額、延滞債権額、３ 月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は307,591千

　円です。

　　なお、上 に掲げた債権額は、貸 当金 の金額です。

  　千円　

255,767

366,337

　 に している資 　 に る債務

額 権の 期末残高

　 　千円　

権（ 事業）   　千円　

権 1,630,000千円　
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令和２年度 注

　 　 の再 に する に 再

　　 の再 に する （ １ 年３月３１日 ３ ）及び の再 に

　する の 部を する （ １１年３月３１日 ２ ）に 、事業 の

　の再 を行い、再 額に いては、当該再 額に る 金相当額を 再 に る 延 金

　 債 として 債の部に計上し、こ を した金額を 再 額金 として 資 の部に計上

　しています。

　 再 を行った年月日　　 １２年２月２ 日（ すかが 、 ）

　　　　　　　　　　　　　　 １３年２月２ 日（ あ ま ）

　 再 を行った の当事業年度末にお る の合計額が再 の 額の合計額を る金

　　額 1,682,461千円

　 ３条 ３ に定める再 の

　　　 の再 に する 行令（ １ 年３月３１日 令 １１ ） ２条 ３ に定
　　める、当該事業 に いて ３ １条 １ の 又は 条 １１ の
　　 に ている （ 定資 額）に合理的な を行って算出しました。

益計算書に する注

　１　 との取 高の 額

　（1） との取 による収益 額　　　 336,335千円

事業取 高 242,048千円

事業取 以外の取 高 94,287千円

　（２） との取 による 額　　　 259,873千円

事業取 高 259,873千円

事業取 以外の取 高 0千円

　２　減 計に する注

　（１）資 を した の 及び減 を した資 又は資 の 　

　　　　当 合では、 資の 決定を行 単位として を した結 、営業 に いては支

　　　 とに、 、 、 、資 に いては とに、業務外 定

　　　資 （ 資 と 貸 定資 ）に いては、 定資 を の 単位としています。

　　　　本 に いては、 立した は み出 ないものの、他の資 の

　　　 の に していることから の 資 としています。また、 業 連 は または

　　　 区の 資 としています。

　　　　当事業年度に減 を計上した 定資 は、以 の りです。

　（２）減 の に った経
　　　 営業
　　　　　当該 の営業収支が２期連続 であると に、 期的に業 の が見込ま ないことから、
　　　　 額を 収 額まで減額し、当該減少額を減 として しました。
　　　 資
　　　　　 資 として 期 分 であることから、 分 額で し、その 額を減 として
　　　　 しました。

　（３）減 の金額に いて、 に計上した金額と な 定資 の の減 の
　　　 　　　　　　　　 １千円（ １千円）
　　　 　　　　　　　　　　２ ３ 千円（建 ２ ２千円、 千円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円、 定資 ３２ 千円）
　　　　　　合　　　計　　　　　　　２ 千円（建 ２ ２千円、 千円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円、 １千円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定資 ３２ 千円）

その他
営業

 資
建 、 、

、 定資
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令和３年度 注

　 　 の再 に する に 再

　　 の再 に する （ １ 年３月３１日 ３ ）及び の再 に

　する の 部を する （ １１年３月３１日 ２ ）に 、事業 の

　の再 を行い、再 額に いては、当該再 額に る 金相当額を 再 に る 延 金

　 債 として 債の部に計上し、こ を した金額を 再 額金 として 資 の部に計上

　しています。

　 再 を行った年月日　　 １２年２月２ 日（ すかが 、 ）

　　　　　　　　　　　　　　 １３年２月２ 日（ あ ま ）

　 再 を行った の当事業年度末にお る の合計額が再 の 額の合計額を る金

　　額 1,521,745千円

　 ３条 ３ に定める再 の

　　　 の再 に する 行令（ １ 年３月３１日 令 １１ ） ２条 ３ に定
　　める、当該事業 に いて ３ １条 １ の 又は 条 １１ の
　　 に ている （ 定資 額）に合理的な を行って算出しました。

益計算書に する注

　１　 との取 高の 額

　（1） との取 による収益 額　　　 325,257千円

事業取 高 192,980千円

事業取 以外の取 高 132,277千円

　（２） との取 による 額　　　 230,606千円

事業取 高 230,605千円

事業取 以外の取 高 0千円

　２　減 計に する注

　（１）資 を した の 及び減 を した資 又は資 の 　

　　　　当 合では、 資の 決定を行 単位として を した結 、営業 に いては支

　　　 とに、 、 、 、資 に いては とに、業務外 定

　　　資 （ 資 と 貸 定資 ）に いては、 定資 を の 単位としています。

　　　　本 に いては、 立した を み出 ないものの、他の資 の

　　　 の に していることから、 資 と しています。また、 業 連 は または

　　　 区の 資 としています。

　　　　当事業年度に減 を計上した 定資 は、以 の りです。

　（２）減 の に った経
　　　　 支 、 、 支 、 目 の資 は業務外 定資 で
　　　あり 期 分 であることから、 却 額で しその 額を減 として しました。

　（３）減 の金額に いて、 に計上した金額と な 定資 の の減 の
　　　  支 　　　　　　　　  3,121千円（建 833千円、 2,288千円）

　　　  　　　　　　　    9,002千円（建 586千円、 824千円、 7,591千円）

　　　  支 　　　　　　　 24,397千円（建 8,120千円、 605千円、 15,671千円）

　　　  目 　　　　　  5,255千円（建 0千円、 5,255千円）

　　　　　　合　　　計　　　　　　 41,778千円（建 9,540千円、 1,430千円、 30,807千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 貸 定資 建 、 、 事業外 定資
 支 貸 定資 建 、 、 事業外 定資

その他
 支 貸 定資 建 、 事業外 定資

 目 貸 定資 建 、 事業外 定資
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令和２年度 注

　（ ） 収 額の算定
　　　 　　 却 額を （不 定 額）
　　　 　　　　　　 却 額を （不 定 額）

金 に する注
　１　金 の状況に する事
   （１）金 に する取

　　当 合は 合 から かった 金を 資に、 合 の 業 な 貸
　 、残った余 金を 金 ている か、 債 債な の債 の有 による
　を行っています。

　（２）金 の 及びそのリスク
　　当 合が 有する金 資 は、 として当 合管 の 合 に する貸出金及び有 であり、
　貸出金は、 合 の 約不 行によってもたら る リスクに ています。
　　また、有 は、 に債 であり、 資目的（その他有 ）で 有しています。こ らは
　行 の リスク、金利の リスク及び の リスクに ています。

　（３）金 に るリスク管理
　 リスクの管理
　　　当 合は、 の 件又は 件に いては理事 において を決定しています。ま
　　た、 の貸出取 に いては、本 に 債権 を し 支 との連 を図りながら、
　　 を行っています。 にあたっては、取 先の な により の を
　　行 とともに、 な な を て、 定を行っています。貸出取 にお
　　いて資 の の 上を図るため、資 の 定を に行っています。不 債権に い
　　ては管理 収 を し、資 の に取り でいます。また、資 定の結 、
　　貸 当金に いては 資 の 却 当 に 額を計上し、資 及び 務の に
　　 めています。

　 リスクの管理
　　　当 合では、金利リスク、 リスクな の リスクを的 に することによ
　　り、収益 及び 務の 定 を図っています。このため、 務の と収益 との
　　スを した を 本に、資 債の金利 度分 な を し、金 の に に
　　 で る な 務 の に めています。
　　　とり 、有 に いては、 経済見 しな の 資 分 及び当 合の 有
　　有 リ の状況 な を し、理事 において を定めるとともに、
　　経営 で する を定期的に して、日 的な 及び 決定を行っています。
　　 部 は、理事 で決定した 及び で決定 た な に 、有
　　の リスク を行っています。 部 が行った取 に いてはリスク管理部 が な
　　行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営 に しています。

　 リスクに る定 的
　（ 目的以外の金 ）
　　　当 合で 有している金 はす て 目的以外の金 です。当 合において、
　　 なリスク である金利リスクの を る たる金 は、 金、有 の その他
　　有 に分 している債 、貸出金、 金及び 金です。
　　　当 合では、こ らの金 資 及び金 債に いて、期末 １年 度の金利の合理的な予
　　 を いた経済 の 額を、金利の リスクの管理にあたっての定 的分 に利 しています。
　　　金利以外のす てのリスク が 定であると 定し、当事業年度末 、 となる金利が0 06
　　 上 したものと 定した 合には、経済 が85,469千円減少するものと しています。
　　　当該 額は、金利を リスク が 定の 合を としており、金利とその他のリスク
　　の相 を していま 。
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令和３年度 注

　（ ） 収 額の算定
　　　  支 　　　　　　 却 額を （不 定 額）
　　　  　　　　　　 却 額を （不 定 額）
　　　  支 　　　　　　 却 額を （不 定 額）
　　　  目 　　　 却 額を （不 定 額）

　3　 資 の収益 に 額
　　　 には、収益 の に げにより、23,366千円の が ま ており
　　ます。

金 に する注
　１　金 の状況に する事
   （１）金 に する取

　　当 合は 合 から かった 金を 資に、 合 の 業 な 貸
　 、残った余 金を 金 ている か、 債 債な の債 の有 による
　を行っています。

　（２）金 の 及びそのリスク
　　当 合が 有する金 資 は、 として当 合管 の 合 に する貸出金及び有 であり、
　貸出金は、 合 の 約不 行によってもたら る リスクに ています。
　　また、有 は、 に債 であり、 資目的（その他有 ）で 有しています。こ らは
　行 の リスク、金利の リスク及び の リスクに ています。

　（３）金 に るリスク管理
　 リスクの管理
　　　当 合は、 の 件又は 件に いては理事 において を決定しています。ま
　　た、 の貸出取 に いては、本 に 債権 を し 支 との連 を図りながら、
　　 を行っています。 にあたっては、取 先の な により の を
　　行 とともに、 な な を て、 定を行っています。貸出取 にお
　　いて資 の の 上を図るため、資 の 定を に行っています。不 債権に い
　　ては管理 収 を し、資 の に取り でいます。また、資 定の結 、
　　貸 当金に いては 資 の 却 当 に 額を計上し、資 及び 務の に
　　 めています。

　 リスクの管理
　　　当 合では、金利リスク、 リスクな の リスクを的 に することによ
　　り、収益 及び 務の 定 を図っています。このため、 務の と収益 との
　　スを した を 本に、資 債の金利 度分 な を し、金 の に に
　　 で る な 務 の に めています。
　　　とり 、有 に いては、 経済見 しな の 資 分 及び当 合の 有
　　有 リ の状況 な を し、理事 において を定めるとともに、
　　経営 で する を定期的に して、日 的な 及び 決定を行っています。
　　 部 は、理事 で決定した 及び で決定 た な に 、有
　　の リスク を行っています。 部 が行った取 に いてはリスク管理部 が な
　　行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営 に しています。

　 リスクに る定 的
　（ 目的以外の金 ）
　　　当 合で 有している金 はす て 目的以外の金 です。当 合において、
　　 なリスク である金利リスクの を る たる金 は、 金、有 の その他
　　有 に分 している債 、貸出金、 金及び 金です。
　　　当 合では、こ らの金 資 及び金 債に いて、期末 １年 度の金利の合理的な予
　　 を いた経済 の 額を、金利の リスクの管理にあたっての定 的分 に利 しています。
　　　金利以外のす てのリスク が 定であると 定し、当事業年度末 、 となる金利が0 09
　　 上 したものと 定した 合には、経済 が124,511千円減少するものと しています。
　　　当該 額は、金利を リスク が 定の 合を としており、金利とその他のリスク
　　の相 を していま 。
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令和２年度 注

　　　また、金利の合理的な予 を る が た 合には、算定額を る が る
　　 があります。
　　　なお、経済 額の計算において、分 行 件にかかる未 行金額に いても めて計算し
　　ています。

　 資金 に る リスクの管理
　　　当 合では、資金 りリスクに いては、 に いて月 の資金計 を し、 定的な
　　 の に めています。また、 リスクに いては、 資 を行 上での な
　　 と位 、 とに なる （ 金 ）を した で、 な の 定の に
　　 を行っています。

　（ ）金 の に する事 に いての
　　　金 の （ に るものを ）には、 に 額の か、 がない
　　 合には合理的に算定 た 額（こ に る 額を ）が ま ています。当該 額の算定に
　　おいては 定の 条件 を しているため、 なる 条件 によった 合、当該 額が なる
　　こともあります。

　２　金 の に する事
　（１）金 の貸 計上額及び

　　　当事業年度末にお る貸 計上額、 及びこ らの 額は、 のとおりです。なお、
　　を することが めて と めら るものに いては、 には め （３）に しています。

　（単位：千円）

　 金
　有
　　その他有
　貸出金（ １）
　　貸 当金（ ２）
　　貸 当金

資 計

　 金
　 金

債計

（ １）貸出金には、貸 上 資 に計上している 貸 金60,587千円を めてい
　　　　ます。
（ ２）貸出金に する 貸 当金及び 貸 当金を しています。

　（２）金 の の算定
資

　 金
　　　 期のない 金に いては、 は 額と していることから、当該 額によっていま
　　す。 期のある 金に いては、期間に 区分 とに、リスク リ である円
　　 ス で り いた を に る金額として算定しています。

　 有
　　　債 は取 金 から た によっています。
　 貸出金
　　　貸出金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を するため、貸出先の 状 が
　　行 なっていない り、 は 額と していることから当該 額によっていま
　　す。
　　　 、 定金利によるものは、貸出金の 及び期間に 区分 とに、元利金の合計額をリス
　　ク リ である円 ス で り いた額から貸 当金を して
　　に る金額として算定しています。

203,321,647 203,355,754 34,107

貸 計上額 額
138,077,158 138,078,967 1,809

3,609,890 3,609,890

1,743,922 1,742,714

51,369,705
△ 184,071

51,185,634 52,655,938 1,470,304

192,872,682 194,344,796 1,472,113

201,577,725 201,613,039
△ 1,207
35,314
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令和３年度 注

　　　また、金利の合理的な予 を る が た 合には、算定額を る が る
　　 があります。
　　　なお、経済 額の計算において、分 行 件にかかる未 行金額に いても めて計算し
　　ています。

　 資金 に る リスクの管理
　　　当 合では、資金 りリスクに いては、 に いて月 の資金計 を し、 定的な
　　 の に めています。また、 リスクに いては、 資 を行 上での な
　　 と位 、 とに なる （ 金 ）を した で、 な の 定の に
　　 を行っています。

　（ ）金 の に する事 に いての
　　　金 の （ に るものを ）には、 に 額の か、 がない
　　 合には合理的に算定 た 額（こ に る 額を ）が ま ています。当該 額の算定に
　　おいては 定の 条件 を しているため、 なる 条件 によった 合、当該 額が なる
　　こともあります。

　２　金 の に する事
　（１）金 の貸 計上額及び

　　　当事業年度末にお る貸 計上額、 及びこ らの 額は、 のとおりです。なお、
　　を することが めて と めら るものに いては、 には め （３）に しています。

　（単位：千円）

　 金
　有
　　その他有
　貸出金
　　貸 当金（ １）
　　貸 当金

資 計

　 金
　 金

債計

（ １）貸出金に する 貸 当金及び 貸 当金を しています。

　（２）金 の の算定
資

　 金
　　　 期のない 金に いては、 は 額と していることから、当該 額によっていま
　　す。 期のある 金に いては、期間に 区分 とに、リスク リ である翌日 金利ス
　　 （    以 とい ）の で り いた を に
　　 る金額として算定しています。
　 有
　　　債 は取 金 から た によっています。
　 貸出金
　　　貸出金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を するため、貸出先の 状 が
　　行 なっていない り、 は 額と していることから当該 額によっていま
　　す。
　　　 、 定金利によるものは、貸出金の 及び期間に 区分 とに、元利金の合計額をリス
　　ク リ である の で り いた額から貸 当金を して に る金額とし
　　て算定しています。

142,087,101
貸 計上額

4,451,660

142,088,356

200,517,964

53,979,203
△ 148,690

54,127,893

201,932,216

55,392,200

4,451,660

208,844,060

1,707,018
207,137,042

208,871,146

1,706,502
207,164,643

1,254
額

1,414,251

1,412,997

27,086

△ 515
27,601

- -― 39 ―



令和２年度 注

　　　なお、分 行 件で未 行額がある 合には、未 行額も めた元利金の合計額をリスク リ
　　 である円 ス で り いた額に、 額に未 行額を加 た額に
　　する 額の 合を 、貸 当金を した額を に る金額として算定しています。
　　　また、延滞の ている債権 期 の利益を した債権 に いて、 額から貸 当金を
　　 した額を に る金額としています。

債
　 金
　　　 払 金に いては、決算日に た 合の支払額（ 額）を とみなしています。
　　また、定期 金に いては、期間に 区分 とに、 の をリスク リ
　　 である円 ス で り いた を に る金額として算定し
　　ています。

　 金
　　　 金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を し、また、当 合の 状 は

　　行 なっていないことから、 は 額と していると ら るため、当該

　　額によっています。

　　　 定金利によるものは、 定の期間 とに区分した当該 金の元利金の合計額をリスク リ

　　 である円 ス で り いた を に る金額として算定して

　　います。

　（３） を することが めて と めら る金

　　 を することが めて と めら る金 は のとおりであり、こ らは（１）の金

　 の には ま ていま 。

（単位：千円）

　　外部出資（ １）

外部出資 当金

　　合　　計

（ １）外部出資の 、 のある 以外のものに いては、 を することが

　　　　めて であると めら るため、 の とはしていま 。

　（ ）金 債権及び 期のある有 の決算日 の 予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金 138,077,158

有

　その他有 300,000 200,000 2,900,000

　 の 期

　があるもの

貸出金（ １ 3,966,418 3,344,341 3,054,590 2,784,784 2,552,136 35,328,747

２ ３）

合計 142,043,576 3,644,341 3,254,590 2,784,784 2,552,136 38,228,747

（ １）貸出金の 、当 貸 235,128千円に いては 1年以 に めています。また、期

　　　　 のない 約 に いては 5年 に めています。

（ ２）貸出金の 、３ 月以上延滞が ている債権 期 の利益を した債権 274,685

　　　　千円は の予定が見込ま ないため、 めていま 。

（ ３）貸出金の分 行 件の 、貸 決定金額の 部 行 件3,413千円は 日が 定で

　　　　 ないため、 めていま 。

△ 1,858

9,171,935
貸 計上額

9,170,076
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令和３年度 注

　　　なお、分 行 件で未 行額がある 合には、未 行額も めた元利金の合計額をリスク リ
　　 である の で り いた額に、 額に未 行額を加 た額に する 額の
　　合を 、貸 当金を した額を に る金額として算定しています。
　　　また、延滞の ている債権 期 の利益を した債権 に いて、 額から貸 当金を
　　 した額を に る金額としています。

債
　 金
　　　 払 金に いては、決算日に た 合の支払額（ 額）を とみなしています。
　　また、定期 金に いては、期間に 区分 とに、 の をリスク リ
　　 である の で り いた を に る金額として算定しています。

　 金
　　　 金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を し、また、当 合の 状 は

　　行 なっていないことから、 は 額と していると ら るため、当該

　　額によっています。

　　　 定金利によるものは、 定の期間 とに区分した当該 金の元利金の合計額をリスク リ

　　 である の で り いた を に る金額として算定しています。

　（３） を することが めて と めら る金

　　 を することが めて と めら る金 は のとおりであり、こ らは（１）の金

　 の には ま ていま 。

（単位：千円）

　　外部出資（ １）

外部出資 当金

　　合　　計

（ １）外部出資の 、 のある 以外のものに いては、 を することが

　　　　めて であると めら るため、 の とはしていま 。

　（ ）金 債権及び 期のある有 の決算日 の 予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金 142,087,101 -            -            -            -            -            

有

　その他有 300,000 200,000 - - 500,000 3,300,000

　 の 期

　があるもの

貸出金（ １ 3,997,489 3,392,548 3,123,890 2,900,083 2,661,693 37,811,680

２ ３）

合計 146,384,590 3,592,548 3,123,890 2,900,083 3,161,693 41,111,680

（ １）貸出金の 、当 貸 291,082千円に いては 1年以 に めています。また、期

　　　　 のない 約 に いては 5年 に めています。

（ ２）貸出金の 、３ 月以上延滞が ている債権 期 の利益を した債権 226,743

　　　　千円は の予定が見込ま ないため、 めていま 。

（ ３）貸出金の分 行 件の 、貸 決定金額の 部 行 件13,765千円は 日が 定で

　　　　 ないため、 めていま 。

9,185,067

△ 1,858

9,186,925
貸 計上額
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令和２年度 注

　（ ） 金及びその他の有利 債の決算日 の返済予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金（ １） 189,338,564 8,750,470 2,515,839 440,798 519,447

金 12,604 1,638,369 2,504 1,504 1,234 87,706

合計 189,351,169 10,388,839 2,518,343 442,302 520,681 87,706

（ １） 金の 、 払 金に いては １年以 に めています。

有 に する注

　1　有 の 及び 額に する事

　有 の 及び 額に する事 は のとおりです。

   （１）その他有 で のあるもの

　その他有 において、 との貸 計上額、取 又は 却 及びこ らの 額に

いては、 のとおりです。

（単位：千円）

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を るもの 債

　計

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を ないもの 　計

　（ ）なお、上 額から 延 金 債53,763千円を し いた額144,042千円が、 その他有

　　　　 額金 に ま ています。

　２　当事業年度 に 却したその他有 の債 はありま 。
　３　当事業年度 において、 有目的が になった有 はありま 。

に する注

　1　 度の

   （１） している 度の

　　 の にあてるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 に の 部にあてるため、 　 業 済 と

　の 約による 金 済 度を しています。

　　加 て、 済 業 合連合 との 約による 定 年金 度を て しています。

   （２） 債務の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 債務 千円

　 務 千円

　 利息 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 債務 千円

197,805

△ 12,110

△ 5,320

△ 6,790

209,916

2,624,850

△ 389,491

3,412,084

498,660

200,000

298,660

2,913,423

32,975

10,468

141,583

2,829,313

　

合　計 3,609,890

486,550

194,680

291,870

3,123,340

507,150

731,270

1,884,920

7,929

31,341

170,645

貸
計上額

取 又は
却

499,220

699,928

1,714,274

額
（ ）
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令和３年度 注

　（ ） 金及びその他の有利 債の決算日 の返済予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金（ １） 196,393,533 6,904,503 2,907,019 627,169 304,817 -            

金 1,639,166 3,303    2,306    2,038    1,219    58,983  

合計 198,032,699 6,907,807 2,909,325 629,208 306,036 58,983 

（ １） 金の 、 払 金及び出資予約 金に いては １年以 に めています。

有 に する注

　1　有 の 及び 額に する事

　有 の 及び 額に する事 は のとおりです。

   （１）その他有 で のあるもの

　その他有 において、 との貸 計上額、取 又は 却 及びこ らの 額に

いては、 のとおりです。

（単位：千円）

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を るもの 債

　計

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を ないもの 　計

　（ ）なお、上 額から 延 金 債41,004千円を し いた額109,858千円が、 その他有

　　　　 額金 に ま ています。

　２　当事業年度 に 却したその他有 の債 はありま 。
　３　当事業年度 において、 有目的が になった有 はありま 。

に する注

　1　 度の

   （１） している 度の

　　 の にあてるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 に の 部にあてるため、 　 業 済 と

　の 約による 金 済 度を しています。

　　加 て、 済 業 合連合 との 約による 定 年金 度を て しています。

   （２） 債務の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 債務 千円

　 務 千円

　 利息 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 債務 千円

40,022

9,711

139,191

3,096,430

504,600

726,540

△ 257,192

2,624,850

2,556,583

合　計 150,863

△ 33,772

△ 7,080

△ 26,692

184,636

5,334

26,598

152,702

額
（ ）

4,300,796

1,389,002

取 又は
却

4,451,660

1,355,230

192,920

1,162,310 1,189,002

2,911,793

200,000

699,941

1,712,587

499,265

1,865,290

貸
計上額
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令和２年度 注

   （３）年金資 の期首残高と期末残高の

　 期首にお る年金資 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 定 金 済 度 の 出金 千円

　 定 業年金 度 の 出金 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る年金資 千円

   （ ） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 定 業年金 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 未 務 千円

　 未 理計算上の 千円

　 貸 計上額 額 千円

　　　　 当金 千円

　　　　 払年金 千円

   （ ） 及びその 目の金額

　 務 千円

　 利息 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 理額 千円

　 務 の 理額 千円

　　合計 千円

   （ ）年金資 の な

　　年金資 合計に する な分 との は、 のとおりです。

　 債

　 年金 資

　 金及び 金

　 定

　 その他

　　合計

   （ ） 期期 収益 の 定 に する

　　年金資 の 期期 収益 を決定するため、 及び予 る年金資 の配分と年金資 を

　 する な資 からの 及び 期 る 期の収益 を しています。

   （ ） その他の 理計算上の計算 に する事

　 0 37

　 期期 収益 　　 業 済 0 70

　　　　　　　　　　　　　 済 業 合連合 0 55

　1　 度の

   （１） している 度の
　　 事業 事 の にあてるため、 事業 事 に 、 金
　度を しています。また、この 度に加 、 に の 部にあてるため
　 　 業 済 との 約による 金 済 度を しています。
　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

△ 29,415

869,154

839,739

△ 36,276

204,030

671,986

5 0

22 0

55 0

111,551

△ 26,326

425

△ 14,599

10,468

141,583

100 0

5 0

13 0

△ 253,062

△ 1,699,801

2,624,850

1,952,864

△ 288,044

20,257

114,130

△ 1,660

14,599

2,093,581
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令和３年度 注

   （３）年金資 の期首残高と期末残高の

　 期首にお る年金資 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 定 金 済 度 の 出金 千円

　 定 業年金 度 の 出金 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る年金資 千円

   （ ） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金及び 払年金 の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 定 業年金 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 未 務 千円

　 未 理計算上の 千円

　 貸 計上額 額 千円

　　　　 当金 千円

　　　　 払年金 千円

   （ ） 及びその 目の金額

　 務 千円

　 利息 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 理額 千円

　 務 の 理額 千円

　　合計 千円

   （ ）年金資 の な

　　年金資 合計に する な分 との は、 のとおりです。

　 債

　 年金 資

　 金及び 金

　 定

　 その他

　　合計

   （ ） 期期 収益 の 定 に する

　　年金資 の 期期 収益 を決定するため、 及び予 る年金資 の配分と年金資 を

　 する な資 からの 及び 期 る 期の収益 を しています。

   （ ） その他の 理計算上の計算 に する事

　 0 37

　 期期 収益 　　 業 済 0 65

　　　　　　　　　　　　　 済 業 合連合 0 56

　２　 度の

   （１） している 度の
　　 事業 事 の にあてるため、 事業 事 に 、 金
　度を しています。また、この 度に加 、 に の 部にあてるため
　 　 業 済 との 約による 金 済 度を しています。
　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

139,191

100 0

4 3

13 6

3 5

23 3

55 3

△ 186,892

19,564

107,292

△ 29,119

788,927

759,807

7,473

△ 12,824

117,225

△ 26,326

1,904,131

△ 70,348

177,703

652,452

△ 258,441

△ 1,645,689

2,556,583

9,711

△ 1,521

12,824

1,952,864
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令和２年度 注

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 3,513 千円

　 △ 1 千円

　 の支払額 △ 145 千円

　 期末にお る 当金 3,366 千円

   （３） 債務の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 6,686 千円

　 定 済 度 △ 3,319 千円

　 未積立 債務 3,366 千円

　 当金 3,366 千円

　（ ） に する 益

　 定 金 済 度 の 出金1,864千円は で 理しています。

　2　 業務 金の 見込額

　　 件 （ 利 ）には、 年金 度及び 業 済 合 度の 合を図る

　ための 業 済 合 を する の 条に 、 済 合（

　続 合）が行 年金 の業務に する に てるため 出した 業務 金43,141千円を

　めて計上しています。

　　なお、 合より た令和２年３月 にお る令和１ 年３月までの 業務 金の

　見込額は、546,936千円となっています。

計に する注

　１　 延 金資 及び 延 金 債の の な

延 金資

　資 債務 3,603 千円

　 当金 千円

　 当金 21,208 千円

　 当金 11,484 千円

　 当金 17,299 千円

　 定資 却 11,906 千円

　未払 26,932 千円

　未払事業 5,615 千円

　減 25,120 千円

　その他 30,110 千円

　 延 金資 計 千円

当額 千円

　 延 金資 合計（ ） 千円

延 金 債

　その他有 千円

　有 定資 （資 債務） 千円

　 払年金 千円

　 延 金 債合計（ ） 千円

延 金資 の 額（ ） （ ） 千円

△ 58,191

390,432

332,240

△ 53,763

270,352

△ 61,888

△ 7,995

△ 129

237,151
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令和３年度 注

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 千円

　 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 当金 千円

   （３） 債務の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 当金 千円

　（ ） に する 益

　 で計算した 　　　　　　　　　274274 千円

　 定 金 済 度 の 出金1,873千円は で 理しています。

　３　 業務 金の 見込額

　　 件 （ 利 ）には、 年金 度及び 業 済 合 度の 合を図る

　ための 業 済 合 を する の 条に 、 済 合（

　続 合）が行 年金 の業務に する に てるため 出した 業務 金41,413千円を

　めて計上しています。

　　なお、 合より た令和３年３月 にお る令和１ 年３月までの 業務 金の

　見込額は、478,915千円となっています。

計に する注

　１　 延 金資 及び 延 金 債の の な

延 金資

　減 却 額 25,658 千円

　資 債務 3,615 千円

　 当金 千円

　 当金 23,546 千円

　 当金 8,754 千円

　 当金 16,506 千円

　 定資 却 12,185 千円

　未払 22,469 千円

　未払事業 7,317 千円

　減 7,121 千円

　不計上未収貸 金利息 10,301 千円

　その他 19,333 千円

　 延 金資 計 千円

当額 千円

　 延 金資 合計（ ） 千円

延 金 債

　その他有 千円

　有 定資 （資 債務） △ 112 千円

　 払年金 △ 7,914 千円

　 延 金 債合計（ ） 千円

延 金資 の 額（ ） （ ） 千円

3,272

△ 369

274

3,366

3,272

3,272

△ 4,765

8,038

△ 49,032

△ 41,004

△ 56,266

215,319

372,130

315,863

266,831
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令和２年度 注

　２　 定 と との の な

定

（ ）

　 に 金に算 ない 目

　 取配当金 に益金に算 ない 目

　

　 当額の増減

　その他

 計 の の

その他の注

　１　資 債務に する注

　　　資 債務の 貸 に計上しているもの

　（１）当該資 債務の

　　　　当 合の は の に 有者との事業 定期 権 約 不 貸 約を 結

　　　しており、 貸期間 による 状 務に し資 債務を計上しております。また、 部建

　　　で している有 を する 務に しても資 債務を計上しております。

　（２）当該資 債務の金額の算定

　　　　資 債務の見積もりにあたり、支出までの見込期間は15年 24年、 は1 42 2 09

　　　を しております。

　（３）当事業年度末にお る当該資 債務の 額の増減

　　　　期首残高 14,562 千円

　　　　 の経 による 額 41 千円

　　　　資 債務の 行による減少額 1,345 千円

　　　　期末残高 13,258 千円

△ 4 87

2 54

△ 4 01

△ 0 35

23 69

27 18

3 20
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令和３年度 注

　２　 定 と との の な

　 定 と 計 の の との間の が 定 の１ 分の 以

であるため注 を しています。

な 事 に する注

　　　令和4年3月16日に した により、本 支 の建 及び が を ました。

　　　 を た の の見 しに いては では未 定です。

　　　この による 額は では未 定であり、翌事業年度の 状 及び経営 に る 額

　　の算定は ですが、 に る の が見込ま ます。

その他の注

　１　資 債務に する注

　　　資 債務の 貸 に計上しているもの

　（１）当該資 債務の

　　　　当 合の は の に 有者との事業 定期 権 約 不 貸 約を 結

　　　しており、 貸期間 による 状 務に し資 債務を計上しております。また、 部建

　　　で している有 を する 務に しても資 債務を計上しております。

　（２）当該資 債務の金額の算定

　　　　資 債務の見積もりにあたり、支出までの見込期間は24年、 は2 09 を しておりま

　　　す。　　

　（３）当事業年度末にお る当該資 債務の 額の増減

　　　　期首残高 13,258 千円

　　　　 の経 による 額 42 千円

　　　　期末残高 13,300 千円
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4 剰余金 分計算書

剰余金 理計算書（令和２年度）
（単位：円）

　（１）利益 金
　（２） 積立金
　　　　　金 事業 積立金
　　　　　 合 積立金
　　　　　 積立金
　　　　　経営 定 積立金
　　　　　 業 積立金
　（３）出資配当金

注 １　出資配当金は年１ の 合で、期 の増資及び 加 は日 計算とします。
　　　　　た し、出資予約 金 込み、１ に した 合出資金 るものとします。
　　　２　 積立金にお る目的積立金の 及び積立目的、積立目 額、取崩 は のとおりです。
　　　３　 期 剰余金には、営 、 事業の に てるための 額21,000,000円
　　　　　が ま ています。

14,000,000

48,300,000
200,000,000

２ 剰余金 分額

科　　　　　　　　　　目
１ 当期未 分剰余金

200,000,000

10,000,000

金　　　　　　　　　　額

472,300,000

607,827,302
809,574,398

85,000,000

３ 期 剰余金 201,747,096
50,527,302
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剰余金 理計算書（令和３年度）
（単位：円）

　（１）利益 金
　（２） 積立金
　　　　　金 事業 積立金
　　　　　 合 積立金
　　　　　 積立金
　　　　　経営 定 積立金
　　　　　 業 積立金
　（３）出資配当金

注 １　出資配当金は年１ の 合で、期 の増資及び 加 は日 計算とします。
　　　　　た し、出資予約 金 込み、１ に した 合出資金 るものとします。
　　　２　 積立金にお る目的積立金の 及び積立目的、積立目 額、取崩 は のとおりです。
　　　３　 期 剰余金には、営 、 事業の に てるための 額20,000,000円
　　　　　が ま ています。

202,733,668３ 期 剰余金
50,450,147

２ 剰余金 分額
１ 当期未 分剰余金

金　　　　　　　　　　額科　　　　　　　　　　目

569,602,670
772,336,338

70,000,000
59,152,523

260,000,000

80,000,000

20,000,000
30,000,000

439,152,523
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剰余金 理計算書（令和２年度）

積立目的 積立目 額 取崩
残高

（令和３年２月２ 日 ）

金積立金 合 （ を ） びに
に する に な

資金および 業 に資す
る に する
支援 の資金を積立て、

業 に するた
めの を図ることを目的
とする。

積立目 額は、70,000,000
円とする

積立目的に該当する支出事由により、
支出が した 合に、理事 に

した で当該金額を取崩すものとす
る。

70,000,000円

金 事業 積
立金

　金 事業 積立金（以
積立金 ）は、金 由

に の に して、
のある 金 事業を 立

し、 合の事業の に資
するため積立てるものとする。

積立目 額は 事業年度末の
金残高の1,000分の1 5を
た金額とし、 計 度額は

事業年度末の 金残高の
1,000分の15とする。

事業年度末の 金残高 の減
少により 積 度額を した
年度は、 たな積立は行 な
い。

事業年度の当期剰余金か
ら、 定 金と 合 の営

、 事業の
を した金額の2分の1の

とする。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事
由とする。
１　 の 合に該当する の合計額が
1,000 円以上の 合

計算 金 支払 の
の 年度の に る

上 の にかかる の
年度の に る

事業の の 年度の
に る

事業に る
に る
２　債権 資 却により1,000 円以
上の （貸 当金 額から貸
当金 額を した金額と貸 の
合計額）が た 合の 相当額
３　有 の により1,000 円以
上の （有 却 から有

却益を した金額）が た 合の
相当額

　 延 金資 の取崩しにより、
1,000 円以上の （
額）が た 合の 相当額

　上 １から までに する

（取崩 ）
　 条 の事由が したと は、事
業年度末の 金残高の1,000分の5の

で理事 に した で取り崩すも
のとする。

587,009,000円

連
業 積立

金

　 の にあ 、
が減少、高 するな

か、 業 の に
て、営 事業をは め 業

連支援事業の をはかるこ
とを目的に 連

業 積立金（以
積立金 とい ）を積み立て

るものとする。
　なお、この積立金は

業 合連合 の
金 の 部事業 を に
連合 が行 配当金を 資の
部として積み立てるものであ

る。

　この積立金の積立目 額は、
55,000,000円とし 事業年
度の当期剰余金の10分の1以
上を積み立てる。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事
由とする。
１　 の事業支援
２　 い の事業支援
３　 外 業 に する

　上 １ から ３ までに する
支出

（取崩 ）
　 条 の事由が したと は、理
事 に した で当該金額を取崩す
ものとする。た し、金額が 額の 合
はこの りでない。

55,000,000円

合 積立金 、 の 合に た、
定資 の取 、 の

分 に るため な
資金を積み立て、計 的な資金
の を図ることを目的とす
る。

　この積立金の積立目 額は、
200,000,000円とし、 事
業年度の当期未 分剰余金か
ら、利益 金と 合 の

金を した額の
で積み立てることがで る。

　 の に掲げる事由が したと
は、理事 に した で当該金額を
取崩す。 し、 額500 円以 の 合
は取崩 ないこととする。

の 合にかかる建
の取 （資本的支出を ）にかか

る、当年度減 却 相当額
の 合にかかる減 却資 の

に した 相当額
の 合にかかる減 却資 の

分に した 相当額
上 から までに する支出

66,000,000円
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剰余金 理計算書（令和３年度）

合 積立金 、 の 合に た、
定資 の取 、 の

分 に るため な
資金を積み立て、計 的な資金
の を図ることを目的とす
る。

　この積立金の積立目 額は、
200,000,000円とし、 事
業年度の当期未 分剰余金か
ら、利益 金と 合 の

金を した額の
で積み立てることがで る。

　 の に掲げる事由が したと
は、理事 に した で当該金額を
取崩す。 し、 額500 円以 の 合
は取崩 ないこととする。

の 合にかかる建
の取 （資本的支出を ）にかか

る、当年度減 却 相当額
の 合にかかる減 却資 の

に した 相当額
の 合にかかる減 却資 の

分に した 相当額
上 から までに する支出

80,000,000円

連
業 積立

金

　 の にあ 、
が減少、高 するな

か、 業 の に
て、営 事業をは め 業

連支援事業の をはかるこ
とを目的に 連

業 積立金（以
積立金 とい ）を積み立て

るものとする。
　なお、この積立金は

業 合連合 の
金 の 部事業 を に
連合 が行 配当金を 資の
部として積み立てるものであ

る。

　この積立金の積立目 額は、
55,000,000円とし 事業年
度の当期剰余金の10分の1以
上を積み立てる。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事
由とする。
１　 の事業支援
２　 い の事業支援
３　 外 業 に する

　上 １ から ３ までに する
支出

（取崩 ）
　 条 の事由が したと は、理
事 に した で当該金額を取崩す
ものとする。た し、金額が 額の 合
はこの りでない。

55,000,000円

金 事業 積
立金

　金 事業 積立金（以
積立金 ）は、金 由

に の に して、
のある 金 事業を 立

し、 合の事業の に資
するため積立てるものとする。

積立目 額は 事業年度末の
金残高の1,000分の1 5を
た金額とし、 計 度額は

事業年度末の 金残高の
1,000分の15とする。

事業年度末の 金残高 の減
少により 積 度額を した
年度は、 たな積立は行 な
い。

事業年度の当期剰余金か
ら、 定 金と 合 の営

、 事業の
を した金額の2分の1の

とする。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事
由とする。
１　 の 合に該当する の合計額が
1,000 円以上の 合

計算 金 支払 の
の 年度の に る

上 の にかかる の
年度の に る

事業の の 年度の
に る

事業に る
に る
２　債権 資 却により1,000 円以
上の （貸 当金 額から貸
当金 額を した金額と貸 の
合計額）が た 合の 相当額
３　有 の により1,000 円以
上の （有 却 から有

却益を した金額）が た 合の
相当額

　 延 金資 の取崩しにより、
1,000 円以上の （
額）が た 合の 相当額

　上 １から までに する

（取崩 ）
　 条 の事由が したと は、事
業年度末の 金残高の1,000分の5の

で理事 に した で取り崩すも
のとする。

581,009,000円

金積立金 合 （ を ） びに
に する に な

資金および 業 に資す
る に する
支援 の資金を積立て、

業 に するた
めの を図ることを目的
とする。

積立目 額は、70,000,000
円とする

積立目的に該当する支出事由により、
支出が した 合に、理事 に

した で当該金額を取崩すものとす
る。

70,000,000円

積立目的 積立目 額 取崩
残高

（令和 年２月２ 日 ）
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剰余金 理計算書（令和２年度）

積立目的 積立目 額 取崩
残高

（令和３年２月２ 日 ）

経営 定 積立金 　経営 定 積立金は、 計
度の な により資 の

で する の
を図ることにより、 合の経営

定及び な に資するこ
とを目的とする。

1,500,000,000円とし 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

　 の に該当する合計額が
10,000,000円以上の 合に、理事 に

した で取崩すものとする。
減 計の により した 相

当額
計の 度 により増加

した 相当額
資 計の により した

相当額
資 債務 計の により し

た 相当額
その他、 たな 計 の により

した 相当額
28年3月 （合 ）に

、 務 の 定 を目的として
な 務 事 の 額に いて、そ

の す 事 が した 相当額

1,282,547,477円

積立金 　 、 に取 及び ま
たは する 定資 の取 、

分 に るため
な資金を積立てるものとする。

　減 却 定資 （減 却
当 ）残高に1,000分

の20を た金額の と
し、 積 度額は 事業年度末
の減 却 定資 （減 却

当 ）残高の1,000分
の100とする。

　 の に該当する合計額が
10,000,000円以上の 合に、理事 に

した で取崩すものとする。
の取 は取 に る 資本支出

相当額
取 （減 却資 ）の取

（資本的支出 ）は、年度にお る
減 却 相当額

（減 却資 ）の
に した 相当額

（減 却資 ）の 分に し
た 相当額

416,469,000円

金積立金 　 積立金は らしの
を して みよい元 な

り、 の
と に資す

る ク の
支援を行い、当 合の 本理
に掲げる で かな ら
し り に することを目
的に積み立てる。

　この積立金の積立目 額は、
50,000,000円とし、 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

　 の に掲げる事由が したと
は、理事 に した で当該金額を
取崩すものとする。
１　 らしの に る 及
び ク の
２　 を行 の

３　高 者 支援を行 の

　上 1 から 3 に する積立目
的に該当する支払事由があった 合

50,000,000円

業 積立金 　 業 の に た
営 事業をは めとした
業 連支援事業の を図るこ
とを目的とする。

150,000,000円とし 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事由
とする。

積立目的に該当する支出事由により
支出が した 合

（取崩 ）
　 条の事由が したと は、理事
に した で当該金額を取崩すもの
とする。

51,700,000円
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剰余金 理計算書（令和３年度）

業 積立金 　 業 の に た
営 事業をは めとした
業 連支援事業の を図るこ
とを目的とする。

150,000,000円とし 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

（積立金の ）
　積立金の は、 の に掲げる事由
とする。

積立目的に該当する支出事由により
支出が した 合

（取崩 ）
　 条の事由が したと は、理事
に した で当該金額を取崩すもの
とする。

80,000,000円

金積立金 　 積立金は らしの
を して みよい元 な

り、 の
と に資す

る ク の
支援を行い、当 合の 本理
に掲げる で かな ら
し り に することを目
的に積み立てる。

　この積立金の積立目 額は、
50,000,000円とし、 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

　 の に掲げる事由が したと
は、理事 に した で当該金額を
取崩すものとする。
１　 らしの に る 及
び ク の
２　 を行 の

３　高 者 支援を行 の

　上 1 から 3 に する積立目
的に該当する支払事由があった 合

50,000,000円

積立金 　 、 に取 及び ま
たは する 定資 の取 、

分 に るため
な資金を積立てるものとする。

　減 却 定資 （減 却
当 ）残高に1,000分

の20を た金額の と
し、 積 度額は 事業年度末
の減 却 定資 （減 却

当 ）残高の1,000分
の100とする。

　 の に該当する合計額が
10,000,000円以上の 合に、理事 に

した で取崩すものとする。
の取 は取 に る 資本支出

相当額
取 （減 却資 ）の取

（資本的支出 ）は、年度にお る
減 却 相当額

（減 却資 ）の
に した 相当額

（減 却資 ）の 分に し
た 相当額

522,578,000円

経営 定 積立金 　経営 定 積立金は、 計
度の な により資 の

で する の
を図ることにより、 合の経営

定及び な に資するこ
とを目的とする。

1,500,000,000円とし 事業
年度の当期剰余金の10分の1
以上を積み立てる。

　 の に該当する合計額が
10,000,000円以上の 合に、理事 に

した で取崩すものとする。
減 計の により した 相

当額
計の 度 により増加

した 相当額
資 計の により した

相当額
資 債務 計の により し

た 相当額
その他、 たな 計 の により

した 相当額
28年3月 （合 ）に

、 務 の 定 を目的として
な 務 事 の 額に いて、そ

の す 事 が した 相当額

1,440,847,477円

積立目的 積立目 額 取崩
残高

（令和 年２月２ 日 ）
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　部 益計算書

(1) 令和２年度

（単位：千円）

16,454,056 1,460,427 1,668,779 11,895,935 1,461,254 66,734

11,708,104 213,692 114,761 10,235,154 1,174,303 69,266

4,416,894 1,163,443 1,202,466 1,530,425 288,034 232,523

(273,038) (30,329) (30,442) (178,704) (28,583) (4,977)

(3,040,891) (749,070) (950,648) (956,391) (196,259) (188,521)

管理 285,117 347,790 348,934 65,610 35,756 △ 1,083,209

（ 減 却 ） (24,857) (30,321) (30,421) (5,720) (3,117) (△ 94,438)

（ 件 ） (113,524) (138,478) (138,933) (26,124) (14,237) (△ 431,297)

513,538 117,185 139,494 203,397 31,931 21,531

分　 113,949 138,997 139,454 26,221 14,290 △ 432,913

197,451 39,520 46,043 97,255 9,696 4,936

分　 37,419 45,645 45,795 8,610 4,692 △ 142,163

145,113 32,408 39,532 56,778 7,457 8,936

分　 32,408 39,532 39,662 7,457 4,064 △ 123,124

256,526 56,587 59,623 118,870 11,589 9,854

分　 48,878 59,623 59,819 11,247 6,129 △ 185,699

１　 、 、 、 、 は、 事業に で ない部分

     千円未 を り てて しています。

業 合 行 の に い、 事業相 間の 部 益を した 事業収益 事業 とし

　ております。

（注）

１ 管理 および営 事業の他部 の配 は のとおりです。

　（１） 管理 （ 事業 利益 ）の

　（２）営 事業 １ ２を 業 連事業 、残りの１ ２を（ 事業 利益 ）の

２ 配 合（１の配 で算出した配 の 合） （単位： ）

管理 26 32 32 11 32 21 6 06 3 30 100 0

営 事業 20 41 24 89 50 00 4 70 100 0

３ 部 の資 （単位： 円）

事業 の 資 197,075 13 8,729 1,121 35 15,569 222,541

資 （ 資 配分 ） ２ 201,173 5,011 13,744 2,064 549 222,541

（ 定資 ） (1,463) (1,758) (3,981) (1,169) (214) (8,584)

２　 資 の他部 の配 ： 管理 配

資

370,296 64,716 6,714

その他
事　　　業

営　　
事業

計
業 連

事　　業

営　　
事業

54,613 109,689 10,302

計
業 連

事　　業
その他

事　　　業

当期利益　

44,772

区分 事業 済事業

区分 事業 済事業

配 額　　　　　

営 事業分配

533,732 92,004

424,910 174,405 17,017 △ 219,378
（ - ）

（ - ）

営 事業分
△ 219,378

（ - ）

事業外 　　　

△ 235,055
（ ）

事業外収益　　　

351,550 130,355 △ 1,084

経 利益　　　　
645,144

（ 減 却 ）

（ 件 　 ）

（ ）
△ 2,531

事業 利益　　　
4,745,951 1,246,735 1,554,017

事業収益　　　　

事業 　　　　

令和２年３月１日から令和３年２月２ 日まで

区     分 合計
事業

済
事業

業 連
事業

その他
事業

事業管理 　　　

営
事業 管理

1,660,780 286,950

利益　　　　

　　　　

当期利益　

事業利益　　　　
329,057 83,292

533,732 136,776

160,956 445,001 236,497 21,149 △ 218,460
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(2) 令和３年度

（単位：千円）

16,111,516 1,531,713 1,715,969 11,358,083 1,510,009 59,580

11,484,400 201,491 117,643 9,991,705 1,156,087 81,311

4,402,137 1,113,166 1,168,281 1,422,767 384,534 313,387

(330,188) (30,086) (28,973) (229,326) (34,581) (7,221)

(2,962,153) (699,582) (913,597) (816,598) (267,272) (265,102)

管理 257,555 316,870 268,514 80,837 45,454 △ 969,231

（ 減 却 ） (23,342) (28,718) (24,335) (7,326) (4,119) (△ 87,841)

（ 件 ） (85,608) (105,324) (89,251) (26,869) (15,108) (△ 322,163)

450,558 102,778 125,539 163,767 40,145 18,327

分　 101,626 125,031 105,951 31,897 17,935 △ 382,442

202,019 36,483 44,223 102,903 12,033 6,376

分　 35,944 44,223 37,474 11,281 6,343 △ 135,267

515,564 127,838 158,116 157,725 40,123 31,759

分　 127,838 157,279 133,278 40,123 22,561 △ 481,081

480,040 125,471 153,569 137,444 39,177 24,378

分　 124,822 153,569 130,133 39,177 22,028 △ 469,731

１　 、 、 、 、 は、 事業に で ない部分

     千円未 を り てて しています。

業 合 行 の に い、 事業相 間の 部 益を した 事業収益 事業 とし

　ております。

（注）

１ 管理 および営 事業の他部 の配 は のとおりです。

　（１） 管理 （ 事業 利益 ）の

　（２）営 事業 １ ２を 業 連事業 、残りの１ ２を（ 事業 利益 ）の

２ 配 合（１の配 で算出した配 の 合） （単位： ）

管理 26 57 32 69 27 70 8 34 4 69 100 0

営 事業 19 65 24 18 50 00 6 17 100 0

３ 部 の資 （単位： 円）

事業 の 資 204,640 14 7,742 1,207 61 15,418 229,082

資 （ 資 配分 ） ２ 208,737 5,055 12,013 2,493 784 229,082

（ 定資 ） (1,439) (1,744) (3,941) (1,382) (310) (8,815)

２　 資 の他部 の配 ： 管理 配

区分 事業 済事業
業 連

事　　業
その他

事　　　業
営　　

事業
計

区分 事業 済事業
業 連

事　　業
その他

事　　　業
営　　

事業
資

営 事業分配

62,061 △ 315,787

計

509,042

配 額　　　　　

439,554 △ 133,137

76,353 157,893 19,478

当期利益　

（ - ）

当期利益　

営 事業分

（ - ）

△ 2,499

515,908 24,756 △ 1,553

　　　　

509,042 285,717

223,656 △ 21,031

（ - ）

△ 335,119
（ ）

事業外収益　　　

事業利益　　　　
224,979 217,055 430,044 △ 56,389 △ 30,611

事業外 　　　

（ 減 却 ）

（ 件 　 ）

1,366,378 353,922 △ 21,731
（ ）

事業 利益　　　
4,627,116 1,330,221 1,598,325

営
事業 管理

事業収益　　　　

事業 　　　　

区     分 合計
事業

済
事業

業 連
事業

その他
事業

令和３年３月１日から令和 年２月２ 日まで

事業管理 　　　

△ 315,787

△ 323,168

利益　　　　

経 利益　　　　
473,518 283,350 511,360 4,474
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6 計 の

　　　令和２年度及び令和３年度の貸 、 益計算書、剰余金 分計算書及び注
　　は、 業 合 ３ 条の２ ３ の 定に 、みのり の を

　　ております。

 益の状況

1 の 事業年度の な経営
（単位：千円、 、 、 ）

経 収益（事業収益）

経 利益

当期剰余金

出資金

（出資 ）

資 額

資 額

金 残高

貸出金残高

有 残高

剰余金配当金額

出資配当額

事業利 分 配当額

単 資本

(注) 1 経 収益は 事業収益の合計額を しています。

      2 当期剰余金は、 行 の当期利益に相当するものです。

      3 業務の取り いは行っていま 。

      4 単 資本 は、 業 合 がその経営の を するための

　　　（ 18年金 2 ）に 算出しております。

12 44

令和３年度

16,175,356

1,531,713

1,715,969

11,358,083

1,510,009

59,580

473,518

370,817

5,077,467

(5,077,467)

13,465,703

229,081,903

207,137,042

54,127,893

4,451,660

50,450

50,450

5,083,016

51,309,118

50,986

3,241,110

48,961,088

3,609,890

13,187,532

-

671

(5,083,016)

1,461,254

222,541,778

194,851,248

3,084,110

(5,236,610)

12,669,154

206,777,804

1,661,137

1,726,518

350,177

5,114,545

(5,114,545)

12,944,573

215,983,355

1,668,779

66,734

201,577,725

645,144

12,342,965

67,408

494,282

11,895,935

407,313

47,539,501

12 25

50,527

50,527

-

693

50,986

721

12 1913 27

- -

13 19

3,200,190

3,547,759

245,476

5,184,037

794

52,101

-

743

190,806,152

212,290,819

51,704

51,70452,101

42,152,307

184,974,555

127,894

445,666

3,592,815

159,019

428,487

304,440

5,236,610

1,847,796

(5,184,037)

12,819,540

1,763,902

営 事 業 収

事 業 収 益

済 事 業 収 益

業 連 事 業 収 益

その他事業収益

12,082,943 12,067,723

19,082,811 17,287,49619,249,828

1,575,532

　　　目 令和２年度

16,553,131

1,460,427

令和元年度

1,489,466

29年度 30年度

1,567,254
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2 利益
（単位：千円、 ）

資金 収支
務取 収支

その他 事業収支
事業 利益

（ 事業 利益 ）
事業 利益
（事業 利益 ）

(注) 1 事業 利益 事業 利益 事業資 （債務 見返を ）の 残高
      2 事業 利益 事業 利益 資 （債務 見返を ）の 残高
　　3 事業 益 事業 利益 事業管理 貸 当金 額
　　4 事業 益 事業 益 貸 当金 額
　　5 事業 益 事業 益 債 債 益

3 資金 収支の
（単位：千円、 ）

　資金 定
　 金
　 有
　 貸出金

　資金 定

金
金

(注) 1 資金利 資金 利 り-資金 （資金 利 経 ）
      2 資金 定の利息 の 金には、 金からの 金 金 が ま ております。

4 取 支払利息の増減額
（単位：千円）

取利息
金

有
貸出金

支払利息

金
金

(注) 1 増減額は 年度 です。
      2 取利息の 金には、 金からの 金 金 が ま ております。

- -
△ 160 △ 155

57,889 △ 7,870

△ 1,807 19,871
△ 36,515 △ 25,372

金 定期積金 △ 36,355 △ 25,217

21,374 △ 33,242
22,361 △ 56,222

820 3,109

資 金利 0 240 25

　　目 令和２年度増減額 令和３年度増減額

1,743,787 309 0 021,750,407 464 0 03

0 02

- - -- - -

金 定期積金 207,215,391 23,852 0 01198,257,557 49,069

208,959,178 24,161 0 01200,007,964 49,533 0 02

53,030,480 606,533 1 1450,565,557 586,662 1 16

3,758,442 35,032 0 933,153,959 31,923 1 01

142,266,559 678,308 0 48136,032,828 734,530 0 54

利 り
199,055,481 1,319,873 0 66189,752,344 1,353,115 0 71

　　目
令和３年度令和２年度

残高 利息 利 り残高 利息

4,745,951 4,627,116 △ 118,835
(2 18) (2 04) (△0 15)

1,246,735 1,330,221 83,486
(0 65) (0 66) (0 01)

77,866 56,212 △ 21,654
△ 134,714 △ 121,004 13,710

　　目 令和２年度 令和３年度 増　減

1,303,583 1,395,013 91,430

事業 益
（ 資 約 益を 。）

事業 益
事業 益

事業 益

224,979,046

224,979,046
224,979,046
179,348,611
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 事業の 況

1 事業

(1) 金に する

 科目 金期末残高

金額 金額

104,447,308 51 8 110,220,457 53 2

96,894,334 48 1 96,672,160 46 7

243,341 0 0 231,340 0 0

201,584,984 100 0 207,123,958 100 0

- 0 0 - 0 0

201,584,984 100 0 207,123,958 100 0

 科目 金 残高

金額 金額

101,181,529 51 0 110,548,382 53 3

96,941,042 48 9 96,551,096 46 6

136,480 0 1 135,776 0 1

198,259,051 100 0 207,235,255 100 0

- 0 0 - 0 0

198,259,051 100 0 207,235,255 100 0

(注) 1 金 当 金 金 金 金 金

      2 定期 金 定期 金 定期積金

 定期 金残高

金額 金額

定 期  金 92,831,178 100 6 92,301,484 100 0

定 由金利定期 92,830,542 100 0 92,300,847 100 0

由金利定期 636 0 0 636 0 0

その他 - 0 0 - 0 0

(注) 1 定 由金利定期 に 期日までの利 が 定する定期 金

      2 由金利定期 期間 の 金利の に て金利が する定期 金

　　（単位：千円、 ）

　　（単位：千円、 ）

増　　減

△ 529,694

9,366,853

8,976,204

-

増　　減

-

　　（単位：千円、 ）

△ 529,694

　　　
令和２年度 令和３年度

増　　減

5,538,974

金 5,773,149

定 期 金 △ 222,174

金
合　　　計 5,538,974

そ の 他 の 金 △ 12,000

計
-

△ 389,945

8,976,204

△ 703

-

令和３年度

令和２年度 令和３年度

定 期 金
そ の 他 の 金

金
計

金

合　　　計

　　　
令和２年度
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(2) 貸出金 に する

 科目 貸出金期末残高

 科目 貸出金 残高
　　 　　 （単位：千円）

 貸出金の金利条件 残高

金額 金額

36,013,686 70 2 36,563,410 67 6

14,197,288 27 7 16,329,885 30 2

1,098,142 2 1 1,234,597 2 3

51,309,118 100 0 54,127,893 100 0

 貸出金の 残高 情報系

2,818,775

53,023,206

8,331,815

-

2,818,775

△ 127,721

　　　（単位：千円）

令和３年度

2,455,023

549,723

2,132,596

△ 24,085

136,455

増　　減

-

△ 102,848

233,018

-

　　（単位：千円、 ）

794,180

△ 355,259

705,407

1,345,000

貸

当 貸 291,082

　　（単位：千円）

令和３年度

2,492,467

325,456

1,345,000

令和３年度

-

△ 37,443

-

51,352,749

増　　減

-

-

-

-

-

-

-

2,762,822

55,953

54,127,893

52,491,811

2,818,775

増　　減

-

金 貸

書 貸

　　　

合　　　計

-

1,345,000

　　　 令和２年度

49,728,989

235,128

令和２年度

51,309,118

-

合　　　計

有
金 定期積金

区　　　分

-

区　　　分

金 利 貸 出

定 金 利 貸 出

48,860,282

貸
書 貸

合　　　計

金 貸
当 貸 362,900

令和２年度

50,568,182

1,345,000

-

550,148

-

そ の 他

令和２年度

25,877

令和３年度 増　　減

-

△ 787

-

25,786,947

25,089

447,300

54,127,893

833,129

23,279,370 2,507,577

19,303,723そ の 他

不

計
そ の 他

257,103

業 金

51,309,118

8,687,075

合　　　計

18,509,543
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 債務 の 残高

 貸出金の 残高

金額 金額

49,741,807 96 9 52,500,063 97 0

1,567,310 3 1 1,627,830 3 0

51,309,118 100 0 54,127,893 100 0

 貸出金の業 残高 情報系より（顧客セグメント分析（個人・法人）の計

金額 金額

6,177,240 12 0 6,132,871 11 3

163,520 0 3 192,445 0 4

14,826 0 0 14,077 0 0

12,724,105 24 8 14,294,343 26 4

88,405 0 2 86,324 0 2

2,838,053 5 5 3,153,941 5 8

142,202 0 3 155,398 0 3

275,556 0 5 305,144 0 6

1,768,724 3 4 2,131,860 3 9

1,247,417 2 4 1,280,017 2 4

9,533,481 18 6 10,801,394 20 0

1,763,673 3 4 1,831,962 3 4

3,822,929 7 5 3,449,199 6 4

10,748,981 20 9 10,298,913 19 0

51,309,118 100 0 54,127,893 100 0

315,888

13,196

△ 44,370

68,289

△ 2,081

60,519

増　　減
令和３年度

　　（単位：千円、 ）

2,818,775

令和３年度

　　（単位：千円、 ）

2,818,775

　　　（単位：千円）

増　　減

資 金

不 業

そ の 他

2,758,256

建 業

業

業
業

業

資 金

業

金 業

増　　減

28,924

1,570,238

△ 450,069

29,587

363,135

32,600

1,267,912

△ 749

△ 373,730

令和３年度

合　　　計

そ の 他

ス 業

業
業 業

ス 業

区　　　分
令和２年度

合　　　計

金 定期積金

令和２年度

不

区　　　分

有

令和２年度

計

合　　　計

区　　　分
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 な 業 の貸出金残高
1)　営

(注)１ 業 の貸出金とは、 業者、 業 および 業 連 に する 業

　　　業経営に な資金 、 の 加 に する事業に な資金 が該当

　　　します。

　　　　なお、上 の貸出金の業 残高の 業 は、 業者 業 に する貸出金

　　　の残高です。

　　２ その他 業 には、 合経営で たる業 が に位 ら ない者、 業

　　　ス業、 業 が となる 業者 が ま ています。

　　３ 業 連 には、 とその が ま ています。

2)　資金
貸出金 　　　（単位：千円）

(注)１ 資金とは、当 合 資の資金を 資しているものの 、 度資金以外のもの

　　　をいいます。

　　２ 業 度資金には、 が 的または間 的に 資するもの、

　　　 が利 を行 ことで が 利で 資するもの、 日本 金 が 資

　　　するものがあり、ここでは の 貸資金と を としています。

　　３ その他 度資金には、 業経営 資金(ス 資金) 業経営 減支援資

　　　金な が該当します。

貸出金 　　　（単位：千円）

(注)　日本 金 資金は、 業（ 業金 ）にかかる資金をいいます。

合　　　計 3,257,213 3,327,081 69,868

　　　 令和２年度 令和３年度 増　　減

　 業 度資金 436,437 399,739 △ 36,698

　　 業 資金 238,342 239,556 1,214

　　その他 度資金 198,095 160,183 △ 37,912

合　　　計

日本 金 資金
その他

6,466

1,747,013　　その他 業

資金 2,820,776 2,927,341 106,565

- - -

3,256,213 3,327,081 70,868

　　　 令和２年度 令和３年度 増　　減

　 業 連
合　　　計

39,015

167,456 △ 17,327

329,034

1,848,043 101,030

△ 1,267

113,646 △ 12,557

3,818

- -

1,699

　　　（単位：千円）

令和３年度 増　　減

3,327,081 70,868

858,615 △ 39,725

3,256,213

898,340

290,019

　　 2,119

184,783

　　 7,733

　　　 令和２年度

業
　　

　　 業

-

　　

126,203　　

　　

- -― 63 ―



 リスク管理債権の状況

（単位：千円）

こ らの 額は、 の 分 によって 収で るもの及び 貸 当金を

当てているものを していま ので、 が予 る 額をそのまま

すものではありま 。

(注) 

 1 破綻先債権

元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は

利息の取り立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金

（貸 却を行った部分を 。以 未収利息不計上貸出金 とい 。）の 、

行令 条 １ ３ の から までに掲げる事由又は に

定する事由が ているものをい 。

 2 延滞債権

未収利息不計上貸出金であって、注１に掲げるもの及び債務者の経営再建又は支援を

図ることを目的として利息の支払を猶予したもの以外のものをい 。

 3 ３ヵ月以上延滞債権

元本または利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延している貸出金で、破

綻先債権および延滞債権に該当しないものをいいます。

 4 貸出条件緩和債権

債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取り決めを行った貸出金で、

破綻先債権、延滞債権および３か月以上延滞債権に該当しないものをいいます。

-

△ 46,005

区　　　分

合　　　計

令和２年度 令和３年度

-

353,596

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

増　減

-

307,591

55,286

298,309 255,240

-

△ 2,935

△ 43,069

-

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ヵ月以上延滞債権額 -

52,351

- -
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 金 再 債権区分に 状況

令和２年度 （単位：千円、 ）

令和３年度 （単位：千円、 ）

上 の債権区分は、 金 の再 のための に する （ １ 年

１３２ ） 条に 、債務者の 状 及び経営 を として のとおり

区分したものです。なお、当 は の とはなっていま が、 として の

定める に い債権額を掲 しております。

 1 破 債権及びこ らに る債権

的破綻 による経営破綻に っている債務者に する債権及びこ らに る債権

 2 債権

経営破綻の状況にはないが、 状況の により元本および利息の 収がで ない

の高い債権

 3 管理債権

３ヵ月以上延滞貸出債権および貸出条件緩和貸出債権

 4 債権

上 以外の債権

債権額
区　　　分

( )

合　　　計 54,726,966

309,089　　　計

債 権 16,408

債 権 54,417,877

管 理 債 権 -                  

( ) ( )

-                  -                  -                  

99 94

　 　額

貸 当金 合計( )

204,611

292,68097,085

104,279

-                  

7,193          16,2109,016

308,891

102 18

区　　　分
債権額 　 　額

( ) ( )( )

100 00

98 79

破 債権及びこ ら に る 債権 292,680 195,594

管 理 債 権 -                  -                  

貸 当金 合計( )

237,274 113,744 351,018破 債権及びこ ら に る 債権 343,519

100 00

-                  

債 権 11,724 4,225 -                  4,225 36 04

　　　計 355,243 241,499 113,744 355,243

-                  -                  

債 権 51,693,022

合　　　計 52,048,266

- -
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 元本 て 約のある に る貸出金のリスク管理債権の状況

該当する取 はありま 。

（ の債権の分 状況図）

破綻先 破 債権及びこ らに る債権 破綻先債権

破綻先

債権

破綻 先 延滞債権

管理債権

管理先 ３か月以上延滞債権

債権

貸出条件緩和債権

その他の 注 先

先

　 管理先以外の 注 先に する債務者

 業況が 、か 、 務 にも の
がないと めら る債務者

債
権

 状経営破綻の状況にはないが、経営 の
状 にあり、経営 計 の 状況が

し な 、 経営破綻に る が
いと めら る債務者

　未収利息不計上貸出金であって、破綻先
債権及び債務者の経営再建又は支援を図る
ことを目的として利息の支払を猶予した貸
出金以外の貸出金 月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権

（経済的 に った債務者の再建又は支
援を図り、当該債権の 収を すること

を目的に、債務者に有利な 定の を
る約定条件の 定 を行った貸出債権　 注 先の債務者の 当該債務者の債

権の 部または 部が に掲げる 管理先
債権である債務者

　３か月以上延滞債権
　元金または利息の支払いが、約定支払日
の翌日を 算日として３か月以上延滞して
いる貸出債権

　貸出条件緩和債権
　経済的 に った債務者の再建または
支援をはかり、当該債権の 収を する
こと を目的に、債務者に有利な 定の

を る約定条件の 定 を行った貸出
債権

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日
から 月以上遅延している貸出金（破綻先
債権及び延滞債権を ）

 債務者の 状 及び経営 に に
がないものとして、 から
までに掲げる債権以外のものに区分 る
債権 　債務者の経営再建 を図ることを目的と

して、金利の減免、利息の支払猶予、元本
の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有
利となる取決めを行った貸出金（破綻先債
権、延滞債権及び３か月以上延滞債権を

）

３か月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

その他 注 先

債権

先

管理先 管理債権

破綻先債権

破綻先

延滞債権

破綻 先

注

先

債権

破綻先
破 債権及びこ らに

る債権

的 的な経営破綻の事 が して
いる債務者

　破 続 、 続 、再 続
の 立て の事由により経営破綻に

っている債務者に する債権及びこ ら
に る債権

 元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続
していることその他の事由により元本又は
利息の取立て又は弁済の見込みがないもの
として未収利息を計上しなかった貸出金
（貸 却を行った部分を 。以 未
収利息不計上貸出金 とい 。）の 、

行令 条  の
から までに掲げる事由又は

に 定する事由が ている貸出金

 的 的な経営破綻の事 は して
いないものの、 な経営 の状 にあ
り、再建の見 しがない状況にあると め
ら る 的に経営破綻に っている債
務者

 債務者が経営破綻の状 には っていない
が、 状 及び経営 が し、 約
に った債権の元本の 収及び利息の 取
りがで ない の高い債権

リ ス ク 管 理 債 権

事業 事
業

以外の

事業 事
業

以外の

定 債 務 者 区 分 金 再 債 権 区 分

事業 事
業

以外の
貸出金

その他
の

債権
貸出金

その他
の

債権

その他
の

債権
貸出金

- -
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 貸 当金の期末残高及び期 の増減額

（単位：千円）

 貸出金 却の額

　　　　（単位：千円）

(3) 取

　　　　（単位：件、千円）

　 　

26,256

317,072

106,101,535

62件　　

77,383,817

22,187

5,070,946

147,484

125,255

71,055,088

42

15,53926,404

349,958

76,141,574

327,791

112,585,234

65

29,611

22,102

118,125,837

47

146,646

件　　

金　　額

22,886

5,859,373

23,290

9,882,417

71,498,186

件　　

令和３年度令和２年度
　　　

　　　 　 　

金 込

金取立  
金　　額

合　　　　　計
件　　 340,424

116,010,358

169,579

期末区　　　分

増加額 目的 その他

金　　額

金　　額

　　 　　

　　　

514貸出金 却額 33

5,510,991

期首

貸 当金 107,540   70,481     -               107,540   70,481     

その他

令和２年度

残高 増加額 目的残高

期　 期 減少額 期末 期首 期　 期 減少額

残高

70,481     

令和３年度

残高

45,630     

154,769   

-               118,995   109,138   

189,476   -               

45,630     -               70,481     

109,138   118,995   貸 当金 138,346   118,995   508          

189,476   508          

令和３年度

154,769   245,379   189,476   189,476   

　　　目 令和２年度

合　　計 245,887   

137,838   118,995   

- -
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(4) 有 に する

 有 残高

（単位：千円）

(注) 貸 有 は有 の とに区分して しています。

 有 残高

該当する取 はありま 。

 有 残 期間 残高

（単位：千円）

-               

-               -               債

-               

207,960  

期 債 -               

499,941  

-               

-               

-               

-               

-               

-               

その他の

債

-               

-               

-               -               

-               

期 債

-               

-               

-               -               

-               

-               

-               

令和３年度

債

-               

-               -               

債

-               -               

-               

899,928            

その他の

-               

-               

債 -               

-               -               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

債

-               -               

-               

-               

-               

-               -               

-

-               

3,758,442 604,4833,153,959

1年

-

3年以

そ の 他 の

合　　　計

令和２年度

債

　　　
1年以

-               

合計

-               

7年以

499,712  

499,220            

-               

-                            

-

1,303,894

-               

-               

令和２年度

- -

- -

499,080

-債

-

期 債

債

債

債

金 債

-                            

-                            

-

令和３年度 増　減

133

-

2,359,317

899,910

499,213

-

483,217

121,131

-

　　　

201,422  -               

200,000  

300,002  199,815  1,992,388

-               

499,928  200,000  -               

3年 7年

5年以

期間の定め

のないもの

10年

10年以

209,324  

金 債

-               

200,000  

-               

-               

1,876,100

778,779

-

499,265            

-               

-               

899,941            

2,901,589         

-                            

-                            

-                            

-                            

-                            

-                            

5年

-                            

-

2,012,930         

-               

-               -               

-               

200,000  

-               

債

金 債

-               

-               

-               

-               

-               

499,220  

-               

-               

-               

-               -               

-               

-               

499,265  

-               

-               

-               

-               -               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

-               

- -
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(5) 有 の

有 の

期 有目的の債

（単位：千円）

その他有

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度

-

　　　

債 - - - - -

額 貸 計上額貸 計上額 額

が貸

計上額を
るも

の

債 - - - - - -

債 - - - - - -

- -

金 債 - - - - - -

期 債 - - - -

-

そ の 他 の - - - - - -

債 - - - - -

- - - -

- -

-計 -

- -

債 - - - - - -

- -

債 - - - - - -

そ の 他 の - - - -

3,123,340 2,913,423 209,916 3,096,430 184,636

- -

- - - - - -

額 貸 計上額
取 又は

却 額

- - - - - -

170,645

が貸

計上額を
ない

もの

計

- - - - -

債 - -

金 債 - - - - - -

債

期 債 - - - -

-

合計

　　　
令和２年度 令和３年度

貸 計上額
取 又は

却

-貸
計上額

が取
又は

却 を
るも

の

- - - - - 

債

債

そ の 他 の - - - 

債 1,884,920 1,714,274 1,865,290

期 債 - - - - - - 

債 731,270 699,928 31,341 726,540 699,941

- - - - - 

債

- - - - - 

債

計 2,911,793

- - 

△ 7,080

- - - 

- 

192,920 200,000

期 債 - - - 

債 - - - 

債 194,680 200,000 △ 5,320

- - - - - 

5,334

- 

△ 6,790 1,162,310 1,189,002 △ 26,692

507,150 499,220 7,929 504,600

298,660

- - - 

26,598

499,265

1,712,587 152,702

- 

150,863

そ の 他 の - - - - - - 

計 486,550 498,660 △ 12,110 1,355,230 1,389,002 △ 33,772

合計 3,609,890 3,412,084 197,805 4,451,660 4,300,796

貸
計上額

が取
又は

却 を
ない

もの

291,870

- 

- -
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 金 の の

該当する取 はありま 。

 リ 取 、金 リ 取 、有 連 リ 取

該当する取 はありま 。

2 済取

(1) 期 済 約高 期 済 有高

（単位：千円）

済

定期 済

済

が 済

定期 済

年金 済

　建 済

(注) 1 金額は、 金額（が 済はが 済金額、 済及び定期 済は

  金額（ 加 た定期 約金額 を ）、年金 済は 加 た定期

  約金額）を しています。

2 こ も 済は、 済の 書を しています。

3 年度以 に 約 た 、こ も、 、年金の 済 約に

  ましては、 合 済に合算して しています。

4 済は と 済連の２ にて 分 しており、 済 約が 期を

  ら たり、 事 が た 合に当 が 済 ましては、再

  済（再 ）に しています。（ 期 済に いても です。）

(2) 済の 済金額 有高

（単位：千円）

- -

(注)  済の金額は上 に 済金額、 に 済金額、が 済及び定期

　　 済の金額は 済金額に いて しています。

572,311 653,840

合　　　計

済

653,840572,311--

定 期 済

149,088

1,761 119,787

3,126

25,812

3,518

168,271

有高

754,395,388

1,771,800-

12,937

令和２年度

約高

66,087,521

1,213

11,515 138,941

令和３年度

令和２年度

12,966,954

1,234,000 45,599,332 42,612,532

-

49,132,960 398,251,605

3,775,410

816,300

-

48,000

130,928,537

4,536,300 107,000 4,016,250

374,641 2,368,029

1,422

約高 有高

　　　

こ も 済

合

済

合　　　計

済

　　　

が 済

30,000

26,175

令和３年度

約高 有 約高 約高 有 約高

3,958,320

219,463,063

6,198,400

208,123,766

813,500 792,000

8,113,400

10,313,910

2,383,6003,119,500

--

2,974

764,483,740

145,844,109

-

-

383,524,651

50,000

-

51,078,320

360,844 2,012,016

2,041,700

71,531,938

- -
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(３) 済 済 定 度 済の 済金額 有高

（単位：千円）

(注) 金額は、 済は 済金額に いて、 済は 済金額または

年金額に いて、 定 度 済は 定 度 済金額を しています。

(4) 年金 済の年金 有高

（単位：千円）

(注) 金額は、年金年額（利 年金にあっては、 年金額）を しています。

(5) 期 済 約高

（単位：千円）

(注) 1 金額は、 金額を しています。

2 済、 済、 済は 金 額です。

合　　　計

　　　

年 金

年 金

1,800,000944,900

-1,664,956

済

済

済

済

定 度 済 890,600 889,100

409,616 3,847,988

済

（ 金 ）

（ 定 期 年 金 ）

済

合　　　計

令和２年度

　金
　　　

済

定 額 定 期 済

1,598,115

251,187265,034

1,304

令和３年度

49,750,500

35,617 34,542

金　額

27,726,240

　金

1,909,134 1,882,467

1,879

20826,000

28,577,670

26,000192

1,586,486

62,224,000 8,7388,295

3,795,363

令和３年度令和２年度

済

　　　
有高約高 有高

4,205,470470,779

約高

有高約高 有高

695,606

令和２年度

3,733,150

金　額

548,400

84,800

1,490,100

199,020

383,800

5,398,106

143,720

1,643,490-

令和３年度

265,315

265,315 5,438,854695,606

87,300

1,074,200

約高

- 1-
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3 業 連事業取

（1） 取 （ 資 ）取

（単位：千円）

高 高

　　　　　 1,196,505 230,853 1,207,179 243,209

　　　　　 601,554 69,214 667,253 68,679

　 　 712,575 77,978 685,619 73,994

　業　 　 2,346 197 2,023 186

　　　　　 1,058,770 195,491 1,077,769 205,649

その他 資 1,480,981 212,312 1,100,225 163,204

合　　　　　計 5,052,735 786,045 4,740,070 754,923

（2） 取

 

（単位：千円）

取 高 取 高

171,166 9,638 135,013 8,301

その他 101,123 3,671 80,885 4,509

272,289 13,309 215,899 12,810

り 2,944,770 88,344 2,299,036 68,972

732,151 21,965 711,091 21,333

リ 546,013 16,380 534,768 16,043

ス 188,232 5,647 159,709 4,791

220,350 6,611 183,600 5,508

にら 123,042 3,691 121,858 3,656

343,809 10,314 319,678 9,590

その他 216,859 6,498 219,525 6,691

45,787 1,374 36,838 1,105

目 り 77,776 2,333 70,216 2,106

なし 501,780 15,053 315,093 9,453

その他 39,062 1,172 31,631 971

134,853 4,046 151,739 4,586

加 43,390 1,175 37,722 1,132

6,157,875 184,604 5,192,513 155,939

2,126,065 29,404 2,199,457 30,763

その他 255,359 4,330 232,828 4,030

2,381,424 33,734 2,432,285 34,793

8,811,588 231,647 7,840,697 203,542

計

計

令和２年度

令和３年度令和２年度

令和３年度
　　　

　　　

計

合計

- 2-
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 取

（単位： 、千円）

取 取 高 取 取 高

511,919 5,450,495 619,965 5,353,277

- 20,602 - 22,165

511,919 5,471,097 619,965 5,375,442

（3） 管事業取

（単位：千円）

管 4,741 4,708

- -

管 収 619 506

5,360 5,215

管 431 -

管 6,165 5,323

6,596 5,323

（4） 加 事業取

（単位：千円）

加 上高 16,091 9,139

収 高 10,655 -

加 その他収益 554 377

益 その他収益 5,403 -

32,705 9,516

加 8,577 6,259

7,459 -

加 その他 1,235 107

その他 70 -

その他 3,787 -

21,130 6,367

（5） 事業

（単位：千円）

収 297,169 331,592

益 297,169 331,592

175,599 185,569

175,599 185,569

計

　　　目

　　　

計

計

収

益
計

計

令和３年度令和２年度

令和３年度令和２年度

令和３年度令和２年度

令和２年度 令和３年度

　　　

　　　

計

計

- -
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（6） 利 事業及びその他事業取

（単位：千円）

事業 75,848 86,499

16,951 17,660

20,111 33,843

予 24,582 23,429

5,889 4,911

ス 34,450 35,098

7,586 7,682

その他 12,579 9,474

198,000 218,600

事業 4,974 10,335

15,029 14,951

5,111 13,033

予 17,814 17,641

3,617 2,863

ス 2,857 3,115

5,787 6,978

業務 111,451 117,367

その他 2,777 2,719

169,422 189,006

4 その他事業取

(1) 取 （ 資）取

（単位：千円）

高 高

　　　 297 61 360 89

　 　 　 2,856 232 3,729 380

　 　 　 230,049 47,211 218,694 46,614

　　 　　 32,137 160 35,611 169

　　 　　 63,005 9,488 66,369 9,361

    20,662 2,238 21,030 2,332

日 99,825 11,995 109,363 10,211

　 　 　 134,800 32,080 134,789 13,656

その他 資 48,850 2,967 44,298 4,556

合　　　　　計 632,484 106,432 634,247 87,373

収

益

　　　

　　　

令和２年度 令和３年度

計

計

令和３年度令和２年度

- -
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(2) 事業取

（単位：千円）

収益 110,419 132,240

予 収益 9,174 11,704

収益 47,250 56,574

46,872 52,967

支援収益 39,010 54,624

高 19,897 20,323

その他 5,201 6,995

277,826 335,429

務 179,337 205,119

高 20,593 20,565

25,820 29,367

11,144 13,028

その他 2,274 2,957

239,169 271,038

(3) 事業取

（単位：千円）

収益 1,574 -

収益 482,353 526,464

483,928 526,464

1,485 -

351,735 315,968

353,221 315,968

5 事業
（単位：千円）

事業 金 10,578 4,268

収 56,603 55,562

67,181 59,830

営 53,692 65,797

4,569 5,408

15,728 15,866

73,990 87,072

計

計

収

益

計

貸 事業

計

収

益

計

　　　目

計

収

支

出

令和２年度 令和３年度

令和２年度

　　　目 令和３年度令和２年度

令和３年度　　　目

貸 事業収益

- -
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 経営

1 利益

(注)

 1 資 経 利益 　 経 利益 資 （債務 見返を ） 残高 100

 2 資本経 利益 　　　 経 利益 資 定 残高 100

 3 資 当期 利益

当期剰余金（ ） 資 （債務 見返を ） 残高 100

 4 資本当期 利益 当期剰余金（ ） 資 定 残高 100

2 貸
（単位： ）

(注)

 1 貸 （期　　末） 貸出金残高 金残高 100

 2 貸 （期 ） 貸出金 残高 金 残高 100

 3 （期　　末） 有 残高 金残高 100

 4 （期 ） 有 残高 金 残高 100

（単位： ）

　　目 令和２年度 令和３年度 増　　減

資 経 利 益 0 30 0 21 △0 09

資 本 経 利 益 5 08 3 63 △1 45

資 当期 利益 0 19 0 16 △0 02

資 本 当 期 利 益 3 20 2 84 △0 36

区　　分 令和２年度 令和３年度 増　　減

貸
期　　末 25 45 26 13 0 68

期

期　　末 1 79 2 15 0 36

期 1 59 1 81 0 22

25 50 25 59 0 09

- -
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資本の の状況

1 資本の に する事
（単位：千円、 ）

資本にかかる 目

出資又は 積的 先出資に る 合 資本の額 10,769,832 11,110,444

、出資金及び資本 金の額 5,091,868 5,086,319

、再 積立金の額 0 0

、利益剰余金の額 5,752,278 6,100,749

、外部 出予定額　（△） 50,527 50,450

、上 以外に該当するものの額 △ 23,787 △ 26,174

資本に る 目の額に算 る 当金の合計額 70,481 45,630

、 貸 当金 資本算 額 70,481 45,630

、 当金 資本算 額 0 0

資本 の額の 、 資本に る 目の額に ま る額 0 0

、 出資金の額 0 0

、上 以外に該当するものの額 0 0

的 による資本の増 に する を て 行 た資本 の額の 、

資本に る 目の額に ま る額

再 額と再 の 額の 額の に相当する額の 、

資本に る 目の額に ま る額

資本にかかる 目の額 （ ） 11,400,284 11,570,828

資本にかかる 目

定資 （ に るものを 。）の額の合計額 18,056 15,457

、の に るものの合計額 0 0

、の 及び に るもの以外の額 18,056 15,457

延 金資 （ にかかる るものを 。）の額 0 0

当金不 額 0 0

取 に い増加した 資本に相当する額 0 0

債の により た 額であって 資本に算 る額 0 0

払年金 の額 21,420 21,204

有 出資 （ 資 の部に計上 るものを 。）の額 0 0

図的に 有している他の金 の 資本 の額 0 0

少 出資金 の 出資 の額 0 0

定 目に る 額 0 0

、その他金 の 出資 に該当するものに 連するものの額 0 0

、 に る 定資 に 連するものの額 0 0

、 延 金資 （ に るものに る。）に 連するものの額 0 0

定 目 額 0 0

、その他金 の 出資 に該当するものに 連するものの額 0 0

、 に る 定資 に 連するものの額 0 0

、 延 金資 （ に るものに る。）に 連するものの額 0 0

資本に る 目の額 （ ） 39,476 36,662

資本

資本の額（（ ） （ ）） （ ） 11,360,807 11,534,165

リスク

リスク の額の合計額 83,660,755 83,988,845

、経 によりリスク の額に算 るものの額の合計額 3,110,944 3,072,246

、他の金 クス 0 0

、 再 額と再 の 額の 額に るものの額 3,110,944 3,072,246

、上 以外に該当するものの額 0 0

リスク相当額の合計額を で して た額 9,048,254 8,660,818

リスク 額 - -

リスク相当額 額 - -

リスク の額の合計額 （ ） 92,709,009 92,649,663

資本

資本 （（ ） （ ）） 12 25 12 44

 (注)　１ 業 合がその経営の を するための （ 18年金 2 ）に 算出しております。

　　　２ 当 は、 リスク 額の算出にあっては 的 、 金 資 の に いては リスク 減 の を、

　　　　 リスク相当額の算出にあたっては 的 を しています。

　　　３ 当 が有するす ての 資本とリスクを して、 資本 を計算しています。

559,970 414,753

　　　　　目 令和２年度 令和３年度

0 0

- -
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2  資本の 度に する事

 リスクに する 資本の額及び区分 との
（単位：千円）

クス の リスク 額 資本額 クス の リスク 額 資本額

期末残高 期末残高

2,627,935 - - 2,699,431 - -

2,018,515 - - 2,908,225 - -

- - - - - -

- - - - - -

4,741,825 - - 4,365,568 - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

500,076 - - 500,121 - -

- - - - - -

138,085,822 27,617,164 1,104,687 142,092,830 28,418,566 1,136,743

1,670,059 1,293,967 51,759 1,893,409 1,596,191 63,848

8,850,240 5,703,348 228,134 9,229,767 5,936,404 237,456

11,613,676 4,047,547 161,902 11,846,601 4,126,911 165,076

5,135 4,667 187 2,580 0 0

351,458 305,983 12,239 301,067 252,911 10,116

71,534 14,306 572 34,459 6,891 276

23,291,163 2,297,881 91,915 25,795,990 2,547,729 101,909

- - - - - -

430 - - - - -

1,203,493 1,201,634 48,065 1,218,483 1,216,624 48,665

（ 出資 の クス ） 1,203,493 1,201,634 48,065 1,218,483 1,216,624 48,665

（ な出資の クス ） - - - - - -

24,075,169 38,063,308 1,522,532 22,815,473 36,814,367 1,472,575

（ 他の金 の 資本
の 出資

及びその他の外部 連
に該当するもの以外のもの

に る クス ）

- - - - - -

（ 金 又は 業
合連合 の 資本 に
る クス ）

9,335,710 23,339,275 933,571 9,335,754 23,339,386 933,575

（ 定 目の 目に算
ない部分に る クス

）
- - - - - -

（ の 決権の 分の を
る 決権を 有している他の金

に るその他外部 連
に する クス ）

- - - - - -

（ の 決権の 分の を
る 決権を 有していない他の金

に るその他外部
連 に る 額を上 る
部分に る クス ）

- - - - - -

（ 上 以外の クス ） 14,739,459 14,724,033 588,961 13,479,718 13,474,981 538,999

- 3,110,944 124,438 - 3,072,246 122,890

- - - - - -

219,106,539 83,660,755 3,346,430 225,704,012 83,988,845 3,359,553

- - - - - -

- - - - - -

219,106,539 83,660,755 3,346,430 225,704,012 83,988,845 3,359,553

金

令和２年度 令和３年度

合計（ リスク の額）

的 を する クス 計

リスク相当額 8

算 連 クス

行

が の

決済 行

外 の 及び 行

が の 及び 行

外 の 以外の 部

上 以外

経 によりリスク の額に
算 るものの額

他の金 の 資本 に
る クス に る経 によ
りリスク の額に算 な
かったものの額（△）

が の

金

出資

済約 貸

経済 支援 によ
る

取立未済

月以上延滞

不 取 事業

当権

業 及び

金 及び 金 取 業者
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リスク 資本額 資本額

に する 資本の額

361,930 346,432

資本額 資本額

3,708,360 3,705,986

(注)

1 リスク 額 の には、 リスク 減 のリスク 額を クス の とに しています。

2 クス とは、リスクに ら ている資 （ スを ）のことをいい、 的には貸出金 有 が該

　当します。

3 月以上延滞 とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上延滞している債務者に る クス 及び 金

   及び 金 取 業者 、 においてリスク が１ になった クス のこ

　とです。

4　 出資 とは、出資 クス 、 な出資の クス が該当します。

5　 経 によりリスク の額に算 るもの とは、 の再 額金に る経 によるリスク の額お

　　よび 目にかかる経 により、なお の によるものとしてリスク の額に算 したものが該当します。

6 上 以外 には、 金 外 の 及び 行 決済 行 外 の 以外の 部

   行 取立未済 未決済取 その他の資 （ 定資 ） 間 算 加者 リスク 減 として いる または

　ク リ の免 額が ま ます。

7 当 では、 リスク相当額の算出にあたって、 的 を しています。

　　 リスク相当額を で して た額の算出 （ 的 ）

 　　　（ 利益（ の の 合に る） １ ）の ３年間の合計額）

92,709,009

 ３年間の 利益が の であった年

（ 利益（ の の 合に る） １ ）の ３年間の合計額

92,649,663

資本額計

リスク （分 ）計 リスク （分 ）計

8,660,818

的

9,048,254

リスク相
当額を で して た額

リスク相
当額を で して た額
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3 リスクに する事

 的 に する事

　当 では 資本 算出にかかる リスク 額は に定める 的 によ

り算出しています。また、 リスク の算出にあたって、リスク の 定に

当たり する は のとおりです。

( ) リスク の 定に当たり する は、以 の による

     のみ し、 は しないこととしています。

資 （ ）

日本 （ ）

ス ス ク（ ）

（ ）

スリ （ ）

(注)

1 リスク とは、当該資 を 有するために な 資本額を算出するための 目のこと

　です。

( ) リスク の 定に当たり する の または リ リスク

     ス は、 に以 のとおりです。

日本

, , , ,

（ 期）

, , , ,

（ 期）

金 クス

クス

クス

クス リ リスク ス
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 リスクに する クス （ 、業 、残 期間 ）及び 月以上延滞 クス
　 の期末残高

（単位：千円）

貸出金 債 貸出金 債

業 175,115 175,115 - - 174,699 174,699 - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

建 不 業 133,130 133,130 - - 110,163 110,163 - -

ス
業

- - - - - - - -

業 500,076 - 500,076 - 500,121 - 500,121 -

金 業 133,988,565 1,367,268 - - 139,250,512 1,367,312 - -

ス業
6,991,266 1,455,206 - - 5,969,758 1,725,668 - -

日本
6,760,341 3,840,687 2,919,654 - 7,273,794 3,464,417 3,809,376 -

上 以外 232,696 232,696 - - 194,644 194,644 - -

44,985,246 44,903,134 - 351,458 47,817,188 47,738,728 - 301,067

その他 25,340,100 - - - 24,413,129 - - -

業 残高計 219,106,539 52,107,238 3,419,731 351,458 225,704,012 54,775,635 4,309,498 301,067

１年以 136,391,510 314,838 - 142,725,688 331,531 301,326

１年 ３年以 1,870,002 1,368,658 501,343 1,489,564 1,289,441 200,122

３年 年以 2,060,354 2,060,354 - 2,710,940 2,210,779 500,161

年 年以 3,324,940 2,614,661 710,278 3,285,271 3,076,505 208,765

年 １ 年以 3,998,226 3,797,564 200,661 3,445,659 3,042,846 402,812

１ 年 42,634,744 40,627,297 2,007,446 46,359,136 43,662,826 2,696,309

28,826,761 1,323,863 - 25,687,752 1,161,703 -

残 期間 残高計 219,106,539 52,107,238 3,419,729 225,704,012 54,775,635 4,309,498

(注)

1 リスクに する クス の残高には、資 （ 資本 となるもの、リスク の

　みなし計算が る クス に該当するもの、 クス に該当するものを

　 ） びに ス取 を みます。

2 貸出金 とは、貸出金の か、 及びその他の リ 以外の ス

   クス を でいます。 とは、 約した期間および 資 の で、

   お の に 、金 が 資を 行する 約のことをいいます。 貸出金 には

　 の 資 残額も めています。

3 月以上延滞 クス とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞し

　ている クス をいいます。

 当 では の 定 た リ で事業 を行っているため、 の区分は しております。

月以上延滞
クス

令和３年度

期 の定めのないも
の

リスクに
する クス

の
残高

月以上延滞
クス

令和２年度

リスクに
する クス

の
残高
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 貸 当金の期末残高及び期 の増減額
（単位：千円）

目的 その他 目的 その他

107,540 70,481 - 107,540 70,481 70,481 45,630 - 70,481 45,630

138,346 118,995 508 137,838 118,995 118,995 109,138 - 118,995 109,138

 業 の 貸 当金の期末残高 期 増減額及び貸出金 却の額
（単位：千円）

目的 その他 目的 その他

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

建 不 業 - - - - - - - - - - - -

ス
業

- - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

金 業 - - - - - - - - - - - -

ス業
- - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - -

138,346 118,995 508 137,838 118,995 514 118,995 109,138 - 118,995 109,138 33

業 計 138,346 118,995 508 137,838 118,995 514 118,995 109,138 - 118,995 109,138 33

(注)　当 では の 定 た リ で事業 を行っているため、 の区分は しています。

 リスク 減 の残高及びリスク 1250 を する残高
（単位：千円）

リスク

リスク 2

リスク 4

リスク １

リスク ２

リスク ３

リスク

リスク

リスク １

リスク １

リスク 250

その他

(注)

1　 リスクに する クス の残高には、資 （ 資本 となるもの、リスク のみなし計算が

　　 る クス に該当するもの、 クス に該当するものを ） びに ス取 及び

　　 取 の 相当額を みます。

2　 あり には クス のリスク 定において を しているもの、 なし には クス

 　 のリスク 定において を していないものを しています。なお、 は による

　　 のみ しています。

3　経 によってリスク を した クス に いては、経 のリスク によって

　　 計しています。また、経 によってリスク を算 したものに いても 計の としています。

4   1250 には、 決済取 に るもの、 リスク 減 として いる 又はク リ の免 額

　　に るもの、 な出資に る クス な リスク 1250 を した クス があります。

貸 当金

貸 当金

期
増加額

期 減少額期 減少額 期末
残高

-

貸出金
却

貸出金
却

あり

令和３年度

なし

-

期首
残高

期
増加額

期 減少額 期末
残高

期首
残高

期
増加額

期 減少額 期末
残高

　

区　　分

令和２年度

令和２年度

期首
残高

期首
残高

令和３年度

期
増加額

-

-

計

11,361,932

25,477,279

143,528,640

11,798,368

334,816

-

-

期末
残高

11,571,919

22,978,805

139,384,414

-

-

-

-

- 222,217,484

-

222,217,484

-

-

-

-

7,401,684

19,389,834

147,945

10,879,397

22,978,805

139,384,414

- 228,776,258228,776,258

-

-

9335754

11,361,932

25,477,279

143,528,640

11,798,368

334,816

-

-

計

リス
ク 減

残高

-

-

-

433,181

あり

-

- -

なし

10,879,397

-

- 11,571,919

-

- 176,064

-

-

-

-

-

20,380,578

令和３年度

7,401,684

19,389,834

147,945

リスク 　1250

9,335,710 9335710 - 9,335,754

176,064

-

-

-

-

-

7,077,411

433,181

7,077,411

-

20,380,578

計

令和２年度

-
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4  リスク 減 に する事

 リスク 減 に するリスク管理の 及び 続の
　　 リスク とは、 資本 算出にお る リスク 額の算出において、 クス

　 に して 定の 件を たす が 定 ている 合に、 クス のリスク に て、

　 に するリスク を するな リスク 額を 減する です。

　　当 では、 リスク 減 を 資本 算出 にて定めています。

　　 リスク 減 として、 金 資 、 、 貸出金と 合 金の相 を しています。

　　 金 資 取 とは、 クス の リスクの 部または 部が、取 相 または取 相 のため

　に 者が する 金 資 によって 減 ている取 をいいます。当 では、 金 資 取 に

　 いて リスク 減 の を いています。

　　 に いては、 債権の債務者よりも いリスク が る 、 が の 、

　 金 、 が の 、外 の 以外の 部 、 行、及び金 または

　 金 取 業者、こ ら以外の で 期 が または ３以上の を しているものを

　とし、 クス の に た 部分に いて、 債権のリスク に て、

　 のリスク を しています。

　　貸出金と 合 金の相 に いては、 取 相 の債務 、破 続 の決定その他こ らに する事由にか

　か ら 、貸出金と 合 金の相 が 的に有 であることを す 分な を有していること、 の取 相

　との間で相 約 にある貸出金と 合 金のい かの においても 定することがで ること、 合 金

　が継続 ないリスクが 及び管理 ていること、 貸出金と 合 金の相 の額が、 および管理 て

　いること、の条件をす て たす 合に、相 約 にある貸出金と 合 金の相 の額を リスク 減

　 の クス 額としています。

　　 に する 及び管理 は、 定の のもと定期的に 及び の見 し行っています。なお、

　 な の は 合 金です。

 リスク 減 が た クス の額
（単位：千円）

金 資 金 資

- - - -

- 500,076 - 500,121

- - - -

- - - -

4,809 - 3,206 -

業 及び 37,634 1,515,550 26,673 1,607,038

当権 - - - -

不 取 事業 - - - -

月以上延滞 - - - 832

算 連 - - - -

上 以外 - 19,483 - 5,921

合計 42,444 2,035,111 29,879 2,113,913

(注)

1 クス とは、リスクに ら ている資 （ スを ）のことをいい、 なものとして

　は貸出金 有 が該当します。

2 月以上延滞 とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上延滞している債務者に る クス

   及び 金 及び 金 取 業者 、 においてリスク が

   １ になった クス のことです。

3 上 以外 には、 金 外 の 及び 行 決済 行 外 の 以外の 部

   行 取立未済 未決済取 その他の資 （ 定資 ）が ま ます。

令和３年度

金 及び 金 取
業者

金

区分
令和２年度

が の
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5 取 及び 期決済期間取 の取 相 のリスクに する事

該当する取 はありま 。

6 クス に する事

該当する取 はありま 。

7 出資その他こ に する クス に する事

 出資その他こ に する クス に するリスク管理の 及び 続の

　　 出資その他こ に する クス とは、 に貸 上の有 定及び外部出資 定の 又は

　出資として計上 ているものであり、当 においては、こ らを および 連 、 その他有 、

　 および 外出資に区分して管理しています。

  ( ) および 連 に いては、経営上も な連 を図ることにより、当 の 事業のより 的 営を目的

　　として、 を 有しています。こ らの 経営に いては 期の決算書 の分 の他、 月定期的な連 を

　　行 な業況 に めています。

  ( ) その他の有 に いては 期的な 目的で 有するものであり、 な リスクの および

　　 に めています。 的には、 経済見 しな の 資 分 及び リ の状況 な

　　 を し、理事 で を定めるとともに経営 で する を定期的に して、日 的な

　　 及び 決定を行っています。 部 は理事 で決定した 及び で決定 た取 な

　　 に 、有 の リスク を行っています。 部 が行った取 に いては 管理部 が

　　な 行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営 に しています。

  ( ) 出資に いては、 としての の を た経営 況の に加 、日 的な を た連合

　　 の 務 を めており、 外出資に いても の を行っています。

　　

　　　なお、こ らの出資その他こ に する クス の に いては、( ) および 連 に い

　　ては、取 を し、 の状況に て外部出資 当金を、( )その他有 に いては を

　　行った上で、取 との 額に いては、 その他有 額金 として 資 の部に計上しています。

　　( ) および 外出資に いては、取 を し、 の状況に て外部出資 当金を 定してい

　　ます。また、 な 計 の があ 、注 にその することとしています。

 出資その他こ に する クス の貸 計上額及び
（単位：千円）

貸 計上額 額 貸 計上額 額

上　 - - - -

上 9,171,935 9,171,935 9,186,925 9,186,925

合　計 9,171,935 9,171,935 9,186,925 9,186,925

（注） 額 は、 のあるものは 、 のないものは貸 計上額の合計額です。

 出資その他こ に する クス の 却及び 却に 益

（単位：千円）

却益 却 却額 却益 却 却額

- - - - - -

令和２年度 令和３年度

令和２年度 令和３年度

- -
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 貸 で 、 益計算書で ない 益の額（ 有目的区分をその他有
  としている 出資の 益 ）

（単位：千円）

益

- - -

 貸 及び 益計算書で ない 益の額（ 連 の 益 ）

（単位：千円）

益

- - -

8 リスク のみなし計算が る クス に する事

該当する取 はありま 。

9 金利リスクに する事

 金利リスクの算定 の
　　金利リスクとは、金利 に い を るリスクで、資 と 債の金利又は期間の ス が する で金利

　が することにより、利益が減少ないし を るリスクをいいます。

　　当 では、金利リスク を計算する の 本的な事 を 金利リスク 計算 に、またリスク の管理

　 にかかる事 を 余 金 にかかるリスク管理 続 に定め、 なリスク に めています。

　的な金利リスク管理 および 続に いては以 のとおりです。

（ ）リスク管理の および 続の

　 リスク管理および計 の とする金利リスクの および に する

　　　当 では、金利リスクを なリスクの として し、 な管理 のもとで他の リスクと 的に

　　管理をしています。金利リスクの 行 定の金利リスク（ ）に いては、 の管理 の 定

　　 リ の な により な管理に めています。

　 リスク管理およびリスクの 減の に する

　　　当 は、 のもと、 資本に する の の管理 収支 の分 な を

　　行いリスク 減に めています。

　 金利リスク計 の 度

　　　 月末を 日として、月 で を計 しています。

（ ）金利リスクの算定 の

　 当 では、経済 スの金利リスク （ ）に いては、金利 にかかる 日 の

　　 に 計算 た と、 的な金利 クを た に 計算

　　 た の により算出しており、金利 クの は、上 、 、ス

　　 の３ リ による金利 ク（ とに なる ク ）を しております。

　 金に り当てら た金利 定の 期

　　　 金に り当てら た金利 定の 期は１ ２ 年です。

　 金に り当てら た の金利 定 期

　　　 に り当てら た の金利 定 期は 年です。

益

-

令和２年度 令和３年度

令和２年度 令和３年度

益

-

- -
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　 金 の 期の り当て ( 金 )およびその

　　　 金 の 期の り当て に いては、金 が定める 的な を しています。

　 定金利貸出の期 返済 定期 金の 期 約に する

　　　 定金利貸出の期 返済 定期 金の 期 約に いて していま 。

　 の の 計 およびその

　　　 に算出した金利リスクの を合算しています。 間の相 は していま 。

　 ス に する （計算にあたって 金利 に めるか か）

　　　 定の を いたス を して を しています。なお、当該ス は金利

　　 クの 定上は不 としています。

　 部 の 、 および に な を及 すその他の

　　　 部 は しておりま 。

　 事業年度末の からの に する

　　　 の 事業年度末からの は、貸出金の増加によるものです。

　 計 の に するその他の

　　　該当ありま 。

（ ） および 以外の金利リスクを計 している 合にお る、当該金利リスクに する事

　 金利 クに する

　　　リスク資本配 管理として で計 する リスク を算定しています。

　 金利リスク計 の およびその ( に、 資本 に 定 的 の となる およ

　　び と なる

　　　 ありま 。

 金利リスクに する事
（単位： 円）

当期末 期末 期末

1 1,335 1,324 211

2 0 0 0

3 1,381 1,399

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 1,381 1,399 211

8

当期末

上

１：金利リスク

202

202

期末

ス

期金利上

期金利

0

当期末

11,36011,534資本の額

- -
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 連結

1 の 況

(1) の事業

　令和３年度において、 みなみ は、当 、 （

ス みなみ、 あ り みなみ、 リ すかが 、

、 しらか リ、 あ り いしか ）で

ています。

　この 、令和３年度において連結 資本 を算出する となる連結 は で

す。なお、連結 資本 を算出する となる連結 と、連結 務 に

連結の に ま る に、相 はありま 。

　なお し は、 図（ １３ ）を い。

(2) の状況

（単位：千円、 ）

たる営業
又は事務 の 業務の 立年月日

資本金又は出
資金

当 の
決権

当 及び他
の の

決権

29-1

業、 業、
業、

ス 業、
業

理及び 業他

13年
2月1日

30,000 100 100

54
及び

業
15年

2月3日
20,000 100 100

1
1

業の
に する事業他

27年
7月1日

39,500 99 99

和
10-4

の 、
リ ス不 、

理

4年
4月17日

10,000 100 100

和
10-4

業 、
業経営、
の 加 、

22年
12月24日

10,000 99 99

当
109-8

業 、
業経営、
の 加 、

、

25年
3月1日

10,000 99 99

令和 年度より、 ス みなみと あ り みなみが合 し、

　 ス みなみとして 続しております。

ス
みなみ

あ り みなみ

リ
すかが

しらか リ

あ り
いしか
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(3) 連結事業 況

　  連結事業の 況

　　  事業の 況

　令和３年度の当 の連結決算は、 （ ス みなみ、

あ り みなみ、 リ すかが 、 、

しらか リ、 あ り いしか ）を連結し、連結決算の

は連結経 利益 ２千円で、連結 資本 は１２ となりました。

　　

　　  連結 の事業 況

　　　 ス みなみ

　当 は、 の 事業、 事業及び 事業、 事業、 ス事業を営み、

上高は ３ ２ 千円を計上し、当期利益は、２ １ 千円となっています。

　 あ り みなみ

　当 は、 事業、 事業を営み、 上高は ２ 千円を計上し、当期利

益は、 １ 千円となっています。

　 リ すかが

　当 は、 業の に する事業を営み、 上高は２ 千円を計上し、当期

は、２ 千円となっています。

　

　当 は、 事業、リ ス不 事業に する事業を営み、 上高は１ ３２

千円を計上し、当期利益は、２２ 千円となっています。

　 しらか リ

　当 は、 業の に する事業を営み、 上高は１１ ３ ３千円を計上し、当期

利益は、３ ３２ 千円となっています。

　 あ り いしか

　当 は、 業の に する事業を営み、 上高は１ 千円を計上し、当期

は、 千円となっています。
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(4) 年間の連結事業年度の な経営

（単位：千円、 ）

29年度 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

連結経 収益（事業収益） 24,330,989 24,633,937 23,248,507 21,962,799 21,862,900

事業収益 1,562,562 1,571,321 1,486,449 1,455,913 1,527,600

済事業収益 1,847,300 1,763,057 1,660,983 1,668,487 1,714,811

業 連事業収益 13,887,778 14,235,352 13,742,254 13,469,803 12,704,479

その他事業収益 6,904,850 6,935,163 6,291,412 5,301,858 5,856,428

営 事業収 128,501 129,043 67,408 66,739 59,582

連結経 利益 464,516 426,037 522,034 651,609 465,672

連結当期剰余金 352,392 266,979 369,627 446,882 393,042

連結 資 額 13,313,426 13,474,577 13,618,814 13,921,238 14,200,791

連結 資 額 207,283,663 212,834,619 217,075,245 223,594,325 230,109,275

連結 資本 13 56 13 65 12 53 12 60 12 84

(注)

 1 連結経 収益は 事業収益の合計額を しています。

 2 当期剰余金は、 行 の当期利益に相当するものです。

 3 業務の取り いは行っていま 。

 4 連結 資本 は、 業 合 がその経営の を するための

　（ １ 年金 ２ ）に 算出しております。

　　　目
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(5) 連結貸

（単位：千円）

1 事業資 196,952,534 204,509,592

(1) 金 2,696,863 2,751,291

(2) 金 138,093,246 142,156,846

(3) 有 3,609,890 4,451,660

(4) 貸出金 51,124,675 53,898,117

(5) その他の 事業資 942,221 858,164

未収収益 863,080 816,966

その他の資 79,140 41,198

(6) 債務 見返 669,692 542,182

(7) 貸 当金 △ 184,055 △ 148,669

2 済事業資 9,823 10,448

(1) 済貸 金 430 -

(2) 済未収利息 10 -

(3) その他の 済事業資 9,383 10,448

3 経済事業資 7,027,972 5,859,523

(1) 取 265 901

(2) 経済事業未収金 1,633,715 1,610,995

(3) 経済 債権 204,164 204,120

(4) 資 4,981,026 3,829,284

(5) その他の経済事業資 224,904 227,946

(6) 貸 当金 △ 16,105 △ 13,726

4 資 910,683 815,329

5 定資 9,327,725 9,538,834

(1) 有 定資 9,307,977 9,520,333

建 10,761,743 11,020,287

1,432,924 1,728,784
5,061,350 5,019,025

リ ス資 228,239 219,005

建 定 84 24

その他の有 定資 1,726,837 1,746,313

減 却 計額 △ 9,903,202 △ 10,213,107

(2) 定資 19,748 18,501

6 外部出資 9,040,546 9,055,536

(1) 外部出資 9,042,405 9,057,395

(2) 外部出資 当金 △ 1,858 △ 1,858

7 に る資 29,415 29,119

8 延 金資 295,624 290,891

223,594,325 230,109,275資 の部合計

（　資　 　の　部　）

令和２年度 令和３年度
科　　　目

令和3年2月末日 令和4年2月末日

- -― 90 ―



（単位：千円）

1 事業 債 204,619,779 210,649,583

(1) 金 201,223,712 206,848,818

(2) 金 1,743,922 1,635,977

(3) その他の 事業 債 982,451 1,622,603

未払 28,517 20,803

その他の 債 953,933 1,601,800

(4) 債務 669,692 542,182

2 済事業 債 1,159,374 1,027,127

(1) 済資金 698,790 558,674

(2) 未経 済 加収 455,757 462,050

(3) 済未払 4,544 6,290

(4) その他の 済事業 債 281 111

3 経済事業 債 907,389 1,116,021

(1) 経済事業未払金 643,679 676,631

(2) 経済 債務 145,433 310,627

(3) その他の経済事業 債 118,277 128,762

4 金 15,200 340,000

5 債 948,098 818,966

6 当金 1,135,429 1,079,488

(1) 当金 82,706 77,174

(2) に る 債 912,358 863,010

(3) その他 当金 140,364 139,303

7 再 に る 延 金 債 887,814 877,296

209,673,087 215,908,484

1 合 資本 11,535,031 11,897,792

(1) 出資金 5,053,016 5,047,467

(2) 資本剰余金 38,852 38,852

(3) 利益剰余金 6,468,027 6,838,732

利益 金 2,380,579 2,467,079

目的積立金 2,593,725 2,894,434

積立金 380,000 405,000

当期未 分剰余金 1,113,723 1,072,219

(4) 分未済 分 △ 23,787 △ 26,174

(5) の 有する 合出資金 △ 1,077 △ 1,086

2 算 額 2,365,977 2,283,833

(1) その他有 額金 144,042 109,858

(2) 再 額金 2,223,129 2,194,949

(3) に る 計額 △ 1,194 △ 20,974

3 支配 分 20,229 19,165

13,921,238 14,200,791

223,594,325 230,109,275債及び 資 の部合計

資 の部合計

科　　　目

（　 　資　 　の　部　）

（　 　債　の　部　）

債合計

令和4年2月末日

令和３年度

令和3年2月末日

令和２年度
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(6) 連結 益計算書

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度

 令和２年３月１日  令和３年３月１日

 令和３年２月末日  令和 年２月末日

   1 事業 利益 6,142,757 5,930,221
　　(1) 事業収益 1,455,913 1,527,600
　　　　　  資金 収益 1,348,735 1,415,169
　　　　　　（ 金利息） (703,597) (678,308)
　　　　　　（ 有 利息） (31,923) (35,032)
　　　　　　（ 貸出金利息） (582,280) (602,527)
　　　　　　（ その他 利息） (30,933) (99,301)
　　　　　 務取 収益 77,752 85,326

  　　　　　その他経 収益 29,426 27,104
　　(2) 事業 213,672 201,467
　　　　  　資金 49,530 24,158
　　　　　　（ 金利息） (45,469) (20,370)
　　　　　　（ 金 ） (3,597) (3,478)
　　　　　　（ 金利息） (464) (309)
　　　　　 務取 - 29,204

　　　　  　その他経 164,142 148,104
　　　　　　（ 貸 当金 益） (△ 49,350) -

　　　 事業 利益 1,242,241 1,326,132
　　(3) 済事業収益 1,668,487 1,714,811
　　　　  　 済 加収 1,565,753 1,587,004
　　　　  　 済 金 59,109 53,733
　　　　  　 済配当金 30,411 48,980
　　　　  　その他の収益 13,213 25,093
　　(4) 済事業 114,761 117,643
　　　　  　 済 94,730 93,478
　　　　　  済 8,644 9,366
　　　　  　その他の 11,386 14,798
　　　 済事業 利益 1,553,725 1,597,167
　　(5) 事業収益 10,266,681 10,160,304
　　　　  　 高 10,091,091 9,988,689
　　　　　　（ ） (1,716,373) (1,521,493)

　　　　  　 理 ス 81,185 75,039
　　　　  　その他の収益 94,403 96,575
　　(6) 事業 8,575,607 8,644,520
　　　　  　 8,374,718 8,467,196
　　　　  　 32,022 32,721
　　　　　  理 ス 45,118 29,017
　　　　  　その他の 123,748 115,585
　　　 事業 利益 1,691,073 1,515,783
　　(7) 事業収益 6,823,057 6,644,300
　　　　  　 高 5,832,765 5,785,897
　　　　  　 409,634 409,061
　　　　  　その他の収益 580,657 449,341
　　(8) 事業 5,808,632 5,875,305
　　　　  　 5,206,886 5,247,819
　　　　  　 205,335 258,855
　　　　  　その他の 396,409 368,630
　　　 事業 利益 1,014,425 768,994

科　　　　　　目
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（単位：千円）

令和２年度 令和３年度

令和２年３月１日 令和３年３月１日

令和３年２月末日 令和 年２月末日

　　(9) 管事業収益 5,360 5,215
(10) 管事業 6,596 5,323

　　　 管事業 利益 △ 1,236 △ 108
(11) 加 事業収益 32,705 9,516
(12) 加 事業 21,130 6,367

　　　加 事業 利益 11,575 3,149
(13) 利 事業収益 1,322,735 1,425,764
(14) 利 事業 722,667 690,694

　　　利 事業 利益 600,067 735,069
(15) その他事業収益 320,675 315,557
(16) その他事業 282,982 304,283

　　　その他事業 利益 37,693 11,274
(17) 事業収 67,181 59,830
(18) 事業支出 73,990 87,072

　　　 事業収支 額 △ 6,808 △ 27,241
2 事業管理 5,754,628 5,729,189

　　(1) 件 3,974,974 3,873,154
　　(2) 業務 456,077 441,747
　　(3) 金 163,518 167,080
　　(4) 1,125,004 1,211,828
　　(5) その他事業管理 35,054 35,378

事　業　利　益 388,128 201,031
   3 事業外収益 368,007 420,937
　　(1) 取 利息 4,868 5,112
　　(2) 取出資配当金 129,151 133,617
　　(3) 12,904 5,553
　　(4) 収 220,300 276,219
　　(5) 貸 当金 益 782 434
   4 事業外 104,526 156,297
　　(1) 支払 利息 14,101 10,786
　　(2) 貸 - 17
　　(3) 金 7,318 2,719
　　(4) 83,106 139,056
　　(5) 貸 当金 - 3,717

経　 　利　益 651,609 465,672
   5 利益 287,487 572,436
　　(1) 定資 分益 8,822 25,270
　　(2) 金 114,309 419,659
　　(3) その他の 利益 164,355 127,507
   6 320,857 482,497
　　(1) 定資 分 51,869 1,832
　　(2) 定資 114,250 419,659
　　(3) 減 2,968 41,778
　　(4) その他の 151,768 19,227
　 金 当期利益 618,239 555,611
   、 及び事業 156,214 149,274
   額 17,118 14,348
　 合計 173,332 163,623
　 支配 に する当期利益 1,976 1,053
　当 期 剰 余 金 446,882 393,042

科　　　　　　目
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(7) 連結 計算書
（単位：千円）

令和２年度 令和３年度
 令和２年３月１日  令和３年３月１日
 令和３年２月末日  令和 年２月末日

1 事業 による
金 当期利益 - -

当期利益 618,052 555,619
減 却 407,246 457,674
減 2,968 41,778
外部出資 却 3,400 -
貸 当金の増減額（△は減少） △ 50,136 △ 37,757
外部出資 当金の増減額（△は減少） - -

当金の増減額（△は減少） △ 533 △ 5,532
に る 債の増減額（△は減少） △ 117,066 △ 76,510

当金の増減額（△は減少） 8,928 △ 1,061
資金 収益 △ 1,319,396 △ 1,317,179
資金 49,530 24,158

済貸 金利息 - -
済 金利息 - -
取 利息及び 取出資配当金 △ 134,019 △ 138,729

支払 利息 14,101 10,786
有 益（△は益） 2,120 1,735

定資 却 益（△は益） 43,047 △ 23,437
( 事業 による資 及び 債の増減)
貸出金の 増（△）減 △ 2,361,652 △ 2,773,441

金の 増（△）減 △ 20,353,500 1,116,000
金の 増減（△） 6,683,024 5,625,106

事業 金の 増減（△） 53,622 △ 107,944
その他の 事業資 の 増（△）減 △ 27,448 38,243
その他の 事業 債の 増減（△） △ 71,534 648,116
( 済事業 による資 及び 債の増減)

済貸 金の 増（△）減 50 430
済 金の 増減（△） - -
済資金の 増減（△） 20,013 △ 140,116

未経 済 加収 の 増減（△） △ 3,899 6,293
済未払 の 増減（△） △ 166 1,746

その他の 済事業資 の 増（△）減 344 △ 1,065
その他の 済事業 債の 増減（△） △ 139 △ 170
(経済事業 による資 及び 債の増減)

取 及び経済事業未収金の 増（△）減 66,640 22,083
経済 債権の 増（△）減 8,923 44

資 の 増（△）減 △ 380,830 1,151,742
支払 及び経済事業未払金の 増減（△） △ 90,687 32,952
経済事業 債務の 増減（△） △ 257,400 165,194
その他の経済事業資 の 増（△）減 8,967 △ 3,041
その他の経済事業 債の 増減（△） △ 13,555 10,485
(その他の資 及び 債の 増減)
その他の資 の 増（△）減 △ 226,272 95,615
その他の 債の 増減（△） △ 66,867 △ 74,745
未払 の 増減（△） 58,386 △ 53,051

事業資金 による収 1,326,236 1,362,992
事業資金 による支出 △ 70,234 △ 32,122

済貸 金利息による収 - 10
済 金利息による支出 - -

 　　　　　計 △ 16,169,738 6,582,902
利息及び出資配当金の 取額 133,808 138,756
利息の支払額 △ 14,101 △ 10,786

の支払額 △ 112,294 △ 139,262
事業 による △ 16,162,326 6,571,610

2 資 による
有 の取 による支出 △ 498,626 △ 890,023
有 の 却による収 △ 525 △ 424

金の による収 108,449 419,659
定資 の取 による支出 △ 293,563 △ 1,157,927
定資 の 却による収 29,522 51,144

外部出資の取 による支出 △ 10,680 △ 15,000
外部出資の 却 による収 210 10

資 による △ 665,212 △ 1,592,562
3 務 による

による収 - 340,000
返済による支出 △ 15,200 △ 15,200

出資の増額による収 60,322 74,954
出資の払 しによる支出 △ 29,073 △ 91,851

分の取 による支出 △ 23,787 △ 26,174
分の による収 35,341 23,787

出資配当金の支払額 △ 50,986 △ 50,527
その他 △ 7 △ 9

務 による △ 23,390 254,979

科　　　　　目
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（単位：千円）
令和２年度 令和３年度

 令和２年３月１日  令和３年３月１日
 令和３年２月末日  令和 年２月末日

4 金及び 金 に る 算 額 - -
5 金及び 金 の増加額 △ 16,850,929 5,234,027
6 金及び 金 の期首残高 27,898,838 11,047,909
7 金及び 金 の期末残高 11,047,909 16,281,937

 金及び 金 の資金の
計算書にお る資金の は、貸 上の 金 及び 金 の 、 金 及び 金 の

当 金、 金及び 金となっています。

 金及び 金 期末残高と貸 に ている科目の金額との
（単位：千円）

令和2年3月1日 令和3年3月1日
金 金 定 137,287,538 140,790,109

当 金、 金及び 金以外の 金 109,388,700 129,742,200
金及び 金 27,898,838 11,047,909

（単位：千円）
令和３年２月末日 令和 年２月末日

金 金 定 140,790,109 144,908,137
当 金、 金及び 金以外の 金 129,742,200 128,626,200

金及び 金 11,047,909 16,281,937

科　　　　　目

- -
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(8) 連結注

令和２年度 注

連結計算書 の のための 本となる な事 に する注

  1 連結の に する事

   (1) 連結 る

あ り みなみ

ス みなみ

リ すかが

しらか リ

あ り いしか

  2 連結 る の事業年度に する事

す ての連結 の事業年度の末日は、連結決算日と しています。

  3 連結 る の資 及び 債の に する事

連結 る の資 及び 債の に いては を しています。

  4 連結 定の 却

該当事 はありま 。

  5 剰余金 分 目 の取 に する事

連結剰余金計算書は、連結 計期間において 定した利益 分に いて しています。

  6 連結 計算書にお る 金及び 金 の

   (1) 金及び 金 当の資金の

連結 計算書にお る資金の は、連結貸 上の 金 及び 金

の 、 金 及び 金 の当 金、 金及び 金となっています。

   (2) 金及び 金 の期末残高と連結貸 に掲 ている科目の金額との

金及び 金 定 千円

当 金、 金及び 金以外の 金 千円

金及び 金 千円

継続 合の に な を か る事 または状況

該当事 はありま 。

な 計 に る事 に する注

　1　資 の 及び

　（１）有 （ の外部出資を ）の 及び

　 ： による

　 その他有

　　 　 のあるもの：期末日の に （ 額は 部 資 により 理

　　　　　　　　　　　　し、 却 は により算定）

　　 　 のないもの： による

　　なお、取 額と債 金額との 額の 金利 と めら る部分に いては 却 による取

　 額の を行っています。

　（２） 資 の 及び

　 な による （収益 の による げの ）

　 （ ） による （収益 の による げの ）

140,790,109

129,742,200

11,047,909

- -
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連結計算書 の のための 本となる な事 に する注

  1 連結の に する事

   (1) 連結 る

あ り みなみ

ス みなみ

リ すかが

しらか リ

あ り いしか

  2 連結 る の事業年度に する事

す ての連結 の事業年度の末日は、連結決算日と しています。

  3 連結 る の資 及び 債の に する事

連結 る の資 及び 債の に いては を しています。

  4 連結 定の 却

該当事 はありま 。

  5 剰余金 分 目 の取 に する事

連結剰余金計算書は、連結 計期間において 定した利益 分に いて しています。

  6 連結 計算書にお る 金及び 金 の

   (1) 金及び 金 当の資金の

連結 計算書にお る資金の は、連結貸 上の 金 及び 金

の 、 金 及び 金 の当 金、 金及び 金となっています。

   (2) 金及び 金 の期末残高と連結貸 に掲 ている科目の金額との

金及び 金 定 千円

当 金、 金及び 金以外の 金 千円

金及び 金 千円

継続 合の に な を か る事 または状況

該当事 はありま 。

な 計 に る事 に する注

　1　資 の 及び

　（１）有 （ の外部出資を ）の 及び

　 ： による

　 その他有

　　 　 のあるもの：期末日の に （ 額は 部 資 により 理

　　　　　　　　　　　　し、 却 は により算定）

　　 　 のないもの： による

　　なお、取 額と債 金額との 額の 金利 と めら る部分に いては 却 による取

　 額の を行っています。

　（２） 資 の 及び

　 な による （収益 の による げの ）

　 （ ） による （収益 の による げの ）

144,908,137

128,626,200

16,281,937

- -
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　２　 定資 の減 却の

　（１）有 定資 （リ ス資 を ）

　定 を しております。た し、 １ 年 月１日以 に取 した建 （建 は ）

びに ２ 年 月１日以 に取 した建 及び に いては、定額 を しており

ます。

　（２） 定資

　　定額 によっています。

　　なお、 合利 の に いては、当 合にお る利 期間に 定額 により

　理しています。

　（３）リ ス資

　 有権 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　 有の 定資 に する減 却 と の により 理しています。

　 有権 外 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　リ ス期間を 年 とし、残 額を とする定額 により 理しています。

　３　 当金の計上

　（１）貸 当金

　　貸 当金は、あらか め定めている資 定 、経理 及び資 の 却 当 に り、

　のとおり計上しています。

　　破 、 算 的に経営破綻の事 が している債務者（破綻先）に る債権及びそ と

　の状況にある債務者（ 破綻先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び

　による 収 見込額を し、その残額を計上しています。

　　また、 は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に る が いと めら る債務者（破

　綻 先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び による 収が と め

　ら る額を し、その残額の 、債務者の支払 を 合的に して と めら る額を計上

　しています。

　　破綻 先に する債権の 債権の元本の 収に る を合理的に見積ることが

　で る債権に いては、当該 と債権の 額から の 分 見込額及び

　による 収 見込額を した残額との 額を 当てています。

　　上 以外の債権に いては、 の予 額を見込 で算出して計上しており、予 額は、

　 の 定期間にお る貸 の に を め、 の 見込みにかか る

　 な を加 て算定しております。

　　す ての債権は、資 定 に 、資 定部 が資 定を し、当該部 から 立した

　 定 部 が 定結 を しており、その 定結 に いて上 の 当を行っています。

　（２） 当金

　　 に して支 する の支出に てるため、支 見込額の 当事業年度 分を計上していま

　す。

　（３） 当金

　　 の に るため、当事業年度末にお る 債務及び年金資 の見込額に 、

　当事業年度に していると めら る額を計上しています。なお、 当金及び

　 の計算に いては、 区分により を しております。

　 　 　 が

　　　 に る期末 合 支 額を 債務とする を しております。

- -
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　２　 定資 の減 却の

　（１）有 定資 （リ ス資 を ）

　定 を しております。た し、 １ 年 月１日以 に取 した建 （建 は ）

びに ２ 年 月１日以 に取 した建 及び に いては、定額 を しており

ます。

　（２） 定資

　　定額 によっています。

　　なお、 合利 の に いては、当 合にお る利 期間に 定額 により

　理しています。

　（３）リ ス資

　 有権 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　 有の 定資 に する減 却 と の により 理しています。

　 有権 外 ス リ ス取 に るリ ス資

　　　リ ス期間を 年 とし、残 額を とする定額 により 理しています。

　３　 当金の計上

　（１）貸 当金

　　貸 当金は、あらか め定めている資 定 、経理 及び資 の 却 当 に り、

　のとおり計上しています。

　　破 、 算 的に経営破綻の事 が している債務者（破綻先）に る債権及びそ と

　の状況にある債務者（ 破綻先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び

　による 収 見込額を し、その残額を計上しています。

　　また、 は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に る が いと めら る債務者（破

　綻 先）に る債権に いては、債権額から の 分 見込額及び による 収が と め

　ら る額を し、その残額の 、債務者の支払 を 合的に して と めら る額を計上

　しています。

　　破綻 先に する債権の 債権の元本の 収に る を合理的に見積ることが

　で る債権に いては、当該 と債権の 額から の 分 見込額及び

　による 収 見込額を した残額との 額を 当てています。

　　上 以外の債権に いては、 の予 額を見込 で算出して計上しており、予 額は、

　 の 定期間にお る貸 の に を め、 の 見込みにかか る

　 な を加 て算定しております。

　　す ての債権は、資 定 に 、資 定部 が資 定を し、当該部 から 立した

　 定 部 が 定結 を しており、その 定結 に いて上 の 当を行っています。

　（２） 当金

　　 に して支 する の支出に てるため、支 見込額の 当事業年度 分を計上していま

　す。

　（３） 当金

　　 の に るため、当事業年度末にお る 債務及び年金資 の見込額に 、

　当事業年度に していると めら る額を計上しています。なお、 当金及び

　 の計算に いては、 区分により を しております。

　 　 　 が

　　　 に る期末 合 支 額を 債務とする を しております。
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　　 見込額の期間

　　　　 債務の算定にあたり、 見込額を当事業年度までの期間に る に い

　　　ては、期間定額 によっています。

　　 理計算上の 及び 務 の 理

　　　　 ２ 年度以 に する 理計算上の に いては、 事業年度の にお る の

　　　 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定 により、そ の翌事業年度か

　　　ら 理することとしています。

　　　　 務 はその の の 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定額

　　　により 理をしています。

　（ ） 当金

　　 の 金の支 に て、 金 当 に 期末 支 額を計上しています。

　（ ）外部出資 当金

　　当 合の外部出資先 の出資に る に るため、出資 が のものに いては有 の

　 と の により、 以外のものに いては貸出債権と の により、 と めら る

　額を計上しております。

　（ ） 当金

　　事業利 の を目的とする 合 度に 合 利 者に した の に　

　よる に るため、当事業年度末において ると見込ま る額を計上しています。

　 　 及び の 計 理の

　　 及び の 計 理は、 によっています。

　 　計算書 に した金額の 理の

　　 金額は、千円未 を り てて しており、金額千円未 の科目に いては で して

　おります。

　 　その他計算書 の のための 本的な 事

　（１）事業 収益 事業 の 部取 の 理

　　当 合は、事業 の収益及び に いて、事業間取 の相 を行っておりま 。よって、事

　業 の収益及び に いては、事業間の 部取 も めて しています。

　　た し、 益計算書の事業収益、事業 に いては、 業 合 行 にしたがい、 事業

　間の 部 益を した額を しています。
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　　 見込額の期間

　　　　 債務の算定にあたり、 見込額を当事業年度までの期間に る に い

　　　ては、期間定額 によっています。

　　 理計算上の 及び 務 の 理

　　　　 ２ 年度以 に する 理計算上の に いては、 事業年度の にお る の

　　　 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定 により、そ の翌事業年度か

　　　ら 理することとしています。

　　　　 務 はその の の 残 務期間以 の 定の年 （１ 年）による定額

　　　により 理をしています。

　（ ） 当金

　　 の 金の支 に て、 金 当 に 期末 支 額を計上しています。

　（ ）外部出資 当金

　　当 合の外部出資先 の出資に る に るため、出資 が のものに いては有 の

　 と の により、 以外のものに いては貸出債権と の により、 と めら る

　額を計上しております。

　（ ） 当金

　　事業利 の を目的とする 合 度に 合 利 者に した の に　

　よる に るため、当事業年度末において ると見込ま る額を計上しています。

　 　 及び の 計 理の

　　 及び の 計 理は、 によっています。た し、 定資 に る 外

　 は 資 に計上し、5年間で 却を行っています。

　 　計算書 に した金額の 理の

　　 金額は、千円未 を り てて しており、金額千円未 の科目に いては で して

　おります。

　 　その他計算書 の のための 本的な 事

　（１）事業 収益 事業 の 部取 の 理

　　当 合は、事業 の収益及び に いて、事業間取 の相 を行っておりま 。よって、事

　業 の収益及び に いては、事業間の 部取 も めて しています。

　　た し、 益計算書の事業収益、事業 に いては、 業 合 行 にしたがい、 事業

　間の 部 益を した額を しています。

　（２） 計算

　　当 合は、 者が した を 条件 により を行い、 金と に する経

　 を 計算することで 者に支払いをする 計算を行っております。

　　その 、 （ ）に いては を当 合が再 した 業 合連合 本部が

　行い、 で 計算を行 計算 を行っております。

　　この 合、経済 債務に、 の 金（ 払い金を ）を計上しております。

　　 計算にかかる収 （ 金 ）と支出（ 算金、 、 管 、 ）の計算

　を行い、当 合が 取る を した残額を 算金として 者に支払った において、

　経済 債権及び経済 債務の相 の経済 債務残高を減少する 計 理を行っております。

　（３） の 理

　　当 合は、 事業を しており、 合 が している の 相当額に いては、

　当 合から当該 合 の債権を、貸 の経済事業資 　その他の経済事業資 に計上しており

　ます。なお、当該 の 有権は のため当 合に しております。

　　当 合は、当該債権に いて 定の金利を 取り、利息相当額は 益計算書の事業外収益　 取

　利息に計上しております。

　　また、 の 高に いては、 益計算書の 高に、 の 高に いては、

　 高に計上しております。
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　（ 加 ）

　　　 計 の 、 計上の 及び の に する 計 （ 業 計 ２ 　２ ２

　　年３月３１日）を当事業年度より し、 計算及び に する事 をその他計算書 の

　　のための 本となる な事 に しております。

の に する注

　１　 計上の見積りに する注

　 計上の見積りの に する 計 （ 業 計 ３１ ２ ２ 年３月３１日）を当事業

年度より し、 計上の見積りに する注 に しています。

　２　 済 金および 済配当金の

　 業 合 行 の を に 務 の を見 した結 、本業収益としての の

を高める から、当事業年度より以 の 定科目の を しております。

　 事業年度において 済事業収益 の その他の収益 に めていた 済 金 （ 事業年度

59,109千円）と 済配当金 （ 事業年度　30,411千円）は、他の 定科目と合算で その他の収

益 として するよりも、 に する が、より に した な となるため、当事業年度

より区分掲 しています。なお、この による事業利益、経 利益、 当期利益 の はありま

。

計上の見積りに する注

　１　 延 金資 の 収

　（１）当事業年度の計算書 に計上した金額　 延 金資 　331,871千円（ 延 金 債との相 ）

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　 延 金資 の計上は、 年度以 において 減算 を利 な の見積り額を

　度として行っています。

　　 年度以 の の見積りに いては、令和 年２月に した 期経営計 を として、当

　 合が な の 期および金額を合理的に見積っております。しかし、こ らの見積

　りは の不 な経営 及び 合の経営状況の を ます。よって、 に が た

　 期及び金額が見積りと なった 合には、翌事業年度以 の計算書 において する 延 金資

　の金額に な を る があります。

　２　 定資 の減

　（１） 当事業年度の計算書 に計上した金額　減 　41,778千円

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　資 に減 の が する 合には、当該資 の

　と 額を することにより、当該資 に いての減 の の 定を しております。

　　減 の に る 定単位である 単位に いては、他の資 または資

　 の から 立した を るものとして

　 る資 の 単位としております。

　　 定資 の減 の 、 定において、 に いては、令和 年２月に

　 した 期経営計 を として算出しており、 期計 以 の 、

　に いては、 定の 定を 定して算出しております。

　　こ らの 定は の不 な経営 及び 合の経営状況の を 、翌事業年度以 の計算書

　 に な を る があります。

　３　貸 当金

　（１）当事業年度の計算書 に計上した金額　貸 当金　154,769千円

　（２） 計上の見積りの に する理 に資する

　　　　　貸 当金の算定 は、 　 な 計 に る事 に する注 の ３　 当金の計上

　 の （１）貸 当金 に しております。

　　 な 定は、 債務者区分の 定にお る貸出先の の業 見 し であります。 債務者区分

　の 定にお る貸出先の の業 見 し は、 債務者の収益 を に し、 定してお

　ります。 

　　 貸出先の業 により、当 の見積りに いた 定が した 合は、翌事業年度に る計

　算書 にお る貸 当金に な を及 す があります。
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連結貸 に する注

　１ 　有 定資 に る 額

　　 金 の により、有 定資 の取 額から している 額は1,286,758

　千円であり、その は のとおりです。

　　　　建　　 　　660,568千円　　     　　　19,698千円　　 　　530,774千円

　　　　 　　15,705千円　　 　　36,861千円　　リ ス資  　   23,149千円

　２　 に している資

　　 に している資 は以 のとおりです。

　　 に している資 に る債務

　 　　　　　 額　　　　　　 権の 　　　　　　　　

 定期 金 13,500千円　 　 権（ 定金 ） 金　 　　　　　 　 　 　千円

 定期 金　　 3,700千円　 　 権（ 事業） 事業 計　 　　　　  　千円

 定期 金　 1,760,000千円　 　 権 書 金　　 　1,630,000千円

定期 金　 100千円　 　 権（収 理金 ）

（注）上 の か、 決済 の取 の として定期 金10,150,000千円を し ています。

　３　 に する金 債権及び金 債務

　（１） に する金 債権の 額 千円

　（２） に する金 債務の 額 千円

　 　 との間の取 による に する金 債権

　（１）理事に する金 債権の 額 2,550 千円

　 　貸出金の リスク管理債権の合計額及びその

　　貸出金の 、破綻先債権額は55,286千円、延滞債権額は298,309千円です。

　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により

　元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸 却

　を行った部分を 。以 未収利息不計上貸出金 とい 。）の 、 行令（ 和 年

　 令 ） 条 １ ３ の から までに掲げる事由又は に 定する事由が

　 ている貸出金です。

　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を

　図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。

　　貸出金の 、３ 月以上延滞債権額はありま 。

　　なお、３ 月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上遅延してい

　る貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものです。

　　貸出金の 、貸出条件緩和債権額はありま 。

　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利

　息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻

　先債権、延滞債権及び３ 月以上延滞債権に該当しないものです。

　　破綻先債権額、延滞債権額、３ 月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は353,596千

　円です。

　　なお、上 に掲げた債権額は、貸 当金 の金額です。

　 　 の再 に する に 再

　　 の再 に する （ １ 年３月３１日 ３ ）及び の再 に

　する の 部を する （ １１年３月３１日 ２ ）に 、事業 の

　の再 を行い、再 額に いては、当該再 額に る 金相当額を 再 に る 延 金

　 債 として 債の部に計上し、こ を した金額を 再 額金 として 資 の部に計上

　しています。

　 再 を行った年月日　　 １２年２月２ 日（ すかが 、 ）

　　　　　　　　　　　　　　 １３年２月２ 日（ あ ま ）

　　　　期末残高

209,560

361,333
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令和３年度 注

連結貸 に する注

　１ 　有 定資 に る 額

　　 金 の により、有 定資 の取 額から している 額は1,689,271

　千円であり、その は のとおりです。

　　　　建　　 　　712,819千円　　     　　　19,698千円　　 　　892,424千円

　　　　 　　15,705千円　　 　　36,133千円　　リ ス資  　  12,489千円

　２　 に している資

　　 に している資 は以 のとおりです。

 定期 金 13,500千円　 権（ 定金 ） 金

 定期 金 3,700千円　 事業 計

 定期 金 1,760,000千円　 書 金

定期 金 100千円　 権（収 理金 ） 金

（注）上 の か、 決済 の取 の として定期 金10,150,000千円を し ています。

　３　 に する金 債権及び金 債務

　（１） に する金 債権の 額 千円

　（２） に する金 債務の 額 千円

　 　 との間の取 による に する金 債権

　（１）理事に する金 債権の 額 千円

　 　貸出金の リスク管理債権の合計額及びその

　　貸出金の 、破綻先債権額は52,351千円、延滞債権額は255,240千円です。

　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により

　元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸 却

　を行った部分を 。以 未収利息不計上貸出金 とい 。）の 、 行令（ 和 年

　 令 ） 条 １ ３ の から までに掲げる事由又は に 定する事由が

　 ている貸出金です。

　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を

　図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金です。

　　貸出金の 、３ 月以上延滞債権額はありま 。

　　なお、３ 月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上遅延してい

　る貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものです。

　　貸出金の 、貸出条件緩和債権額はありま 。

　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利

　息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻

　先債権、延滞債権及び３ 月以上延滞債権に該当しないものです。

　　破綻先債権額、延滞債権額、３ 月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は307,591千

　円です。

　　なお、上 に掲げた債権額は、貸 当金 の金額です。

　 　 の再 に する に 再

　　 の再 に する （ １ 年３月３１日 ３ ）及び の再 に

　する の 部を する （ １１年３月３１日 ２ ）に 、事業 の

　の再 を行い、再 額に いては、当該再 額に る 金相当額を 再 に る 延 金

　 債 として 債の部に計上し、こ を した金額を 再 額金 として 資 の部に計上

　しています。

　 再 を行った年月日　　 １２年２月２ 日（ すかが 、 ）

　　　　　　　　　　　　　　 １３年２月２ 日（ あ ま ）

26,114

255,767

366,337

　 に している資 　 に る債務

額 権の

　 　千円　

権（ 事業）   　千円　

権 1,630,000千円　

  　千円　

期末残高
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令和２年度 注

　 再 を行った の当事業年度末にお る の合計額が再 の 額の合計額を る金

　　額 1,682,461千円

　 ３条 ３ に定める再 の

　　　 の再 に する 行令（ １ 年３月３１日 令 １１ ） ２条 ３ に定

　　める、当該事業 に いて ３ １条 １ の 又は 条 １１ の

　　 に ている （ 定資 額）に合理的な を行って算出しました。

連結 益計算書に する注

　１　 との取 高の 額

　（1） との取 による収益 額　　　 336,335千円

事業取 高 242,048千円

事業取 以外の取 高 94,287千円

　（２） との取 による 額　　　 259,873千円

事業取 高 259,873千円

事業取 以外の取 高 0千円

　２　減 計に する注

　（１）資 を した の 及び減 を した資 又は資 の 　

　　　　当 合では、 資の 決定を行 単位として を した結 、営業 に いては支

　　　 とに、 、 、 、資 に いては とに、業務外 定

　　　資 （ 資 と 貸 定資 ）に いては、 定資 を の 単位としています。

　　　　本 に いては、 立した は み出 ないものの、他の資 の

　　　 の に していることから の 資 としています。また、 業 連 は または

　　　 区の 資 としています。

　　　　当事業年度に減 を計上した 定資 は、以 の りです。

　（２）減 の に った経

　　　 営業

　　　　　当該 の営業収支が２期連続 であると に、 期的に業 の が見込ま ないことから、

　　　　 額を 収 額まで減額し、当該減少額を減 として しました。

　　　 資

　　　　　 資 として 期 分 であることから、 分 額で し、その 額を減 として

　　　　 しました。

　（３）減 の金額に いて、 に計上した金額と な 定資 の の減 の

　　　 　　　　　　　　 １千円（ １千円）

　　　 　　　　　　　　　　２ ３ 千円（建 ２ ２千円、 千円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円、 定資 ３２ 千円）

　　　　　　合　　　計　　　　　　　２ 千円（建 ２ ２千円、 千円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千円、 １千円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定資 ３２ 千円）

　（ ） 収 額の算定

　　　 　　 却 額を （不 定 額）

　　　 　　　　　　 却 額を （不 定 額）

その他
営業

 資
建 、 、

、 定資
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令和３年度 注

　 再 を行った の当事業年度末にお る の合計額が再 の 額の合計額を る金

　　額 1,521,745千円

　 ３条 ３ に定める再 の

　　　 の再 に する 行令（ １ 年３月３１日 令 １１ ） ２条 ３ に定

　　める、当該事業 に いて ３ １条 １ の 又は 条 １１ の

　　 に ている （ 定資 額）に合理的な を行って算出しました。

連結 益計算書に する注

　１　 との取 高の 額

　（1） との取 による収益 額　　　 325,257千円

事業取 高 192,980千円

事業取 以外の取 高 132,277千円

　（２） との取 による 額　　　 230,606千円

事業取 高 230,605千円

事業取 以外の取 高 0千円

　２　減 計に する注

　（１）資 を した の 及び減 を した資 又は資 の 　

　　　　当 合では、 資の 決定を行 単位として を した結 、営業 に いては支

　　　 とに、 、 、 、資 に いては とに、業務外 定

　　　資 （ 資 と 貸 定資 ）に いては、 定資 を の 単位としています。

　　　　本 に いては、 立した を み出 ないものの、他の資 の

　　　 の に していることから、 資 と しています。また、 業 連 は または

　　　 区の 資 としています。

　　　　当事業年度に減 を計上した 定資 は、以 の りです。

　（２）減 の に った経

　　　　 支 、 、 支 、 目 の資 は業務外 定資 で

　　　あり 期 分 であることから、 却 額で しその 額を減 として しました。

　（３）減 の金額に いて、 に計上した金額と な 定資 の の減 の

　　　  支 　　　　　　　　  3,121千円（建 833千円、 2,288千円）

　　　  　　　　　　　    9,002千円（建 586千円、 824千円、 7,591千円）

　　　  支 　　　　　　　 24,397千円（建 8,120千円、 605千円、 15,671千円）

　　　  目 　　　　　  5,255千円（建 0千円、 5,255千円）

　　　　　　合　　　計　　　　　　 41,778千円（建 9,540千円、 1,430千円、 30,807千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（ ） 収 額の算定

　　　  支 　　　　　　 却 額を （不 定 額）

　　　  　　　　　　 却 額を （不 定 額）

　　　  支 　　　　　　 却 額を （不 定 額）

　　　  目 　　　 却 額を （不 定 額）

その他
 支 貸 定資 建 、 事業外 定資

 目 貸 定資 建 、 事業外 定資

 貸 定資 建 、 、

 支 貸 定資 建 、 、

事業外 定資

事業外 定資
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令和２年度 注

金 に する注

　１　金 の状況に する事

   （１）金 に する取

　　当 合は 合 から かった 金を 資に、 合 の 業 な 貸

　 、残った余 金を 金 ている か、 債 債な の債 の有 による

　を行っています。

　（２）金 の 及びそのリスク

　　当 合が 有する金 資 は、 として当 合管 の 合 に する貸出金及び有 であり、

　貸出金は、 合 の 約不 行によってもたら る リスクに ています。

　　また、有 は、 に債 であり、 資目的（その他有 ）で 有しています。こ らは

　行 の リスク、金利の リスク及び の リスクに ています。

　（３）金 に るリスク管理

　 リスクの管理

　　　当 合は、 の 件又は 件に いては理事 において を決定しています。ま

　　た、 の貸出取 に いては、本 に 債権 を し 支 との連 を図りながら、

　　 を行っています。 にあたっては、取 先の な により の を

　　行 とともに、 な な を て、 定を行っています。貸出取 にお

　　いて資 の の 上を図るため、資 の 定を に行っています。不 債権に い

　　ては管理 収 を し、資 の に取り でいます。また、資 定の結 、

　　貸 当金に いては 資 の 却 当 に 額を計上し、資 及び 務の に

　　 めています。

　 リスクの管理

　　　当 合では、金利リスク、 リスクな の リスクを的 に することによ

　　り、収益 及び 務の 定 を図っています。このため、 務の と収益 との

　　スを した を 本に、資 債の金利 度分 な を し、金 の に に

　　 で る な 務 の に めています。

　　　とり 、有 に いては、 経済見 しな の 資 分 及び当 合の 有

　　有 リ の状況 な を し、理事 において を定めるとともに、

　　経営 で する を定期的に して、日 的な 及び 決定を行っています。

　　 部 は、理事 で決定した 及び で決定 た な に 、有

　　の リスク を行っています。 部 が行った取 に いてはリスク管理部 が な

　　行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営 に しています。

　 リスクに る定 的

　（ 目的以外の金 ）

　　　当 合で 有している金 はす て 目的以外の金 です。当 合において、

　　 なリスク である金利リスクの を る たる金 は、 金、有 の その他

　　有 に分 している債 、貸出金、 金及び 金です。

　　　当 合では、こ らの金 資 及び金 債に いて、期末 １年 度の金利の合理的な予

　　 を いた経済 の 額を、金利の リスクの管理にあたっての定 的分 に利 しています。

　　　金利以外のす てのリスク が 定であると 定し、当事業年度末 、 となる金利が0 06

　　 上 したものと 定した 合には、経済 が85,469千円減少するものと しています。

　　　当該 額は、金利を リスク が 定の 合を としており、金利とその他のリスク

　　の相 を していま 。

　　　また、金利の合理的な予 を る が た 合には、算定額を る が る

　　 があります。

　　　なお、経済 額の計算において、分 行 件にかかる未 行金額に いても めて計算し

　　ています。
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令和３年度 注

　3　 資 の収益 に 額

　　　 には、収益 の に げにより、23,366千円の が ま ており

　　ます。

金 に する注

　１　金 の状況に する事

   （１）金 に する取

　　当 合は 合 から かった 金を 資に、 合 の 業 な 貸

　 、残った余 金を 金 ている か、 債 債な の債 の有 による

　を行っています。

　（２）金 の 及びそのリスク

　　当 合が 有する金 資 は、 として当 合管 の 合 に する貸出金及び有 であり、

　貸出金は、 合 の 約不 行によってもたら る リスクに ています。

　　また、有 は、 に債 であり、 資目的（その他有 ）で 有しています。こ らは

　行 の リスク、金利の リスク及び の リスクに ています。

　（３）金 に るリスク管理

　 リスクの管理

　　　当 合は、 の 件又は 件に いては理事 において を決定しています。ま

　　た、 の貸出取 に いては、本 に 債権 を し 支 との連 を図りながら、

　　 を行っています。 にあたっては、取 先の な により の を

　　行 とともに、 な な を て、 定を行っています。貸出取 にお

　　いて資 の の 上を図るため、資 の 定を に行っています。不 債権に い

　　ては管理 収 を し、資 の に取り でいます。また、資 定の結 、

　　貸 当金に いては 資 の 却 当 に 額を計上し、資 及び 務の に

　　 めています。

　 リスクの管理

　　　当 合では、金利リスク、 リスクな の リスクを的 に することによ

　　り、収益 及び 務の 定 を図っています。このため、 務の と収益 との

　　スを した を 本に、資 債の金利 度分 な を し、金 の に に

　　 で る な 務 の に めています。

　　　とり 、有 に いては、 経済見 しな の 資 分 及び当 合の 有

　　有 リ の状況 な を し、理事 において を定めるとともに、

　　経営 で する を定期的に して、日 的な 及び 決定を行っています。

　　 部 は、理事 で決定した 及び で決定 た な に 、有

　　の リスク を行っています。 部 が行った取 に いてはリスク管理部 が な

　　行を行っているか か クし定期的にリスク の 定を行い経営 に しています。

　 リスクに る定 的

　（ 目的以外の金 ）

　　　当 合で 有している金 はす て 目的以外の金 です。当 合において、

　　 なリスク である金利リスクの を る たる金 は、 金、有 の その他

　　有 に分 している債 、貸出金、 金及び 金です。

　　　当 合では、こ らの金 資 及び金 債に いて、期末 １年 度の金利の合理的な予

　　 を いた経済 の 額を、金利の リスクの管理にあたっての定 的分 に利 しています。

　　　金利以外のす てのリスク が 定であると 定し、当事業年度末 、 となる金利が0 09

　　 上 したものと 定した 合には、経済 が124,511千円減少するものと しています。

　　　当該 額は、金利を リスク が 定の 合を としており、金利とその他のリスク

　　の相 を していま 。

　　　また、金利の合理的な予 を る が た 合には、算定額を る が る

　　 があります。

　　　なお、経済 額の計算において、分 行 件にかかる未 行金額に いても めて計算し

　　ています。
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令和２年度 注

　 資金 に る リスクの管理

　　　当 合では、資金 りリスクに いては、 に いて月 の資金計 を し、 定的な

　　 の に めています。また、 リスクに いては、 資 を行 上での な

　　 と位 、 とに なる （ 金 ）を した で、 な の 定の に

　　 を行っています。

　（ ）金 の に する事 に いての

　　　金 の （ に るものを ）には、 に 額の か、 がない

　　 合には合理的に算定 た 額（こ に る 額を ）が ま ています。当該 額の算定に

　　おいては 定の 条件 を しているため、 なる 条件 によった 合、当該 額が なる

　　こともあります。

　２　金 の に する事

　（１）金 の貸 計上額及び

　　　当事業年度末にお る貸 計上額、 及びこ らの 額は、 のとおりです。なお、

　　を することが めて と めら るものに いては、 には め （３）に しています。

　（単位：千円）

　 金

　有

　　その他有

　貸出金（ １）

　　貸 当金（ ２）

　　貸 当金

　 金

　 金

　その他 債

（ １）貸出金には、貸 上 資 に計上している 貸 金60,587千円を めてい

　　　　ます。

（ ２）貸出金に する 貸 当金及び 貸 当金を しています。

　（２）金 の の算定

資

　 金

　　　 期のない 金に いては、 は 額と していることから、当該 額によっていま

　　す。 期のある 金に いては、期間に 区分 とに、リスク リ である円

　　 ス で り いた を に る金額として算定しています。

　 有

　　　債 は取 金 から た によっています。

　 貸出金

　　　貸出金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を するため、貸出先の 状 が

　　行 なっていない り、 は 額と していることから当該 額によっていま

　　す。

　　　 、 定金利によるものは、貸出金の 及び期間に 区分 とに、元利金の合計額をリス

　　ク リ である円 ス で り いた額から貸 当金を して

　　に る金額として算定しています。

資 計

債計 203,950,086

982,451

1,742,715

3,609,8903,609,890

201,259,026

194,176,457

52,471,512

201,223,712

192,704,344

51,001,208

△ 184,055

138,093,246

額貸 計上額

138,095,055

1,470,304

1,809

34,107

△ 1,207

35,314

1,472,113

203,984,193

51,185,263

982,451

1,743,922
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令和３年度 注

　 資金 に る リスクの管理

　　　当 合では、資金 りリスクに いては、 に いて月 の資金計 を し、 定的な

　　 の に めています。また、 リスクに いては、 資 を行 上での な

　　 と位 、 とに なる （ 金 ）を した で、 な の 定の に

　　 を行っています。

　（ ）金 の に する事 に いての

　　　金 の （ に るものを ）には、 に 額の か、 がない

　　 合には合理的に算定 た 額（こ に る 額を ）が ま ています。当該 額の算定に

　　おいては 定の 条件 を しているため、 なる 条件 によった 合、当該 額が なる

　　こともあります。

　２　金 の に する事

　（１）金 の貸 計上額及び

　　　当事業年度末にお る貸 計上額、 及びこ らの 額は、 のとおりです。なお、

　　を することが めて と めら るものに いては、 には め （３）に しています。

　（単位：千円）

　 金

　有

　　その他有

　貸出金

　　貸 当金（ １）

　　貸 当金

　 金

　 金

（ １）貸出金に する 貸 当金及び 貸 当金を しています。

　（２）金 の の算定

資

　 金

　　　 期のない 金に いては、 は 額と していることから、当該 額によっていま

　　す。 期のある 金に いては、期間に 区分 とに、リスク リ である翌日 金利ス

　　 （    以 とい ）の で り いた を に

　　 る金額として算定しています。

　 有

　　　債 は取 金 から た によっています。

　 貸出金

　　　貸出金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を するため、貸出先の 状 が

　　行 なっていない り、 は 額と していることから当該 額によっていま

　　す。

　　　 、 定金利によるものは、貸出金の 及び期間に 区分 とに、元利金の合計額をリス

　　ク リ である の で り いた額から貸 当金を して に る金額とし

　　て算定しています。

142,158,100 1,254

額貸 計上額

4,451,660 4,451,660

53,898,117

△ 148,669

142,156,846

1,362,910

208,484,796

1,635,977

206,848,818

208,511,883

1,635,462

206,876,420

200,357,953

53,749,447

201,722,118

55,112,357

債計

資 計

27,086

△ 515

27,601

1,364,164
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令和２年度 注

　　　なお、分 行 件で未 行額がある 合には、未 行額も めた元利金の合計額をリスク リ

　　 である円 ス で り いた額に、 額に未 行額を加 た額に

　　する 額の 合を 、貸 当金を した額を に る金額として算定しています。

　　　また、延滞の ている債権 期 の利益を した債権 に いて、 額から貸 当金を

　　 した額を に る金額としています。

債

　 金

　　　 払 金に いては、決算日に た 合の支払額（ 額）を とみなしています。

　　また、定期 金に いては、期間に 区分 とに、 の をリスク リ

　　 である円 ス で り いた を に る金額として算定し

　　ています。

　 金

　　　 金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を し、また、当 合の 状 は

　　行 なっていないことから、 は 額と していると ら るため、当該

　　額によっています。

　　　 定金利によるものは、 定の期間 とに区分した当該 金の元利金の合計額をリスク リ

　　 である円 ス で り いた を に る金額として算定して

　　います。

　（３） を することが めて と めら る金

　　 を することが めて と めら る金 は のとおりであり、こ らは（１）の金

　 の には ま ていま 。

（単位：千円）

　　　外部出資（ １）

　　　外部出資 当金

　　　合　　計

　　　（ １）外部出資の 、 のある 以外のものに いては、 を することが

　　　　　　　めて であると めら るため、 の とはしていま 。

　（ ）金 債権及び 期のある有 の決算日 の 予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金 138,077,158

有

　その他有 の 300,000 200,000 2,900,000

　 期があるもの

貸出金（ １ ２ ３） 3,966,418 3,344,341 3,054,590 2,784,784 2,552,136 35,328,747

合計 142,043,576 3,644,341 3,254,590 2,784,784 2,552,136 38,228,747

（ １）貸出金の 、当 貸 235,128千円に いては 1年以 に めています。また、期

　　　　 のない 約 に いては 5年 に めています。

（ ２）貸出金の 、３ 月以上延滞が ている債権 期 の利益を した債権 274,685

　　　　千円は の予定が見込ま ないため、 めていま 。

（ ３）貸出金の分 行 件の 、貸 決定金額の 部 行 件3,413千円は 日が 定で

　　　　 ないため、 めていま 。

9,040,546

△ 1,858

9,042,405

貸 計上額
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令和３年度 注

　　　なお、分 行 件で未 行額がある 合には、未 行額も めた元利金の合計額をリスク リ

　　 である の で り いた額に、 額に未 行額を加 た額に する 額の

　　合を 、貸 当金を した額を に る金額として算定しています。

　　　また、延滞の ている債権 期 の利益を した債権 に いて、 額から貸 当金を

　　 した額を に る金額としています。

債

　 金

　　　 払 金に いては、決算日に た 合の支払額（ 額）を とみなしています。

　　また、定期 金に いては、期間に 区分 とに、 の をリスク リ

　　 である の で り いた を に る金額として算定しています。

　 金

　　　 金の 、 金利によるものは、 期間で 金利を し、また、当 合の 状 は

　　行 なっていないことから、 は 額と していると ら るため、当該

　　額によっています。

　　　 定金利によるものは、 定の期間 とに区分した当該 金の元利金の合計額をリスク リ

　　 である の で り いた を に る金額として算定しています。

　（３） を することが めて と めら る金

　　 を することが めて と めら る金 は のとおりであり、こ らは（１）の金

　 の には ま ていま 。

（単位：千円）

　　　外部出資（ １）

　　　外部出資 当金

　　　合　　計

　　　（ １）外部出資の 、 のある 以外のものに いては、 を することが

　　　　　　　めて であると めら るため、 の とはしていま 。

　（ ）金 債権及び 期のある有 の決算日 の 予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金 142,087,101 -            -            -            -            -            

有

　その他有 の 300,000 200,000 - - 500,000 3,300,000

　 期があるもの

貸出金（ １ ２ ３） 3,997,489 3,392,548 3,123,890 2,900,083 2,661,693 37,811,680

合計 146,384,590 3,592,548 3,123,890 2,900,083 3,161,693 41,111,680

（ １）貸出金の 、当 貸 291,082千円に いては 1年以 に めています。また、期

　　　　 のない 約 に いては 5年 に めています。

（ ２）貸出金の 、３ 月以上延滞が ている債権 期 の利益を した債権 226,743

　　　　千円は の予定が見込ま ないため、 めていま 。

（ ３）貸出金の分 行 件の 、貸 決定金額の 部 行 件13,765千円は 日が 定で

　　　　 ないため、 めていま 。

△ 1,858

9,057,395

貸 計上額

9,055,536
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令和２年度 注

　（ ） 金及びその他の有利 債の決算日 の返済予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金（ １） 189,338,564 8,750,470 2,515,839 440,798 519,447

金 12,604 1,638,369 2,504 1,504 1,234 87,706

合計 189,351,169 10,388,839 2,518,343 442,302 520,681 87,706

（ １） 金の 、 払 金に いては １年以 に めています。

有 に する注

　1　有 の 及び 額に する事

　有 の 及び 額に する事 は のとおりです。

   （１）その他有 で のあるもの

　その他有 において、 との貸 計上額、取 又は 却 及びこ らの 額に

いては、 のとおりです。

（単位：千円）

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を るもの 債

　計

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を ないもの 　計

合　計

　（ ）なお、上 額から 延 金 債53,763千円を し いた額144,042千円が、 その他有

　　　　 額金 に ま ています。

　２　当事業年度 に 却したその他有 の債 はありま 。

　３　当事業年度 において、 有目的が になった有 はありま 。

に する注

　1　 度の

   （１） している 度の

　　 の にあてるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 に の 部にあてるため、 　 業 済 と

　の 約による 金 済 度を しています。

　　加 て、 済 業 合連合 との 約による 定 年金 度を て しています。

   （２） 債務の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 債務 千円

　 務 千円

　 利息 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 債務 千円

取 又は
却

貸
計上額

197,805

△ 12,110

△ 5,320

△ 6,790

209,916

7,929

31,341

170,645

3,412,084

498,660

200,000

298,660

2,913,423

499,220

699,928

1,714,274

141,583

10,468

32,975

△ 389,491

2,624,850

194,680

291,870

3,123,340

507,150

731,270

1,884,920

　
額

（ ）

2,829,313

3,609,890

486,550
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令和３年度 注

　（ ） 金及びその他の有利 債の決算日 の返済予定額

（単位：千円）

１年 ２年 ３年 年

１年以 ２年以 ３年以 年以 年以 年

金（ １） 196,393,533 6,904,503 2,907,019 627,169 304,817 -            

金 1,639,166 3,303    2,306    2,038    1,219    58,983  

合計 198,032,699 6,907,807 2,909,325 629,208 306,036 58,983 

（ １） 金の 、 払 金及び出資予約 金に いては １年以 に めています。

有 に する注

　1　有 の 及び 額に する事

　有 の 及び 額に する事 は のとおりです。

   （１）その他有 で のあるもの

　その他有 において、 との貸 計上額、取 又は 却 及びこ らの 額に

いては、 のとおりです。

（単位：千円）

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を るもの 債

　計

貸 計上額が 　債

取 又は 却 債

を ないもの 　計

合　計

　（ ）なお、上 額から 延 金 債41,004千円を し いた額109,858千円が、 その他有

　　　　 額金 に ま ています。

　２　当事業年度 に 却したその他有 の債 はありま 。

　３　当事業年度 において、 有目的が になった有 はありま 。

に する注

　1　 度の

   （１） している 度の

　　 の にあてるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 に の 部にあてるため、 　 業 済 と

　の 約による 金 済 度を しています。

　　加 て、 済 業 合連合 との 約による 定 年金 度を て しています。

   （２） 債務の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 債務 千円

　 務 千円

　 利息 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 債務 千円

26,598

152,702

699,941

1,712,587

184,636

5,334

2,911,793

499,265

△ 7,080

△ 26,692

200,000

1,189,002

150,863

△ 33,772

4,300,796

1,389,002

4,451,660

1,355,230

40,022

2,556,583

△ 257,192

2,624,850

139,191

9,711

1,865,290

額
（ ）

取 又は
却

貸
計上額

　

192,920

1,162,310

3,096,430

504,600

726,540
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令和２年度 注

   （３）年金資 の期首残高と期末残高の

　 期首にお る年金資 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 定 金 済 度 の 出金 千円

　 定 業年金 度 の 出金 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る年金資 千円

   （ ） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 定 業年金 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 未 務 千円

　 未 理計算上の 千円

　 貸 計上額 額 千円

　　　　 当金 千円

　　　　 払年金 千円

   （ ） 及びその 目の金額

　 務 千円

　 利息 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 理額 千円

　 務 の 理額 千円

　　合計 千円

　　 を している の は 務 に計上しております。

   （ ）年金資 の な

　　年金資 合計に する な分 との は、 のとおりです。

　 債

　 年金 資

　 金及び 金

　 定

　 その他

　　合計

   （ ） 期期 収益 の 定 に する

　　年金資 の 期期 収益 を決定するため、 及び予 る年金資 の配分と年金資 を

　 する な資 からの 及び 期 る 期の収益 を しています。

   （ ） その他の 理計算上の計算 に する事

　 0 37

　 期期 収益 　　 業 済 0 70

　　　　　　　　　　　　　 済 業 合連合 0 55

2,093,581

114,130

20,257

869,154

839,739

△ 36,276

204,030

671,986

△ 253,062

△ 1,699,801

2,624,850

14,599

△ 1,660

△ 288,044

1,952,864

425

△ 14,599

10,468

141,583

△ 29,415

111,551

100 0

55 0

22 0

5 0

△ 26,326

13 0

5 0

-11 -

― 116 ―



令和３年度 注

   （３）年金資 の期首残高と期末残高の

　 期首にお る年金資 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 額 千円

　 定 金 済 度 の 出金 千円

　 定 業年金 度 の 出金 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る年金資 千円

   （ ） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金及び 払年金 の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 定 業年金 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 未 務 千円

　 未 理計算上の 千円

　 貸 計上額 額 千円

　　　　 当金 千円

　　　　 払年金 千円

   （ ） 及びその 目の金額

　 務 千円

　 利息 千円

　 期 収益 千円

　 理計算上の の 理額 千円

　 務 の 理額 千円

　　合計 千円

   （ ）年金資 の な

　　年金資 合計に する な分 との は、 のとおりです。

　 債 55 3

　 年金 資 23 3

　 金及び 金 3 5

　 定 13 6

　 その他 4 3

　　合計 100 0

   （ ） 期期 収益 の 定 に する

　　年金資 の 期期 収益 を決定するため、 及び予 る年金資 の配分と年金資 を

　 する な資 からの 及び 期 る 期の収益 を しています。

   （ ） その他の 理計算上の計算 に する事

　 0 37

　 期期 収益 　　 業 済 0 65

　　　　　　　　　　　　　 済 業 合連合 0 56

△ 26,326

117,225

△ 12,824

7,473

652,452

177,703

759,807

788,927

107,292

19,564

△ 186,892

1,904,131

1,952,864

12,824

△ 1,521

2,556,583

9,711

139,191

△ 29,119

△ 70,348

△ 1,645,689

△ 258,441
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令和２年度 注

1　 度の

   （１） している 度の

　　 事業 事 の にあてるため、 事業 事 に 、 金

　度を しています。また、この 度に加 、 に の 部にあてるため

　 　 業 済 との 約による 金 済 度を しています。

　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 千円

　 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 当金 千円

   （３） 債務の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 済 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 当金 千円

　（ ） に する 益

　 定 金 済 度 の 出金1,864千円は で 理しています。

1　 度の

   （１） している 度の

　　 の に てるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 、 業 済 との 約による 金 済 度を しています。

　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 千円

　 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 当金 千円

   （３） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 済 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 当金 千円

　（ ） に する 益
　　 定 金 済 度 の 出金15,183千円は で 理しています。

38,195

△ 176

4,184

34,186

38,195

38,195

△ 115,286

153,481

3,366

3,366

△ 3,319

6,686

3,366

△ 145

△ 1

3,513
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令和３年度 注

2　 度の

   （１） している 度の

　　 事業 事 の にあてるため、 事業 事 に 、 金

　度を しています。また、この 度に加 、 に の 部にあてるため

　 　 業 済 との 約による 金 済 度を しています。

　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 千円

　 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 当金 千円

   （３） 債務の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 金 済 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 当金 千円

　（ ） に する 益

　 で計算した 　　　　　　　 274 千円

　 定 金 済 度 の 出金1,873千円は で 理しています。

3　 度の

   （１） している 度の

　　 の に てるため、 に 、 金 度を しています。また、こ

　の 度に加 、 に の 部に てるため、 業 済 と

　の 約による 金 済 度を しています。

　　なお、 当金及び の計算に、 に る期末 合 支 額を

　債務とする を いた を しています。

   （２） 当金の期首残高と期末残高の

　 期首にお る 当金 千円

　 千円

　 の支払額 千円

　 期末にお る 当金 千円

   （３） 債務及び年金資 の期末残高と貸 に計上 た 当金の

　 債務 千円

　 定 済 度 千円

　 未積立 債務 千円

　 当金 千円

　（ ） に する 益
　　 で計算した 千円
　　 定 金 済 度 の 出金　16,058千円は で 理しています。

38,195

42,007

42,007

△ 130,984

42,007

△ 379

4,190

4,190

3,272

3,272

△ 4,765

8,038

3,272

△ 369

274

3,366

172,990
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令和２年度 注

　2　 業務 金の 見込額
　　 件 （ 利 ）には、 年金 度及び 業 済 合 度の 合を図る
　ための 業 済 合 を する の 条に 、 済 合（
　続 合）が行 年金 の業務に する に てるため 出した 業務 金43,141千円を
　めて計上しています。
　　なお、 合より た令和２年３月 にお る令和１ 年３月までの 業務 金の
　見込額は、546,936千円となっています。

計に する注
　１　 延 金資 及び 延 金 債の の な

延 金資
　資 債務 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 定資 却 千円
　未払 千円
　未払事業 千円
　減 千円
　その他 千円
　 延 金資 計 千円

当額 千円
　 延 金資 合計（ ） 千円

延 金 債
　その他有 千円
　有 定資 （資 債務） 千円
　 払年金 千円
　 延 金 債合計（ ） 千円

延 金資 の 額（ ） （ ） 千円

　２　 定 と との の な
定 27 18

（ ）
　 に 金に算 ない 目 2 73
　 取配当金 に益金に算 ない 目 △ 4 05
　 2 40
　 当額の増減 △ 2 83
　 金取崩額 0 22
　その他 0 29
 計 の の 25 94

その他の注
　１　資 債務に する注
　　　資 債務の 貸 に計上しているもの
　（１）当該資 債務の
　　　　当 合の は の に 有者との事業 定期 権 約 不 貸 約を 結
　　　しており、 貸期間 による 状 務に し資 債務を計上しております。また、 部建
　　　で している有 を する 務に しても資 債務を計上しております。

　（２）当該資 債務の金額の算定
　　　　資 債務の見積もりにあたり、支出までの見込期間は15年 24年、 は1 42 2 09
　　　を しております。

　（３）当事業年度末にお る当該資 債務の 額の増減
　　　　期首残高 14,562 千円
　　　　 の経 による 額 41 千円
　　　　資 債務の 行による減少額 1,345 千円
　　　　期末残高 13,258 千円

25,120
8,124

34,848
11,906
23,682
14,315
25,583

250,149
3,603

294,948
△ 61,889

△ 7,996
△ 130

△ 53,764

356,836
△ 74,266
431,101

33,767

-12 -― 120 ―



令和３年度 注

　4　 業務 金の 見込額
　　 件 （ 利 ）には、 年金 度及び 業 済 合 度の 合を図る
　ための 業 済 合 を する の 条に 、 済 合（
　続 合）が行 年金 の業務に する に てるため 出した 業務 金41,413千円を
　めて計上しています。
　　なお、 合より た令和３年３月 にお る令和１ 年３月までの 業務 金の
　見込額は、478,915千円となっています。

計に する注
　１　 延 金資 及び 延 金 債の の な

延 金資
　減 却 額 千円
　資 債務 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 当金 千円
　 定資 却 千円
　未払 千円
　未払事業 千円
　減 千円
　不計上未収貸 金利息 千円
　その他 千円
　 延 金資 計 千円

当額 千円
　 延 金資 合計（ ） 千円

延 金 債
　その他有 千円
　有 定資 （資 債務） 千円
　 払年金 千円
　 延 金 債合計（ ） 千円

延 金資 の 額（ ） （ ） 千円

　２　 定 と との の な
　 定 と 計 の の との間の が 定 の１ 分の 以

であるため注 を しています。

その他の注
　１　資 債務に する注
　　　資 債務の 貸 に計上しているもの
　（１）当該資 債務の
　　　　当 合の は の に 有者との事業 定期 権 約 不 貸 約を 結
　　　しており、 貸期間 による 状 務に し資 債務を計上しております。また、 部建
　　　で している有 を する 務に しても資 債務を計上しております。

　（２）当該資 債務の金額の算定
　　　　資 債務の見積もりにあたり、支出までの見込期間は24年、 は2 09 を しておりま
　　　す。　　

　（３）当事業年度末にお る当該資 債務の 額の増減
　　　　期首残高 13,258 千円
　　　　 の経 による 額 42 千円
　　　　期末残高 13,300 千円

331,871

3,615
25,658

282,839
△ 49,032

△ 7,914
△ 112

△ 41,004

△ 99,897
431,769

48,389
10,301

7,121
7,403

25,891
12,185
22,004
11,543
28,037

229,616
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(9) 連結剰余金計算書

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度

（資本剰余金の部）

　1 資本剰余金期首残高 38,852 38,852

　2 資本剰余金増加高 - -

　3 資本剰余金減少高 - -

　4 資本剰余金期末残高 38,852 38,852

（利益剰余金の部）

　1 利益剰余金期首残高 8,581,648 9,598,968

　2 利益剰余金増加高 633,942 577,713

　　当期剰余金 446,882 393,042

　　目的積立金取崩額 187,059 184,671

　3 利益剰余金減少高 81,986 60,727

　　配当金 81,986 60,727

　4 利益剰余金期末残高 9,133,603 10,115,954

(10) 連結事業年度のリスク管理債権の状況

（単位：千円）

区　　　分 令和２年度 令和３年度 増　減

破 綻 先 債 権 額 55,286 52,351 △ 2,935

延 滞 債 権 額 298,309 255,240 △ 43,069

3 ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 額 0 0 0

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0 0 0

合 計 額 353,596 307,591 △ 46,005

(注)

1 破綻先債権

　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取り立て

又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金をいいます。

2 延滞債権

　未収利息不計上貸出金であって、注１に掲げるもの及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的

として利息の支払を猶予したもの以外の貸出金をいいます。

3 ３ヵ月以上延滞債権

　元本または利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延している貸出金で、破綻先債権および

延滞債権に該当しないものをいいます。

4 貸出条件緩和債権

　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返却猶予、

債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、破綻先債権、延滞債権および３ヵ月

以上延滞債権に該当しないものをいいます。

科　　　　　　目
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(11) 連結事業年度の事業 経 収益
（単位：千円）

区　　分 　　目 令和３年度
経　 　収　益 1,527,600

　 　事　業 経　 　利　益 279,261
資　 　の　額 208,628,800
経　 　収　益 1,714,811

　済　事　業 経　 　利　益 510,202
資　 　の　額 5,054,657
経　 　収　益 12,704,479

 業  連 事 業 経　 　利　益 △ 294,031
資　 　の　額 12,029,288
経　 　収　益 5,856,428

その他事業 経　 　利　益 281,678
資　 　の　額 3,612,650
経　 　収　益 59,582

営    事 業 経　 　利　益 △ 311,439
資　 　の　額 783,879
経　 　収　益 21,862,900

計 経　 　利　益 465,672
資　 　の　額 230,109,275

2 連結 資本の の状況

 連結 資本 の状況
　　令和 年２月末にお る連結 資本 は、１２ となりました。

　　連結 資本は、 合 の 出資によっています。
　　   出資による資本 額

目

行

資本 の

　　当連結 では、 な スにより連結 資本 を に算出し、 を に

　リスク リスクの管理及びこ らのリスクに した 分な 資本の を図

　るとともに、 部 の積み増しによる 資本の に めています。　

5,301,858

令和２年度
1,455,913

156,463
201,073,260

1,668,487
444,711

5,011,450
13,469,803

△ 85,719
13,738,691

資本に る 目
に算 した額

円
（ 年度 ３ 円）

343,932
3,221,773

66,739
△ 207,777

549,149
21,962,800

651,609
223,594,325

みなみ 業 合

出資
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(1) 資本の に する事

（単位：千円、 ）

資本にかかる 目

出資又は 積的 先出資に る 合 資本の額 11,506,108 11,868,878

、出資金及び資本 金の額 5,061,868 5,047,467

、再 積立金の額 - -

、利益剰余金の額 6,468,027 6,838,733

、外部 出予定額　（△） 50,527 50,450

、上 以外に該当するものの額 23,787 26,174

資本に算 る 算 額 - -

、 に るものの額 - -

資本に る 支配 分の額 - -

資本に る 目の額に算 る 当金の合計額 70,499 45,653

、 貸 当金 資本算 額 70,499 45,653

、 当金 資本算 額 - -

資本 の額の 、 資本に る 目の額に ま る額 - -

、 出資金の額 - -

、上 以外に該当するものの額 - -

的 による資本の増 に する を て 行 た資本 の額の 、

資本に る 目の額に ま る額

の再 額と再 の 額の 額の に相当する額の 、

資本に る 目の額に ま る額

支配 分の 、経 により 資本に る 目の額に ま る額 - -

資本にかかる 目の額 （ ） 12,136,578 12,329,285

資本にかかる 目

定資 （ に るものを 。）の額の合計額 18,056 15,457

、の に るもの（の 相当 額を ）の額 - -

、の 及び に るもの以外の額 18,056 15,457

延 金資 （ に るものを 。）の額 - -

当金不 額 - -

取 に い増加した 資本に相当する額 - -

債の により た 額であって 資本に算 る額 - -

払年金 の額 21,420 21,204

有 出資 （ 資 の部に計上 るものを 。）の額 - -

図的に 有している他の金 の 資本 の額 - -

少 出資金 の 出資 の額 - -

定 目に る 額 - -

、その他金 の 出資 に該当するものに 連するものの額 - -

、 に る 定資 に 連するものの額 - -

、 延 金資 （ に るものに る。）に 連するものの額 - -

定 目 額 - -

、その他金 の 出資 に該当するものに 連するものの額 - -

、 に る 定資 に 連するものの額 - -

、 延 金資 （ に るものに る。）に 連するものの額 - -

資本に る 目の額 （ ） 39,476 36,662

資本

資本の額（（ ） （ ）） （ ） 12,097,102 12,292,622

リスク

リスク の額の合計額 84,702,807 84,618,138

、経 によりリスク の額に算 るものの額の合計額 3,110,944 3,072,246

、他の金 クス 0 0

、 再 額と再 の 額の 額に るものの額 3,110,944 3,072,246

、上 以外に該当するものの額 - -

リスク相当額の合計額を で して た額 11,325,713 11,109,908

リスク 額 - -

リスク相当額 額 - -

リスク の額の合計額 （ ） 96,028,520 95,728,047

連結 資本

連結 資本 （（ ） （ ）） 12 60 12 84

(注)

１ 業 合 がその経営の を するための （ 18年金 2 ）に 算出しております。

２ 当連結 は、 リスク 額の算出にあたっては 的 、 金 資 の に いては リスク 減 の

　 を、 リスク相当額の算出にあたっては 的 を しています。

３ 当連結 が有するす ての 資本とリスクを して、 資本 を計算しています。

令和２年度

-

559,970

　　　　　目 令和３年度

-

414,753
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(2) 資本の 度に する事

 リスクに する 資本の額及び区分 との
（単位：千円）

クス の リスク 額 資本額 クス の リスク 額 資本額

期末残高 期末残高

2,627,935 - - 2,699,431 - -

2,018,515 - - 2,908,225 - -

- - - - - -

- - - - - -

4,741,825 - - 4,365,568 - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

500,076 - - 500,121 - -

- - - - - -

138,116,101 27,647,443 1,105,898 142,178,377 28,504,113 1,140,165

1,670,059 1,293,967 51,759 1,893,409 1,596,191 63,848

8,850,240 5,703,348 228,134 9,229,767 5,936,404 237,456

11,613,676 4,047,547 161,902 11,846,601 4,126,911 165,076

5,135 4,667 187 2,580 0 0

351,458 305,983 12,239 301,067 252,911 10,116

71,534 14,306 572 34,459 6,891 276

23,291,163 2,297,881 91,915 25,795,990 2,547,729 101,909

- - - - - -

430 - - - - -

1,203,493 1,201,634 48,065 1,218,483 1,216,624 48,665

（ 出資 の クス ） 1,203,493 1,201,634 48,065 1,218,483 1,216,624 48,665

（ な出資の クス ） - - - - -

24,075,169 38,063,308 1,522,532 22,815,473 36,814,367 1,472,575

（ 他の金 の 資
本 の 出
資 及びその他の外部

連 に該当するもの以
外のものに る クス

）

- - - - - -

（ 金 又は 業
合連合 の 資本

に る クス ）
9,335,710 23,339,275 933,571 9,335,754 23,339,386 933,575

（ 定 目の 目に算
ない部分に る クス

）
- - - - - -

（ の 決権の 分の を
る 決権を 有している他の金

に るその他外部 連
に する クス ）

- - - - - -

（ の 決権の 分の を
る 決権を 有していない他の金

に るその他外部
連 に る 額を上 る
部分に る クス ）

- - - - - -

（ 上 以外の クス ） 15,775,454 15,760,028 630,401 14,091,902 14,087,165 563,487

- 3,110,944 124,438 - 3,072,246 122,890

- - - - - -

219,136,815 83,691,034 3,347,641 225,789,559 84,074,392 3,362,974

- - - - - -

- - - - - -

219,136,815 83,691,034 3,347,641 225,789,559 84,074,392 3,362,974

が の 及び 行

令和２年度 令和３年度

金

当権

外 の 及び 行

決済 行

が の

外 の 以外の 部

行

金

が の

金 及び 金 取 業者

業 及び

リスク相当額 8

不 取 事業

月以上延滞

取立未済

経済 支援 によ
る

済約 貸

出資

上 以外

経 によりリスク の額に
算 るものの額

他の金 の 資本 に
る クス に る経 によ
りリスク の額に算 な
かったものの額（△）

的 を する クス 計

算 連 クス

合計（ リスク の額）
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リスク 資本額 資本額

に する 資本の額

346,433 444,395

資本額 資本額

3,841,141 3,829,121

(注)

1 リスク 額 の には、 リスク 減 のリスク 額を クス の とに しています。

2 クス とは、リスクに ら ている資 （ スを ）のことをいい、 的には貸出金 有 が該

　当します。

3 月以上延滞 とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上延滞している債務者に る クス 及び 金

   及び 金 取 業者 、 においてリスク が１ になった クス のこ

　とです。

4　 出資 とは、出資 クス 、 な出資の クス が該当します。

5　 経 によりリスク の額に算 るもの とは、 の再 額金に る経 によるリスク の額お

　　よび 目にかかる経 により、なお の によるものとしてリスク の額に算 したものが該当します。

6 上 以外 には、 金 外 の 及び 行 決済 行 外 の 以外の 部

   行 取立未済 未決済取 その他の資 （ 定資 ） 間 算 加者 リスク 減 として いる または

　ク リ の免 額が ま ます。

7 当 では、 リスク相当額の算出にあたって、 的 を しています。

　　 リスク相当額を で して た額の算出 （ 的 ）

 　　　（ 利益（ の の 合に る） １ ）の ３年間の合計額）

リスク相当
額を で して た額

リスク相
当額を で して た額

的

（ 利益（ の の 合に る） １ ）の ３年間の合計額

 ３年間の 利益が の であった年

8,660,818 11,109,908

資本額計

リスク （分 ）計 リスク （分 ）計

96,028,520 95,728,047
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(3) リスクに する事

 リスク管理の 及び 続の

　当連結 では、 以外で を行っていないため、連結 にお る リスク管理

及び 続 は定めていま 。 の リスク管理の 及び 続 の 的 は、単 の

（ 10）を い。

 的 に する事

　連結 資本 算出にかかる リスク 額は に定める 的 により算出していま

す。また、 リスク の算出にあたって、リスク の 定に当たり する は

のとおりです。

( ) リスク の 定に当たり する は、以 の による のみ

　　し、 は しないこととしています。

資 （ ）

日本 （ ）

ス ス ク（ ）

（ ）

スリ （ ）

(注)

リスク とは、当該資 を 有するために な 資本額を算出するための 目のこと

です。

( ) リスク の 定に当たり する の または リ リスク ス は、

　　 に以 のとおりです。

金 クス 日本

リ リスク スクス

クス （ 期）

クス （ 期）

 ,  ,  , ,

 ,  ,  , ,
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 リスクに する クス （ 、業 、残 期間 ）及び 月以上延滞 クス
　 の期末残高

（単位：千円）

貸出金 債 貸出金 債

業 175,115 175,115 - - 174,699 174,699 - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

業 - - - - - - - -

建 不 業 133,130 133,130 - - 110,163 110,163 - -

ス
業

- - - - - - - -

業 500,076 - 500,076 - 500,121 - 500,121 -

金 業 133,988,565 1,367,268 - - 139,250,512 1,367,312 - -

ス業
6,991,266 1,455,206 - - 5,969,758 1,725,668 - -

日本
6,760,341 3,840,687 2,919,654 - 7,273,794 3,464,417 3,809,376 -

上 以外 232,696 232,696 - - 194,644 194,644 - -

44,985,246 44,903,134 - 351,458 47,817,188 47,738,728 - 301,067

その他 25,340,100 - - - 24,413,129 - - -

業 残高計 219,106,539 52,107,238 3,419,731 351,458 225,704,012 54,775,635 4,309,498 301,067

１年以 136,391,510 314,838 - 142,725,688 331,531 301,326

１年 ３年以 1,870,002 1,368,658 501,343 1,489,564 1,289,441 200,122

３年 年以 2,060,354 2,060,354 - 2,710,940 2,210,779 500,161

年 年以 3,324,940 2,614,661 710,278 3,285,271 3,076,505 208,765

年 １ 年以 3,998,226 3,797,564 200,661 3,445,659 3,042,846 402,812

１ 年 42,634,744 40,627,297 2,007,446 46,359,136 43,662,826 2,696,309

28,826,761 1,323,863 - 25,687,752 1,161,703 -

残 期間 残高計 219,106,539 52,107,238 3,419,729 225,704,012 54,775,635 4,309,498

(注)

1 リスクに する クス の残高には、資 （ 資本 となるもの、リスク の

　みなし計算が る クス に該当するもの、 クス に該当するものを

　 ） びに ス取 を みます。

2 貸出金 とは、貸出金の か、 及びその他の リ 以外の ス

   クス を でいます。 とは、 約した期間および 資 の で、

   お の に 、金 が 資を 行する 約のことをいいます。 貸出金 には

　 の 資 残額も めています。

3 月以上延滞 クス とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞し

　ている クス をいいます。

 当 では の 定 た リ で事業 を行っているため、 の区分は しております。

期 の定めのないも
の

令和２年度 令和３年度

リスクに
する クス

の
残高

月以上延滞
クス

リスクに
する クス

の
残高

月以上延滞
クス
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 貸 当金の期末残高及び期 の増減額
（単位：千円）

目的 その他 目的 その他

111,951 77,010 - 107,796 81,165 81,165 53,267 - 81,165 53,267

138,346 118,995 508 137,838 118,995 118,995 109,138 - 118,995 109,138

 業 の 貸 当金の期末残高 期 増減額及び貸出金 却の額
（単位：千円）

目的 その他 目的 その他

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

建 不 業 - - - - - - - - - - - -

ス
業

- - - - - - - - - - - -

業 - - - - - - - - - - - -

金 業 - - - - - - - - - - - -

ス業
- - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - -

138,346 118,995 508 137,838 118,995 514 118,995 109,138 - 118,995 109,138 33

業 計 138,346 118,995 508 137,838 118,995 514 118,995 109,138 - 118,995 109,138 33

(注)　当 では の 定 た リ で事業 を行っているため、 の区分は しています。

 リスク 減 の残高及びリスク 1250 を する残高
（単位：千円）

リスク

リスク 2

リスク 4

リスク １

リスク ２

リスク ３

リスク

リスク

リスク １

リスク １

リスク 250

その他

(注)

1　 リスクに する クス の残高には、資 （ 資本 となるもの、リスク のみなし計算が

　　 る クス に該当するもの、 クス に該当するものを ） びに ス取 及び

　　 取 の 相当額を みます。

2　 あり には クス のリスク 定において を しているもの、 なし には クス

 　 のリスク 定において を していないものを しています。なお、 は による

　　 のみ しています。

3　経 によってリスク を した クス に いては、経 のリスク によって

　　 計しています。また、経 によってリスク を算 したものに いても 計の としています。

4   1250 には、 決済取 に るもの、 リスク 減 として いる 又はク リ の免 額

　　に るもの、 な出資に る クス な リスク 1250 を した クス があります。

令和２年度 令和３年度

期首
残高

期
増加額

期 減少額 期末
残高

期首
残高

期
増加額

期 減少額 期末
残高

貸 当金

貸 当金

区　　分

令和２年度 令和３年度

貸出金
却

貸出金
却

期首
残高

期末
残高

期
増加額

期 減少額 期末
残高

期首
残高

期
増加額

期 減少額

　

令和２年度 令和３年度

あり なし 計 あり なし 計

11,361,932

- - - - - -

リス
ク 減

残高

- 10,879,397 10,879,397 - 11,361,932

- - - -

- 139,384,414 139,384,414 - 143,528,640 143,528,640

- -

- 22,978,805 22,978,805 - 25,477,279 25,477,279

- 433,181 433,181 - 334,816 334,816

- 11,571,919 11,571,919 - 11,798,368 11,798,368

- 20,380,578 20,380,578 - 19,389,834 19,389,834

- 7,077,411 7,077,411 - 7,401,684 7,401,684

- 9,335,710 9335710 - 9,335,754 9335754

- 176,064 176,064 - 147,945 147,945

-

計 - 222,217,484 222,217,484 - 228,776,258 228,776,258

リスク 　1250 - - - - -

- - - - - -
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(4) リスク 減 に する事

 リスク 減 に するリスク管理の 及び 続の
　　連結 資本 の算出にあって、 リスク 減 を 資本 算出 において定めています。 リ

　スク 減 の 及び管理 、 続は、 のリスク管理の 及び 続に て行っています。 のリスク管

　理の 及び 続 の 的 は、単 の （ ３）を い。

 リスク 減 が た クス の額
（単位：千円）

金 資 金 資

金 - - - -

が の - 500,076 - 500,121

- - - -

- - - -

4,809 - 3,206 -

業 及び 37,634 1,515,550 26,673 1,607,038

当権 - - - -

不 取 事業 - - - -

月以上延滞 - - - 832

算 連 - - - -

上 以外 - 19,483 - 5,921

合計 42,444 2,035,111 29,879 2,113,913

(注)

1 クス とは、リスクに ら ている資 （ スを ）のことをいい、 なものとして

　は貸出金 有 が該当します。

2 月以上延滞 とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ 月以上延滞している債務者に る クス

   及び 金 及び 金 取 業者 、 においてリスク が

   １ になった クス のことです。

3 上 以外 には、 金 外 の 及び 行 決済 行 外 の 以外の 部

   行 取立未済 未決済取 その他の資 （ 定資 ）が ま ます。

(5) 取 及び 期決済期間取 の取 相 のリスクに する事

該当する取 はありま 。

(6) クス に する事

該当する取 はありま 。

(7) リスクに する事

 リスクに するリスク管理の 及び 続の
　　連結 にかかる リスク管理は、 においては のリスク管理及びその 続に た

　リスク管理を行っています。 のリスク管理 及び 続 の 的 は、単 の （ １ ）を

　 い。

金 及び 金 取
業者

区分
令和２年度 令和３年度
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(8) 出資その他こ に する クス に する事

 出資 その他こ に する クス に するリスク管理の 及び 続の
　　連結 にかかる出資 クス に するリスク管理は、 においては のリスク管理

　及びその 続に たリスク管理を行っています。 のリスク管理の 及び 続 の 的 は、単

　の （ ）を い。

 出資その他こ に する クス の連結貸 計上額及び
（単位：千円）

上　

上

合　計

（注） 額 は、 のあるものは 、 のないものは貸 計上額の合計額です。

 出資その他こ に する クス の 却及び 却に 益
（単位：千円）

却益 却 却益 却

- - - -

 連結貸 で 、連結 益計算書で ない 益の額（ 有目的区分を
  その他有 としている 出資の 益 ）

（単位：千円）

益

- - -

 連結貸 及び連結 益計算書で ない 益の額（ 連 の
   益 ）

（単位：千円）

益

- - -

(9) リスク のみなし計算が る クス に する事

該当する取 はありま 。

令和２年度

令和２年度 令和３年度

益

益

-

-

9,057,395

9,057,395

-

9,042,405

9,042,405

-

9,057,395

9,057,395

-

-

却額

-

令和２年度 令和３年度

令和３年度

令和３年度

連結貸 計上額 額 連結貸 計上額 額

令和２年度

却額

-

9,042,405

9,042,405
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(10) 金利リスクに する事

 金利リスクの算定 の
　　連結 の金利リスクの算定 は、 の金利リスクの算定 に た により行っています。

　 の金利リスクの算定 は、単 （ ）を い。

 金利リスクに する事
（単位： 円）

当期末 期末 期末

1 1,335 1,324 211

2 0 0 0

3 1,381 1,399

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 1,381 1,399 211

8 資本の額 12,292 12,097

202

当期末 期末

期金利上

期金利

上 202

0

ス

１：金利リスク

当期末
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 務 の にかかる

1 　 は、当 の令和３年３月１日から令和 年２月２ 日までの事業年度にかかる

スク に した の 、 務 に するす ての な に

おいて、 業 合 行 に に ていることを いたしました。

2 　この を行 に当たり、 務 が に る以 の が 、有 に

していることを しております。

(1) 業務分 と 管部 が 、 部 が に業務を 行する が て

  おります。

(2) 業務の 部 から 立した 部 部 が 部管理 の 有 を し

  ており、 な事 に いては理事 に に ております。

(3) な経営 に いては、理事 に ております。

令和 年　 月１日

みなみ 業 合

理事 合 　   　  

  書
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の

1

(1)

　 　 の となる に 定 ている は、理事及び 事をいいます。

(2) の 、支払 額及び支払 に いて

　 　 に する の は、 本 と 金の２ で、令和３年度にお る

　 に する の支払 額は のとおりです。

　　 なお、 本 は 月 定日に 定 の り込みの による 金支 のみであり、

　 金は、その支 に する 決 、 定の 続 を経て、 本 に た で支払

　 っています。

（注1） は、理事31 、 事 です。

（注2） 金に いては、本年度に に支 した額ではな 、当期の として る部分の金額

　　　  （ 当金 の 額の 当期の に する金額）によっています。

(3) の の決定 に いて

　 （ 本 ）

　　　 は、理事及び 事の に に支 する 額の 高 度額を において

　　決定し、その において、理事 の に いては理事 において決定し、 事

　　 の 額に いては 事の によって定めています。なお、業 連 の とはな

　　っておりま 。

　　　この 合の の 額の決定にあたっては、 の 務 を して決定し

　　ていますが、その に いては、 に をし、その を ま て決

　　定しています。また、上 の支 する 額の 高 度額もこの をもとに決定していま

　　す。

　 金

　　　 金に いては、 に 年 に た を て た額に に

　　 があったと めら る者に いては 金を加算して算定し、 で理事及び 事の

　　に に支 する 金の 額の を た 、 金支 に 、

　　理事に いては理事 、 事に いては 事の によって の支 額と支 期

　　を決定し、その決定に 支 しています。

　　　なお、この 金の支 に て 当なる 計 行に して 当金を計上して

　　います。

支 額（注2）

（単位：千円）

（注1）に する 71,508

本 金

9,925     
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2

(1)

　 　 の となる に 定 ている の は、当 の 及び当

　 の な連結 の であって が る と 額以上の を

　 るものの 、当 の業務及び の状況に な を る者をいいます。

　　 なお、令和３年度において、 に該当するものはおりま でした。

（注1） には、期 に した者も めております。

（注2） な連結 とは、当 の連結 の 、当 の連結 資 に して２ 以上

　　　の資 を有する をいいます。

（注3） 額 は、令和３年度に当 の に支払った 額 の 額としております。

（注4）令和３年度において当 の が る と 額以上の を る者はおりま でした。

3 その他

　 　当 の 及び の の は、上 のとおり 度なリスク クを

　 するおそ のある はありま 。したがって、 の 、 及び

　 の の とリスク管理の 合 びに 及び の と業 の連

　 に する事 その他 の に し となる 事 として、 する はあり

　 ま 。
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の

あ り いしか

ス みなみ しらか リ

あ り みなみ リ すかが

　 　

（いしか ）

（しらか ）

（すかが ）

（いしか ）

　 　

ス かしま

（しらか ）

ス

（いしか ）

リ

経　済　部 （しらか ）

資

部資

部配

経　済　

（

営

経

済

当
）

務
理
事

部配

しらか
（ ）（

営

経

済

当
）

理
事

務

すかが
（ り ）

営　 　部 　 　

　 　

事 相

金

済

営

経
済

　済　部 済 事務

済

資

金　 　部 資金業務

合

理

事
理
事

合

（

務

金

済

当
）

理
事

務

（

務

当
）

務
理
事

（

金

済

当
）

務
理
事務

　 　部 ス

　 　

債権

管　理　

　務　

事

　 　 　 　

　務　部

1 令和３年度 みなみ 図

事

事 事

加
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金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

　 　 　

金　 　 　済　
　 　支　

営 　 　 　

　 　支　 金　 　 　済　

　 　 　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　支　 金　 　 　済　

支　援　

　 　 　

いしか 営 　 　

営　 　
区

営

支

支

営

金　 　 　済　

    支 

　 　 　
　 　支　

金　 　 　済　

　 　 　

　 　 　

　 　支　

　 　支　
金　 　 　済　

　 　 　
　 　支　

金　 　 　済　

金　 　 　済　
　　支　　

　 　 　

　 　支　
　 　 　

金　 　 　済　

営業 　 　 　

　 　 　
営

　 　支　 金　 　 　済　

  金   

区

営

支

支

営

営　 　

しらか 営 　 　

　 　 　

本 あい

金　 　 　済　

支　援　

　 　支　

　 　 　

金　 　 　済　
　 　支　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

　 　 　
　 　支　

金　 　 　済　

　 　 　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　
　 　支　

金　 　 　済　

　 　 　

金　 　 　済　
   支 

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

支　援　

　部　支　 金　 　 　済　

営　 　

区

営

支

支

営

すかが 営 　 　

部 営 　 　 　
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事

事 事

令和 年度 みなみ 図

　 　 　 　

　務　部 事

　務　

管　理　

債権

　 　部 ス

　 　

金

金　 　部
（

金

済

当
）

務
理
事

済

資金業務

合

理

事
理
事

合

理
事

務

　済　部

済

　 　

すかが
（ り ）

営　 　部 　 　

務
金

済

営

経
済

（

営

経

済

当
）

務
理
事

しらか
（ ）

部配

部配

経　済　

（いしか ）

（しらか ）

（しらか ）

（いしか ）

経　済　部 ス

　 　

（いしか ）

（すかが ）

（しらか ）

ス かしま

　 　

ス みなみ

あ り いしか

リ すかが

しらか リ

加

-1 -

― 138 ―



営　 　

区

営

支

支

営

すかが 営 　 　

すかが 資

部 営

支　援　

　 　 　

（営 経済）

　 　支　
金　 　

　済　

　部　支　 金　 　 　済　

金　 　 　済　

　 　 　支　 金　 　 　済　

　 　支　
　 　 　

　 　支　 金　 　 　済　

金　 　

　 　支　 　済　

　 　 　

本 あい

金　 　 　済　
　 　支　

　 　支　
　 　 　

　 　 　

金　 　 　済　

　 　支　 金　 　 　済　

営　 　

しらか 営 　 　

区

営

支

支

営

支　援　

資

　済　

　 　 　

金　 　 　済　

　 　支　 金　 　

営   金   

金　 　 　済　
　 　支　

　 　支　
　 　 　

支 金　 　 　

　 　 　

　済　

金　 　
　 　支　

金　 　 　済　
　支　

　 　 　

金　 　 　済　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

　 　支　
　 　 　

営　 　

いしか 営 　 　

区

営

支

支

営

リ

　 　 　

支　援　

　 　 　

（営 経済）

営

金　 　
　 　支　

　済　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

　 　支　 金　 　 　済　

金　 　 　済　
　 　支　

　 　 　

金　 　 　済　
　 　支　
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2 （ ）

令和 年 月

本 位

相

和

上

和 利

本

本

利

事 本 は ３ 条 １ に定める 外 事です。

3 計 の

　みのり （令和 年 月 ）　 ： 区 5-29-11

4 合

（単位： 、 ）

△ 182

△ 187

5

301

312

△ 11

119

合

18,603

合計

18,335

86

13,565

13,018

31,98631,867

246

18,522

235

13,330

13,264

81

理 事

理 事

理 事

18,421合

理 事

令和２年度

理 事

資 区分

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

金 済 当 務

理 事

理 事

理 事

理 事

　　　 　

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

増　　減

理 事

理 事

理 事

令和３年度

事

事

( 外 ) 事

事

事

　 　

理 事

理事 合

　　

理 事

理 事 務

営 経 済 当 務
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5 合 の状況　　

区

　　 　　 　 　者　 　

部 19

み な み 年 連 498

みなみ 部 連 1,180

み な み 連 1,535

み な み 連 184

み な み 連 66

すかが 区

　　 　　 　 　者　 　

745

に ら 部 52

部 2

部 849

ス 部 和 6

128

い 部 6

部 43

り 部 和 和 13

部 669

ス 23 合

和 部 64

年 連 293

部 331

業 363

あ り 部 38

定 業 部 23

定 業 部 13

部 支 事 合 ２ 合 679

支 事 合 310

支 事 合 部 483

支 合 447

支 事 合 合 679

支 事 合 862

事 支 部 和 708

支 ２ １ 区 1,371

支 合 880

年 金 の 6,446
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しらか 区

　　 　　 　 　者　 　

部 419

部 451

は と 部 24

部 8

部 41

和 部 和 44

年 連 167

部 557

年 金 の 上 5,079

出 間 294

いしか 区

　　 　　 　 　者　 　

部 部 323

部 7

部 339

部 49

部 金 167

な す 部 22

に ら 部 29

り 部 46

部 15

部 22

リ 部 35

部 15

合 9

部 115

出 者 130

ス 和 9 合

年 連 38

部 292

あい 連 45

業 134

年 金 の 5,202

当 の令和 年２月末 にお る 合 を しております。
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6 定 事業 理業者の状況　　

該当する取 はありま 。

7 区

　　　 　　　 区　　　

区

区

区

、 、

区

区

区

区

区

区

区

区

8 あ み

２ 年

２ 年

（ すかが 業 合、 業 合、

　 あ ま 業 合）

２ 年

３ 年

はた １ 年

り あ １ 年

３１年 ス みなみ 立（ 事業 管）

（ しらか ス合 ）

令和元年 １ 本部

令和２年 部 事

本部

令和３年 り 事

しらか 営 事務

（ みなみ ）出

あ り みなみ 立（ 事業 管）

取

リ

年 あ み

みなみ リ はと

合 度の 区

みなみ 業 合

合 予 約
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9 の

本

　

962-0839 0248-72-5202

務部 務 962-0839 0248-72-5211

事 962-0839

管理 962-0839

債権 962-0839

部 962-0839 0248-94-2312

ス 962-0839

962-0839

金 部　 資金業務 962-0839 0248-72-5212

金 当 962-0839 0248-94-2317

資 当 962-0839 0248-72-5206

（すかが ） 962-0839 0248-72-5206

（しらか ） 961-8585 ２ -１ 0248-22-5158

済部 済 962-0839 0248-94-2319

済 済 事務 当 962-0839 0248-72-5207

事 相 当 962-0839 0248-72-5208

営 経済本

　

営 部 961-8585 ２ -１ 0248-22-5153

（すかが ） 969-0401 本 151 0248-62-3237

（すかが ） 962-0311 2 0248-65-2101

（すかが ） 962-0059 182-1 0248-75-4185

961-8585 ２ -１ 0248-22-5155

（すかが ） すかが 962-0047 1-1 0248-72-5219

（しらか ） しらか 961-0106 37-1 0248-52-2935

（すかが ） 加 962-0512 60-3 0248-83-2938

（しらか ） 969-0302 6-4 0248-54-5003

961-8585 ２ -１ 0248-22-5147

（いしか ） 事務 963-7846 99 0247-26-2521

経済部 経済 961-8585 ２ -１ 0248-22-5142

（すかが ） 部配 962-0056 8 0248-76-7125

（しらか ） 部配 969-0102 和 180 0248-53-3111

（しらか ） 961-8585 ２ -１ 0248-24-5850

（しらか ） 961-8585 ２ -１ 0248-24-5850

（しらか ） ま こ 961-0011 52-6 0248-21-2967

（しらか ） ま こ 961-0983 10-3 0248-21-6895

（いしか ） 963-6204 本 102-1 0247-26-8335

（いしか ） あ ま 963-7857 当 373-5 0247-26-9888

（いしか ） あ ま 963-6311 の 116-2 0247-37-1766

（しらか ） ス 961-8585 ２ -１ 0248-22-5165

（いしか ） 963-7857 当 109-8 0247-26-9668

961-8585 ２ -１ 0248-22-5143

（すかが ） すかが ( ) 962-0053 51 0248-63-2311

（すかが ） 　　　　 　　　　( ) 0248-72-8490

（いしか ） いしか ( ) 963-7808 17 0247-26-8882

（いしか ） 　　　　 　　　　( ) 0247-56-4512

（しらか ） しらか 961-8585 ２ -１ 0248-27-3443

（しらか ） ス かしま 961-0051 ２ - 0248-21-6191

支  （ ）

支  （ ）
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すかが 区

　

支援 962-0047 1-1 0248-72-5238

営 0248-72-5220

0248-72-5213

すかが 資 962-0047 1-1 0248-94-5288

部 営 962-0813 和 50 0248-76-7115

部支 962-0813 和 50 0248-76-7111

支 962-0053 51 0248-75-4191

（ ） 962-0053 51 0248-76-7138

支 962-0402 目50-1 0248-78-2324

支 962-0043 66-1 0248-62-5101

支 962-0722 1 0248-79-3111

支 962-0201 1-1 0248-67-2151

支 969-0401 本 296 0248-62-2131

（ ） 969-0401 本 296 0248-62-2130

　　　　　　 予 969-0404 295-1 0248-62-7000

支 962-0311 2 0248-65-2101

支 962-0503 本 14 0248-82-2155

　　　　　　 （ ） 962-0503 本 14 0248-82-3185

962-0622 79-1 0248-84-2208

しらか 区

　

しらか 営 支援 961-0106 47-6 0248-21-7066

営 0248-21-7067

0248-21-7078

資 961-0106 47-6 0248-52-2800

営 961-0015 10-1 0248-29-2106

支 961-8585 29-1 0248-22-5150

支 961-0901 25-1 0248-27-3151

支 961-0983 10-3 0248-27-1800

支 961-0303 66 0248-34-2211

支 969-0101 37 0248-53-2011

支 961-0106 33-1 0248-52-3510

支 969-0245 836 0248-45-2111

支 969-0308 増見 27-1 0248-46-2211

いしか 区

　

いしか 営 支援 963-7826 39-10 0247-26-3101

営 0247-26-3105

0247-26-8521

（ ） 0247-26-3949

リ 963-7846 99 0247-56-3833

営 963-8112 14-98 0247-54-3153

支 963-7857 当 109-8 0247-26-1135

支 963-6312 高 3-1 0247-57-3115

支 963-8202 上 43 0247-55-3121

支 963-6204 本 28-2 0247-36-3155

支 963-8304 39 0247-53-3121

支  （ ）

すかが 営

支  （ ）

支  （ ）

本 あい

-1 -

― 145 ―



　

事務 961-0091 29-1 0248-24-5770

合 部 962-0056 8 0248-63-1121

あいりす 969-0401 本 １ １ 0248-92-3833

あいりす 962-0839 １ 0248-76-3456

部 961-0091 29-1 0248-24-5770

（すかが ） 962-0014 118 0248-76-2235

（すかが ） 962-0122 29 0248-69-1101

（すかが ） 962-0311 4 0248-65-3641

（すかが ） 962-0502 本 29-2 0248-82-3501

（すかが ） 本 962-0622 79-1 0248-84-2122

（すかが ） の 962-0852 の 154-1 0248-63-7613

（しらか ）  961-8031 22-1 0248-25-6900

（しらか ）  969-0103 2-1 0248-54-1003

（いしか ） 963-7833 44-1 0247-26-5580

（いしか ） 963-6312 高 13-1 0247-57-3434

（いしか ） 963-8202 上 19 0247-55-3189

（いしか ） 963-6218 金 113 0247-36-3410

962-0043 66-1 0248-92-3231

963-7833 46-1 0247-26-6057

すかが ス 962-0043 66-1 0248-92-3320

961-8585 29-1 0248-22-7861

962-0312 26 0248-65-2141

合 部事務 962-0053 54 0248-94-5100

事務 （はた ） 962-0053 54 0248-63-8088

はた 962-0053 54 0248-73-5261

り あ 961-8585 ２ -１ 0248-23-2500

963-7857 当 109-8 0247-26-6264

962-0056 8 0248-72-2588

( ) リ すかが 　 962-0047 1-1 0248-72-5219

( ) 961-0102 和 10-4 0248-21-5133

ス 961-0102 元 198 2 0248-52-3450

( ) しらか リ 969-0102 和 10-4 0248-21-8700

( ) あ り いしか 963-7826 39-10 0247-26-6400

支  （ ）

( )
ス みなみ

しらか

すかが

いしか

すかが
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　 （ 金 ） 状況

日 日 年末 日 日 日 日 日

本 85 8 45 20 00 9 00 19 00

部支 和 50 8 45 20 00 9 00 19 00

支 51 8 45 20 00 9 00 19 00 ２

支 目50-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 66-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 1-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 本 296 8 45 20 00 9 00 19 00

支 2 8 45 20 00 9 00 19 00

支 本 14 8 45 20 00 9 00 19 00

本 あい 79-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 25-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 10-3 8 45 20 00 9 00 19 00

支 33-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 836 8 45 20 00 9 00 19 00

支 増見 27-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 当 109-8 8 45 20 00 9 00 19 00

支 高 3-1 8 45 20 00 9 00 19 00

支 上 43 8 45 20 00 9 00 19 00

支 本 28-2 8 45 20 00 9 00 19 00

支 39 8 45 20 00 9 00 19 00

しらか 区 ( 金 ) 外

日 日 年末 日 日 日 日 日

合 上 2-1 8 45 19 00 9 00 17 00 日 日は利

り あ 29-1 8 45 20 00 9 00 19 00

50 8 45 20 00 9 00 19 00

145 8 45 20 00 9 00 19 00

いしか 区 ( 金 ) 外

日 日 年末 日 日 日 日 日

支 75-1 8 45 20 00 9 00 19 00

　

　

　
状況

状況

状況
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ス　 -
ス　 -

２ ２２業務の （ みなみの 況）
 令和 年 月 行 
： みなみ 業 合

２ ３ 　
： ２ ２３１２　 ： ２ ２ １
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2022業務のご案内（JA夢みなみの現況）
－令和４年6月発行－

編集：夢みなみ農業協同組合
〒962－0839 福島県須賀川市大町85番地

TEL：0248－94－2312　FAX：0248－72－7801
ホームページアドレス　www.ja－yumeminami.or.jp
メールアドレス　kikaku@ja-yumeminami.or.jp

基本理念
● 安心して暮らせる「幸せづくり」を基本とします。

● 地域の「柱」となり、特色ある農畜産物づくりをすすめ、「選ばれるJA」をめざします。

● 地域農業を未来へつなぐ「懸け橋」となります。




